




長野原一本松遺跡（2)正誤表

誤 正

p 11、上から 8行目 およそBP1,800~ およそBP18,000~ 

P 24、下から 15行目 比較的依存状態の 比較的遺存状態の

P 43、下から 5行目 比較的依存状態の、 比較的遺存状態の、

P 196、上から 17行目 106は刺突文を有す、 105は刺突文を有す、

同、上から 18行目 三十稲葉式。 三十稲場式。

P 198、上から 15行目 三十稲葉式を一括 三十稲場式を一括

P 205、上から 15行目 ~421は三十稲葉式 ~421は三十稲場式
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序

長野原一本松遺跡は、山間を深く刻んで流れる吾妻川を望む段丘上に営まれた遺跡です。

昭和27年、この吾妻川を堰き止め、洪水調整、水利用の八ツ場ダムの建設計画が発表され、

平成6年度よりダム工事に係わる発掘調査が本格的に開始されました。

長野原一本松遺跡は、八ッ場ダム建設に伴う発掘調査として行われた最初の遺跡であり、

平成17年度までの足かけ12年に渉って継続調査が実施され、多くの遺構・遺物が検出され、

群馬県内においても有数な、縄文時代の集落遺跡であることが明らかになりました。

長野原一本松遺跡の発掘調査は平成17年度をもって一応の終了となり、発掘された多量の

遺構・遺物の整理作業が本格的に開始される事となりました。

すでに、平成6~8年度の調査報告は『長野原一本松遺跡（l）』 2002として刊行されてお

ります。今回の報告は平成9~11年度に調査された遺構・遺物の報告となります。遺跡全体

から見ればわずかな範囲ではありますが、 一部は集落中心部分にあたる場所でもあり、集落

構造の一端を窺い知る資料を提示することができました。今後継続して平成12年度以降の調

査成果を刊行の予定です。

発掘調査から報告書刊行に至るまで、国土交通省八ッ場ダム工事事務所、群馬県教育委員

会、および長野原町教育委員会をはじめとする関係機関や地元関係者の皆様には、多大なる

ご尽力を賜りました。本報告書を上梓するにあたり、衷心より感謝申し上げます。

本書が長野原町、吾妻郡内、ひいては群馬県における縄文時代研究の新たな資料として活

用されることを願い序といたします。

平成19年3月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 高橋勇夫





例 □

1.本書は八ッ場ダム建設工事に伴い発掘調査された、長野原一本松遺跡の発掘調査報告書である。平成13

年度に、平成6~8年度までの発掘調査成果について報告を行った「長野原一本松遺跡（1)」を刊行してお

り、本書は第2冊目であり、平成9~11年度の調査成果を報告する。

2.本書で報告する平成9~11年度の調査期間は以下のとおりである。

平成9年度平成9年4月1日～平成10年3月31日

平成10年度平成10年4月1日～平成11年3月31日

平成11年度平成11年4月1日～平成12年3月31日

3. 長野原一本松遺跡は群馬県吾妻郡長野原町大字一本松地内に所在する。

4. 発掘調査は建設省（現国土交通省）の委託を受け、群馬県教育委員会が財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団に委託して実施された。

5.本報告書に関係する平成9~11年度までの発掘調査組織は以下のとおりである。

平成9年度理事長小寺弘之、 常務理事菅野清、 事務局長原田恒弘、 副事務局長兼調査

研究第1部長赤山容三、 管理部長渡辺健、 調査研究第2課長 能登健、 総務課長小渕

淳、 総務課総務係長笠原秀樹、 経理係長井上 剛、主任須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、

主事 岡島伸昌、宮崎忠司

平成10年度理事長菅野清、常務理事兼事務局長兼調査研究第1部長赤山容三、 管理部長渡辺

健、調査研究第2課長能登健、総務課長坂本敏夫、 総務課総務係長笠原秀樹、経理係長小山

建夫、係長代理須田朋子、主任吉田有光、柳岡良宏、岡島伸昌、主事宮崎忠司

平成11年度理事長小野宇三郎、常務理事兼事務局長赤山容三、管理部長住谷進、調査研究第l

部長神保侑史、 調査研究第1課長能登健、総務課長坂本敏夫、総務課総務係長笠原秀樹、

経理係長小山建夫、係長代理須田朋子、吉田有光、主任柳岡良宏、岡島伸昌、主事片岡徳雄

6.本報告書に関する平成17• 18年度の整理組織は以下のとおりである。

平成17年度理事長高橋勇夫、常務理事木村裕紀、事業局長津金沢吉茂、管理部長矢崎俊夫

八ッ場ダム 調査事務所長巾隆之、調査研究部長佐藤明人、調査研究課長中沢悟

庶務係長町田文雄 主事富澤よねこ

平成18年度理事長高橋勇夫、常務理事木村裕紀、事業局長津金沢吉茂、総務部長萩原勉、

資料整理部長 中束耕志、 調査研究部長西田健彦総務部長萩原勉

総務G 笠原秀樹、 須田朋子、今泉大作、栗原幸代

経理G 石井 清、斉藤恵利子、柳岡良宏、佐藤聖行

八ッ場ダム調査事務所長 巾 隆之、調査研究部長佐藤明人、庶務GL 吉田有光

7.発掘調査期間平成9年度平成9年4月1日～平成9年12月31日

平成10年度平成10年4月1日～平成10年12月31日

平成11年度平成11年4月1日～平成11年12月31日

8.発掘調査担当者平成9年度 山口逸弘•関俊明・諸田康成•石田真

平成10年度 山口逸弘・児島良昌・石田真•田中 雄

平成11年度小野和之・大西雅広•石田真•田村博•田中雄



9.整理期間平成17年度平成17年10月1日～平成18年3月31日

平成18年度平成18年4月1日～平成19年3月31日

10.報告書作成担当

編集担当 小野和之 （平成17• 18年度）

本文執筆 小野和之・大西雅広（中・近世遺物観察表）

遺物写真撮影佐藤元彦

遺物保存処理 関 邦一、土橋まり子、小材浩一、津久井桂一、森田智子

獣骨鑑定楢崎修一郎

石材鑑定渡辺弘幸

整理補助員 石村千恵美水出礼子竹渕勝子黒岩扶美枝富岡美代子 （平成17年度）

石村千恵美黒岩扶美枝篠原麻衣加辺保晶安ヵ川京美吉田美雪（平成18年度）

11.出土遺物および図面・写真等の記録は群馬県埋蔵文化財調査センターで保管している。

12.発掘調査および本書の作成にあたっては下記の機関、諸氏よりご教示、ご指導をいただいた。記して感

謝の意を表する。 （敬称略）

国土交通省関東地方建設局八ッ場ダム工事事務所、長野原町教育委員会、

白石光男 富田孝彦

凡例

1本書で使用した方位は、国家座標の北を示す。

2等高線・遺構断面図等に記した数値は海抜標高を示す。

3付図を含む遺構図の縮尺は、原則として以下の通りである。

遺構全体図 1/1000 各区別遺構全体図 1/200 

住居跡 1/60 炉1/30 カマド 1/30 埋設土器1/20 配石・土坑1/40 

4遺物実測図の縮尺は、原則として以下の通りである。

・土器 完形・半完形1/4または1/6 破片類1/3

・石器 石皿、台石、丸石等の大形品1/4または1/6 打製石斧、磨製石斧、磨石、敲石等1/3

石鏃、石錐等4/5 垂飾品等の小形品1/2

・鉄製品・古銭1/2

5遺構・遺物図に使用したスクリーントーンは以下のことを示す。

遺構焼土
I ~・~そ~・ • ~ ； ： ▼ I 

遺物（石器）使用面（磨石等） 摩耗面（打製石斧）rnlill 
（土器）赤彩痕 □ 
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5 -37号住居跡全景 （南より ） 4 -43号土坑全景 （南より）
5-37号住居跡遺物出土状態 （南より） 4 -44号土坑全景 （南より）
5 -38号住居跡全景 （南より ） 5 -373号土坑全景（南より）

5 -374号土坑全景 （西より）
P Ll3 5 -38号住居跡ビット 1遺物出土状態 （南より） 5 -381号土坑全景 （東より）
5 -39号住居跡全景 （南より ） 5 -382号土坑全景（東より）
5 -39号住居跡遺物出土状態 （南東より）

5 -39号住居跡ピット 2遺物出土状態 （東より） P L22 5 -383号土坑全景 （東より）



5 -384号土坑全景 （東より ） 5 -538号土坑全景 （東より）
5 -385号土坑全景 （北東より） 5 -539号土坑全景 （北より）
5 -386号土坑全景 （東より） 5 -540号土坑全景 （東より）
5 -393号土坑全景 （南より） 5 -541号土坑全景 （東より ）
5 -394号土坑全景 （南より）

5 -395 • 396号土坑全景 （東より） P L30 5 -542号土坑 (5-1号円形柱穴列）全景 （東より）
5 -418号土坑遺物出土状態 （南より） 5 -543号土坑全景 （南より）

5 -544号土坑全景 （南より）
P L23 5 -419号土坑遺物出土状態 （南よ り） 5 -545号土坑全景 （南より）
5 -461号土坑全景 （北より） 5 -546号土坑全景 （西より）
5 -461号土坑遺物出土状態 （北より） 5 -547（奥）．548号土坑全景 （東より ）
5 -493号土坑全景 （西より ） 5 -549号土坑全景 （南より）
5 -494号土坑遺物出土状態 （西より） 5 -550（右）．574（左）号土坑 （東より）
5 -495号土坑全景 （西より ）

5 -496号土坑全景 （南より ） P L31 5 -551号土坑セクション （東より）

5 -552号土坑全景 （南より ）
P L24 5 -497号土坑全景 （北西より） 5 -553号土坑全景 （南より ）
5 -498号土坑セクション （北東より） 5 -554号土坑全景 （南より ）
5 -498号土坑全景 （北東より） 5 -555号土坑 (5-1号円形柱穴列）全景 （北より）
5 -499号土坑全景 （東より ） 5 -556号土坑全景 （南西より）
5 -500号土坑セクション （南より） 5 -557号土坑大形礫出土状態 （東より）
5-500号土坑全景 （南より） 5 -558号土坑全景 （南より）
5 -501号土坑セクション （西より）

5 -501号土坑全景 （西より） P L32 5 -559号土坑セクション （南東より）

5 -559号土坑遺物出土状態 （南東より）
P L25 5 -502号土坑セクション （南より） 5 -559号土坑遺物出土状態 （東より）
5 -502号土坑全景 （南より） 5 -559号土坑全景 （東より）
5 -503号土坑全景 （東より） 5 -560号土坑全景 （西より）
5 -504号土坑全県 （東より）

5 -505号土坑全景 （南より） P L33 5 -561号土坑全景 （南より ）
5 -506号土坑全景 （南より） 5 -562号土坑 (5-1号円形柱穴列）全景 （南より）

5 -507号土坑全景 （東より） 5 -563号土坑全漿 （南より ）
5 -508号土坑大形礫出土状態 （南より） 5 -564号土坑全景 （東より）

5 -565号土坑全景 （南東より）
PL26 5-509号土坑全景 （南より） 5 -567号（手前）．570号土坑全景 （南より）
5 -510号土坑全景 （南より） 5 -568号土坑全景 （南より）
5 -509号・ 510号土坑全景 （西より） 5 -569号土坑全景 （南より）
5 -511号土坑全景 （東より）

5 -512号土坑セクション （東より ） P L34 5 -571号土坑全景 （西より）
5 -513号土坑全景 （北より） 5 -572号土坑全景 （南より）
5 -514号土坑全景 （北より） 5 -573号土坑全景 （南より）
5 -515（左）•516 （右） 号土坑セクション （東より ） 5 -575号土坑遺物出土状態 （南より ）

5 -576号土坑全景 （南より）
P L27 5 -515 • 516 • 519号土坑全景 （南より ） 5 -577号土坑全景 （南より）
5 -517号土坑全景 （南より） 5 -578号土坑セクション （南より ）
5 -520号土坑全景 （南より） 5 -579号土坑全景 （南東より）
5 -521号土坑全景 （南より）

5 -522号土坑全景 （南より） P L35 5 -580号土坑全景 （南より ）
5 -523号土坑全景 （北より） 5 -582号土坑全景 （南より）
5 -524号土坑全景 （南より） 5 -583号土坑全景 （南より ）
5 -525号土坑全景 （南より） 5 -584（右）．585号土坑全景 （南より）

5 -586号土坑セクション （南より）
P L28 5 -526号土坑大形礫出土状態 （南より ） 5 -587号 （手前）土坑全景 （南より ）
5 -526号土坑全景 （南より） 5 -589号土坑全景 （東より ）
5 -527号土坑全景 （南より） 5 -590号土坑全景 （東より）
5 -528号土坑全景（南より）

5 -529号土坑全景 （南より） P L36 5 -591号土坑セクション （南より ）
5 -530（左） ．531号土坑全景 （南より ） 5 -592号土坑セクション （南より）
5 -532号土坑全景 （東より） 5 -593号土坑全景 （西より）
5 -533号土坑遺物出土状態 （東より） 5 -594号土坑セクション （東より ）

5 -595号土坑全景 （南より）
PL29 5-533号土坑全景 （東より） 5 -596号土坑全景 （西より）
5 -534号土坑全景 （南より） 5 -597号土坑全景 （東より）
5 -535（左）．536号土坑全景 （南より） 5 -598（左）．599号土坑全景 （西より）
5 -537号土坑全景 （東より）



P L37 5 -600号土坑全景 （南東より ） 5-29号住居跡堀方全景 （南よ り）

5 -601号土坑全景 （東よ り） 5 -32号住居跡全景 （南より ）

6 -131号土坑全景 （西よ り） 5 -32号住居跡遺物出土状態 （南より ）

6 -132号土坑全景 （北より ） 5 -490号土坑遺物出土状態 （南より ）

6 -133号土坑全景 （西より） 5 -491号土坑全景（南より ）

6 -134号土坑セクション （南より ）

6 -135号土坑全景（南よ り） PL45 5-10・19号住居跡出土遺物

6 -136号土坑全景（北よ り） PL46 5-19・20号住居跡出土遺物

P L47 5 -21号住居跡出土遺物

P L38 6 -137号土坑全景（南より ） P L48 5 -22号住居跡出土遺物

6 -138号土坑セクション（南より ） P L49 5 -23 • 24 • 25号住居跡出土遺物
6 -139号土坑全景 （東より ） PL50 5-25・26号住居跡出土遺物

6 -140号土坑全景 （南よ り） P L 51 5 -26 • 27 • 30号住居跡出土遺物
6 -141号土坑全景 （南より ） PL52 5-30号住居跡出土遺物

6 -142号土坑セクション （南より ） P L53 5 -30号住居跡出土遺物

6 -143号土坑全景 （北より ） P L 54 5 -30 • 31号住居跡出土遺物
6 -144号土坑全景 （南より ） P L 55 5 -31 • 33号住居跡出土遺物

PL56 5-33・34号住居跡出土遺物
P L39 6-145号土坑全景 （南より ） P L57 5 -34 • 35号住居跡出土遺物
6 -146号土坑全景 （南より ） PL58 5-35・36号住居跡出土遺物
6 -147号土坑全景 （南より ） PL59 5-36号住居跡出土遺物
6 -148号土坑全景 （南より ） PL60 5-36号住居跡出土遺物
6 -149号土坑セクション （南より ） P L 61 5 -36 • 37号住居跡出土遺物
6 -150号土坑遺物出土状態 （西より ） PL62 5-38・39号住居跡出土遺物
6 -151号土坑全景 （南より ） PL63 5-39号住居跡出土遺物
6 -152号土坑セクション （南よ り） PL64 5-39号住居跡出土遺物

PL65 5-39号住居跡出土遺物
P L40 6 -153号土坑全景 （西より ） PL66 5-39・41号住居跡出土遺物
6 -154号土坑全景 （南東より ） P L 67 5 -43 • 44 • 53 • 6 -9号住居跡出土遺物
6 -155号土坑遺物出土状態 （南より ） PL68 6-9号住居跡、 5• 96区埋甕出土遺物
6 -156号土坑全景 （南東よ り） P L69 96区埋甕、 4・5区炉、 4・5区土坑出土遺物
6 -157号土坑全景 （南より ） PL 70 5区土坑出土遺物
6 -158号土坑全景 （東より ） PL 71 5区土坑出土遺物
6 -159号土坑全景 （北より ） PL 72 5区土坑出土遺物
6 -160号土坑全景 （南より ） PL 73 5区土坑出土遺物

PL 74 5区土坑出土遺物
P L41 6 -161号土坑セクション （東より ） PL 75 5区土坑出土遺物
6 -162号土坑遺物出土状態 （東よ り） PL 76 5 • 6区士坑出土遺物
6 -163号土坑全景 （南より ） P L77 6区土坑出土遺物
6 -164号土坑全景 （東より ） PL78 6 ・95区土坑出土遺物
6 -165号土坑セクション （南より ） PL79 95・96区土坑出土遺物
6 -166号士坑セクション （南より ） P L80 4区遺構外出土土器
6 -167号土坑全景 （南より ） P L81 4区遺構外出土土器
6 -168号土坑全景 （南より ） P L82 4 • 5区遺構外出土土器

P L83 5区遺構外出土土器
P L42 6 -169号土坑全景 （東より ）

↓ 
6 -170号土坑全景 （東より ）

P L97 5区・ 6区遺構外出土土器
6-171号土坑全景 （南より ）

P L98 6区遺構外出土土器
6 -172号土坑全景 （南より ）

P L99 95区遺構外出土土器
6 -173号土坑 （東より ）

↓ 
6 -174（左）・175号土坑全景 （東より ）

P Ll08 95区遺構外出土土器
6 -176号土坑全景 （南より）

PL 109 96区遺構外出土土器
6 -177号土坑全景 （南より ）

↓ 

PL43 95-1号土坑全景 （北より ） PL 121 96区遺構外出土土器

95-2号土坑全景 （東より ） PL 122 5区遺構外出土石器

96-4号土坑全景 （南より ） ↓ 

96-5号土坑全景 （南より ） PL 134 5区遺構外出土石器

96-6号土坑全景 （南より ） PL 135 6 • 95区遺構外出土石器

96-8号土坑全景 （南東より ） P Ll36 95区遺構外出土石器

96-9号土坑全景 （東よ り） ↓ 

96-10号土坑全景 （北より ） PL 138 95区遺構外出土石器

PL 139 95 • 96区遺構外出土石器

P L44 5区礎石？ （南よ り） P Ll40 96区遺構外出土石器

5 -29号住居跡全景 （西より ） ↓ 

5 -29号住居跡かまど （北西より ） PL 144 96区遺構外出土石器
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第1節 発掘調査に至る経緯

八ッ場ダム建設に伴う発掘調査は、平成6年度より開始され長野原一本松遺跡では、長野原地区の代替地

造成に伴う発掘調査として行われた。平成9年度は代替地東部分を、平成10年度は代替地東端部分、平成11

年度は代替地中心部の一部、および東側谷地部分の調究を実施した。

平成9年度の調査は、代替地調査予定地の南西部 (5区および95区の西側に掛かる部分から96区に掛かる

谷地部分）の調査を実施、住居跡は土坑等との切り合いが多く、堆積する黒色土も厚く、さらに大小の礫が

遺構の確認を困難にしていた。このため住居跡の多くが明瞭な形では検出できなかった。96区の谷地部分で

は黒色土中より多くの土器 ・石器が出土、遺物の廃棄場的様相を呈す。

平成10年度の調査は工事用の進入路関連の調査である。3区および4区にまたがる細長い調査区で、面積

はおよそl,OOOrrfである。南に谷を擁す傾斜地で、土坑10基、及びピットを検出した。

平成11年度の調査は工事用進入路関連の 5区から 4区にまたがる。5区では住居跡18軒、土坑111基を調

査した。住居については2棟が平安時代、他は縄文時代中期後半から後期のものである。6区では平成9年

度に調査を行った東側部分と併せて全容が明らかになり、新たに住居跡 1軒を検出した。土坑については45

基を調査した。

第1図 長野原一本松遺跡の位置図
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第2節発掘調査の方法

長野原一本松遺跡の発掘調査は平成6年より開始され、調査にあたって調査区全体を覆う形でグリッド設

定を行った。設定にあたっては、日本平面直角座標第IX系を使用し、 1km方眼の大グリッド「地区」を設定

しさらにこの中を100m方眼の中グリッド「区」に分けた。この区が調査区を表す名称として使用されている。

中グリッド「区」の中をさらに 4m方眼で細分したものを最小グリッドとして使用している。このグリッ

ドの呼称は、中グリッドの南東隅を起点とし、北方向に1• 2 • 3 • • ・と数字を付し25まで、西方向へA・B・

C ・..とYまで付した。こうして設定した最小グリッドの呼称は中グリッド「区」、小グリッドの南東交点

（例えばA-1)を付け4m方眼名とした。

遺構番号は区毎に1から付し年度を超える場合でも、続き番号を使用している。このため年度をまたいで

調査を行った遺構については同番号を用いている。

発掘調査の手順は調査対称区域を委託者側立ち会いの下で範囲および上物等の確認を行った。調査では、

まず重機によって表土の除去を行い、遺構確認面を確定した。場所により 2ないし 3面調査が必要となる場

合があり、特に谷地部分については黒色土の堆積状況により注意を要した。表土除去後遺構確認作業に入り、

時期の新しい遺構から掘り下げを行った。また黒色土の堆積が厚く遺構の検出が難しい場所については、グ

リッド方眼を設定し、人力による掘り下げを行った。また遺物については極力出土位置に留めて掘削を行い、

遺構等の確認ができない部分についてはグリッド毎に取り上げを行った。

確認された各遺構の調査は基本的に土層観察用のベルトを 1ないし2本を設定し掘り下げた。この際遺物

については原位置に留め、床面あるいは底面確認後土層観察を行い、写真、実測後ベルトの除去を行う 。

ベルト除去後は遺物出土状態の観察、写真 ・実測を行い取り上げを行った。遺物取り上げ後は土坑等につ

いては底面の確認、精査を行い平面図、断面図、写真撮影を行う 。また、住居については、床面の精査、柱

穴、埋甕、炉の確認を行い、それぞれの断面図、平面図、写真撮影後掘り上げを行った。その後全体の写真、

平面図、断面図を取り生活面の調査を終了する。最後に床面、炉、埋甕等の断ち割りを行い、堀方面の調査、

検出を行い、床下土坑、重複等の確認をし調査を終了する。

各遺構調査後は全体図の作成、写真撮影を行なった。なお、発掘調査は4月から12月までとし、凍結等に

より 1~ 3月の間は行っていない。

八ッ場ダム関連遺跡の略称として調査開始時に協議を行い下記の略号を付すこととなった。

1.八ッ場ダムの略称 Y D (Y anba -Dam) 

2.遺跡番号 長野原町の5地区に 1~5までの番号を付し、それぞれの地区内における調査順に1から始

まる連番を用いることとした。

lー川原畑地区、 2ー川原湯地区、 3ー横壁地区、 4ー林地区、 5ー長野原地区である。ちなみに、長

野原一本松遺跡はYD（八ッ場ダムの略称）、 5 （長野原地区）、 01（地区内における1番目の調査遺跡）と

なり、 YD5 -01が長野原一本松遺跡の略称となる。

調査時における取り上げ遺物のラベル、各図面には基本的にこの略称が付されている。但し、報告書作

成時には基本的に遺跡略称は使用していない。

なお、住居、土坑等の遺構番号については100方眼の中グリ ッド「区」毎に、 1から付番し、当該年度

の調査では、前年度からの続き番号を使用している。
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第3節発掘調査の経過

本節では各年度毎に調査経過の概略を記す。調査は4月に開始し12月で終了となるが、平成10年度に関し

ては10月よりの開始となる。

平成9年度

4月

調査開始、 5区、 96区の表土除去後遺構の確認作業を行う。

5月

96区において陥し穴検出、黒色土中に多量の土器（大型品含む）及び石器出土。5区において住居、土坑を

検出、重複多く調査難航。陥し穴調査、また単独の埋甕等を検出。

6月

住居跡は北端において重複する19• 26号住居跡を検出。調査区の西端に検出した20• 25号住居跡の調査。

21号住居は掘り込みは確認できず、石囲い炉のみの検出。

22・23・27号住居は3軒が重複、検出しだ炉は23号住の炉か、堀方を行う中で最も古いと考えられる27号

住の炉を検出。

5区、 385号土坑全堀。8月末で96区の調査終了。

9月

5区住居跡の調査を継続、堀方の調査を行う 。調査区一部拡張。1号埋甕取り上げ。

19 • 21 • 22 • 26号住居調査継続、遺物取り上げ、図面、平行し写真撮影後、堀方調査を行う 。

10 • 11月

住居の調査継続、埋甕調査終了。

12月

住居堀方調査終了、全景写真撮影を行う 。その後追加調査。

平成10年度

10月

本年度調査開始。3・4区表土掘削後遺構確認作業開始、土坑確認。

11月

3区4号土坑調査。

4区 33~39号土坑pit調査

12月

4区 40、41号土坑調査。試堀 l、2号トレンチ土層図、写真、トレンチ平面図。4区 4、5号トレン

チ埋め戻し。25日をもって本年度の調査を終了。

平成11年度

4月

3区表土除去後遺構確認作業、 3区 谷部調査、土坑検出、調査。

3区土坑の調査継続、 6、7号土坑半戟、 5号土坑図面、 6号土坑セクション写真、 7号土坑半裁、写真

3 



第 1章 長野原一本松遺跡の発掘調査

土坑調査終了後、全景写真撮影。4・5区 表土掘削開始後遺構確認作業開始。

5月

遺構確認作業、 10号住調査開始、敷石住居と判明。374配石（117号土坑）セクション写真 490 • 491号土坑

490号土坑掘り込みなし、開元通宝、 491• 492号土坑調査。

6月

10号住遺物分布図掘り下げ、 29号住確認後、掘り下げ、床面不確定、平安時代の住居と確認。

496号土坑セクション実測、掘り下げ、 497号土坑掘り下げ、土坑調査。

10号住掘り下げ、 29号住掘り下げ、セクション写真、実測

29号住遺物出土、写真、実測。497~506号土坑調査。5区全景写真撮影。

4区 減圧弁桝設置箇所調査。土坑 l基検出。

7月

10号住居の調査を終了。30~35号住居調査。503~515号土坑セクション、写真、平面図作成。5・6号埋

甕検出、調査。4区1号炉、 5区2号炉検出、調査。住居は重複が著しく、また多くの土坑の重複が見られ

る。32号住居は平安時代、鉄鏃出土。

8月

30~34号住居の調査継続。 515~534号土坑の調査。調査区北寄りに多く集中、後期の土器を伴出するもの

も多い。6号埋甕の調査。

9月

30~41号住居調査。35• 36 • 37 • 38 • 39号住居は東西に並んで、それぞれが重複しあっている。東に新し

い住居が作られている。530~563号土坑調査。559号土坑は完形の鉢形土器を出土、墓坑と考えられる、時

期は後期。31号住居の埋甕検出。40号住居は南側のみの調査、遺物はほとんど見られず。39号住居遺物取り

上げ、点数多い。北半分は調査区外。

10月

5区 全景写真撮影。35~41号住居調査。559~588号土坑調査。559号土坑遺物上げ。3号炉調査。

10号住敷石取り外し、エレベーション図、敷石下の精査。堀方。

4区谷地部の土坑（陥穴）調査。 4号炉調査。 4・5区 谷部分包含層調査、遺構確認調査（炉検出）

11月

30~53号住居調査。589~601号土坑調査。谷地部包含層調査。調査区北壁断面図、写真。

6区表土掘削、遺構確認。6区9号住居確認、調査。132~162号土坑調査。調査区西側に陥穴多く検出。

5区20• 25号住居 （平成9年度に東半分を調査）調査。

12月

5区 20 • 25号住調査。6区 163~177号土坑調査。縄文面の調査終了後旧石器試堀をもって本年度の調

査を終了。

調査区埋め戻し。
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第2章 地理的及び歴史的環境

第2章地理的及び歴史的環境

第1節地理的環境

長野原一本松遺跡が所在する吾妻郡長野原町は、関東地方の北西奥部、群馬県吾妻郡域の南西部に広がる

町である。町の北部を吾妻川が東流し、川の左岸を国道145号線が走る。この国道は渋川市で新潟に続く国

道17号と分岐し、吾妻川に沿って長野原町に入り大津で草津と嬬恋方面に別れる。古くは草津道として川の

右岸側を通っていた。

遺跡に立って周囲を臨むと南には川を隔てて須賀尾峠、丸岩を、遥か北西方向には草津白根山、南西には

浅間山が位置している。いずれも現在も活動している日本でも有数の活火山として知られている。

町の北部を流れる吾妻川は、長野県境の鳥居峠付近に源を発して東に流れ、町域のほぽ中央で川幅をやや

広くし、東端では第3紀層を深く刻んで吾妻渓谷を形成し、さらに東に流れ渋川市付近で利根川に合流して

いる。この吾妻川には両側に迫る山地から流れ下る多くの支流が見られる。

長野原一本松遺跡が乗る台地は吾妻川左岸の河岸段丘上で、左岸側にあっては比較的平坦で開けた場所で

もある。

遺跡地の地形は北側の山から傾斜する台地がやや南傾斜を持つ舌状地形を為し、東西および南側が谷地形

となっており、下位段丘面には現在JRの長野原草津口駅、長野原町立東中学校等があって、やはり比較的

平坦な舌状地形となっている。吾妻川はこの台地の南を大きく迂回する形で流れている。

遺跡地内の地形をさらに詳細に見ると、集落の中心部分が位置する場所の標高は635m前後である、この

集落のある舌状台地は南への張り出しに比して横幅を有す、東にもやや狭いながら同様の地形が見られるが、

遺構の広がりはほとんど見られない。さらに東側には、この台地の東縁を区切る「とちのき沢」が谷を作り

吾妻川に流れ込んでいる。この沢を隔てた東側が幸神遺跡である。

また、この付近は遺跡地の南側がかなり急崖であるのに対し、西側については平坦部分こそ幅狭となって

はいるが、比較的緩やかな傾斜をもって続いており、現在でも遺跡地に入る道路はこの場所を通過している。

遺跡の西側約500mには、六合村方面から流れ下る白砂川が吾妻川に合流しており、流れ込む支流として

は大きな河川の一つである。

第2節歴史的環境

長野原町における遺跡調査の先駆けは昭和29年に行われた勘場木遺跡が挙げられる。同遺跡では中期後半

の竪穴住居 l軒が調査されており、「勘場木石器時代住居跡」として県指定史跡となっている。

その後、昭和30年代後半から40年代にかけて分布調査が行われ、昭和53年には川原畑地区に所在する石畑

岩陰遺跡が鉄道工事に伴い調査が行われている。昭和62年からは八ツ場ダム建設に関する埋蔵文化財詳細分

布調査が、県および町教育委員会によって行われ、 183カ所の遺跡（包蔵地）が報告されている。

また、昭和63年の様Il遺跡の調査をはじめとし多く発掘調査が町教育委員会によ って行われている。

平成6年からは、当事業団による八ツ場ダム建設に伴う発掘調査が開始され、本遺跡を初め、対岸の横壁

中村遺跡、久々戸遺跡、林楡木遺跡、中棚遺跡等々新たな遺跡の調査が実施され、縄文時代から近世にかけ

ての調査が行われ現在に至っている。

以下、長野原一本松遺跡周辺の主な遺跡を概観しておきたい。なお、地図上の細線は遺跡の範囲を、太線
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第2節歴史的環境

で囲まれた部分は各調査年次毎の調査区を示している。

旧石器時代

長野原町においては旧石器時代の遺物は現在のところ出土していない。しかし表採資料ながら横壁中村遺

跡の石槍や川原畑石畑岩陰遺跡 ・林楡木II遺跡の草創期の土器群などが見つかっており、その存在の可能性

は決して低くはないと思われる。

縄文時代

長野原一本松遺跡の南側を東流する吾妻川は、八ッ場地区を南北に分ける大きな自然的な要因であったと

考えられる。本遺跡を含め両岸の上下段丘上、さらには川に注ぐ沢筋に面した場所に多くの遺跡が所在する。

先述したように草創期、早期の遺物に関しては近年の調査で発見が相次ぐようになってきた。林楡木II遺

跡・立馬II遺跡等で草創期後半の撚糸文土器や早期の押型文土器などが出土している。また岩陰遺跡等も知

られ 石畑岩陰遺跡（注）などで多縄文系の土器が出土している。これらの遺跡では早期末から前期初頭の繊

維土器なども見られる。右岸側の遺跡では現在のところ草創期、早期の遺跡はほとんど見られない。

前期については早期末から続く遺跡として立馬 I遺跡 ・三平遺跡において早期末の繊維土器、前期初頭か

ら後半にかけての花積下層式、関山式、諸磯式土器等が出土している。

中期になると遺跡は拡大し、両岸の比較的広い地を求めて居住するようになる。初頭から前半にかけての

遺跡は林楡木II、立馬 I• II遺跡で住居、土坑が検出されている。横壁中村遺跡においてもわずかではある

が遺構の検出が見られる。中葉から後半になると遺跡数、遺構数は増え本遺跡と横壁中村遺跡は吾妻川を隔

てて対峙する大集落となる。この時期の遺跡としては他に左岸では上ノ平遺跡が右岸では横壁中村遺跡の上

流に接して位置する山根 I、皿遺跡があるもののその規模は前述した 2遺跡に比すれば小規模である。

後期に入ると前半くらいまでは長野原一本松遺跡、横壁中村遺跡では引き続き集落の継続が見られ、林中

原・同上原 I• N遺跡で住居等が見られる。晩期については長野原一本松遺跡ではほとんど見られないが、

横壁中村遺跡では多くの遺物が見られる。左岸では下原遺跡、立馬遺跡で、右岸では久々戸遺跡、下原遺跡

で少量の土器が出土、川原湯勝沼遺跡では末から弥生前期の甕棺墓等が検出されている。

弥生時代の遺跡は少ないものの、前期の遺物は川原湯勝沼遺跡で見られ、中期については横壁中村遺跡、

立馬II遺跡で出土しており、今後その数は増えてゆくものと考えられる。長野原一本松遺跡においても若干

の前期土器片が出土している。

古墳時代についてはこれまで明確な遺構が確認されていなかったが、下原遺跡、林中原遺跡で中期の住居

跡が発見され注目される。古墳に関しては現在のところ確認はされていない。

奈良•平安時代の遺跡は長野原一本松、楡木 II 、花畑、立馬、三平、川原湯勝沼、横壁中村遺跡等で住居

が検出されている。時期は9世紀から10世紀を中心としている。この時期の遺構の調査数は近年増しており、

沢沿いの奥まった場所にもかかわらず、集落が構成されている。

中世に関しては長野原一本松遺跡、横壁中村遺跡、中棚II遺跡等で遺構 ・遺物が検出されている。周辺に

見られる城郭跡としては西に白砂川を隔てて長野原城が位置し、川を挟んだ南には柳沢城が位置している。

近世の遺跡は両岸の下位段丘において久々戸、尾坂、中棚、下原、川原湯勝沼遺跡等において天明三年の

浅間山噴火に伴う泥流に埋まった建物や畑が検出されている。

・参考文献 長野原町教育委員会 1990「長野原町の遺跡一町内遺跡詳細分布調査報告書一」
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表1 周辺の遺跡一覧表

No 遺跡名 所在地 主な時代 概要 備考 報告書等

l 長野原一本松遺
縄文時代中期～後期にかけての集落跡、大形の掘立柱建物、 平6~17年度、埋文事業団調査 2002（平6～8

跡
長野原町長野原 縄文•平安 敷石住居などを検出、平安時代の住居、中世の掘立柱建物や 本曹は平9~11年度調査分の報告 年度調査分）

多くの土坑等が検出されている。

2 幸神遺跡 長野原町長野原 縄文 縄文時代中期の住居 土坑。陥し穴。 平8 9 17年度埋文事業団調査

3 尾坂遺跡 長野原町長野原 近世 天明二年泥流下の畑・建物跡。 平6・7・11・18年度、埋文事業団調査

4 御栽山岩陰 長野原町林 縄文弥生 岩陰遺跡。

5 峰ツ沢岩陰 長野原町林 縄文？ 岩陰遺跡。打製石斧出土。

6 楡木］遺跡 長野原町林 縄文 散布地

7 楡木1I遺跡 長野原町林 縄文 縄文時代早期の梨落、前期、中期の住居、平安時代の住居跡 平12• 13年度、埋文事業団調査

8 楡木皿遺跡 長野原町林 縄文・弥生 縄文時代前期・後期、弥生時代の包含層。 平9年度、埋文事業団調査

9 滝沢観音岩陰 長野原町林 中世・近世 岩陰遺跡。「滝沢観音」の堂宇と石仏群あり。

10ニ反沢遺跡 長野原町林 中世・近世 中世の石垣を伴う造成跡、近世水路、畑跡。（旧大乗院掟跡）平12年度、埋文事業団調査 ⑪ 

11中棚 I遺跡 長野原町林 縄文•平安 散布地

12中棚II遺跡 長野原町林 近世 天明＝年泥流下の畑、および安永九年と考えられる埋没畑等。平11~13• 15年度、埋文事業団調査 麟

13下原遺跡 長野原町林 古墳・近世 天明三年(1783)泥流下の畑、中世の畑、古墳時代の住居跡等 平12 16年度、埋文事業団調査 ⑤ 

14林宮原遺跡 長野原町林 古墳•平安 古墳時代の住居跡l、平安時代の住居跡6、土坑6。 平15年度、町教委調査 市教委2004

15林中原 I遺跡 長野原町林

16林中原1I遺跡 長野原町林 縄文 縄文時代後期の敷石住居、晩期の土器片。 平15年度、町教委調査

17下田遺跡 長野原町林 平安・近世 散布地

18上原］遺跡 長野原町林 縄文 縄文時代後期の敷石住居跡。 平15年度、町教委調査

19上原II遺跡 長野原町林 縄文 散布地

20 上原1II遺跡 長野原町林 縄文 散布地

21 上原w遺跡 長野原町林 縄文・近世 縄文時代後期の敷石住居、配石遺構。 平15年度、埋文事業団調査

22 花畑遺跡 長野原町林 縄文•平安 平安時代の住居跡、陥し穴群。 平9~12年度、埋文事業団調査

23 林の御塚 長野原町林 中世・近世
寛永二年(1625)に「権大僧都法印村信」の墳墓として築造され 長野原町指定
たと伝えられる。古墳の可能性も。

24 東原 I遺跡 長野原町林 縄文 縄文時代士器片、陥し穴。 平6・9年度、埋文事業団調査

25 東原1I遺跡 長野原町林 縄文 縄文時代後期土器片、石器出土。 平10年度埋文事業団調査

26 東原皿遺跡 長野原町林 平安・近世 散布地

27 立馬［遺跡 長野原町林 縄文 縄文時代早期・晩期の住居跡。弥生時代中期後半の土器棺墓。平13• 14年度、埋文事業団調査 ⑬ 

28 立馬11遺跡 長野原町林 縄文
縄文時代草創期 早期の土器 ・石器。中期初頭～前半の住居

平14• 15年度、埋文事業団調査 ⑩ 
跡9軒、中期後半の住居跡l軒。平安時代前後の陥し穴等。

29 川原湯勝沼遺跡 長野原町川原畑
縄文•平 縄文時代晩期の埋設士器、古墳時代の遺物、平安時代の住居 平15• 16年度、埋文事業団調査 ⑧ 
安・近世 跡、天明三年泥流下の畑。

30 横壁勝沼遺跡 長野原町横壁 縄文時代中期～後期の士器片、槍先形尖頭器出土。 平6・7年度、埋文事業団調査

31 横壁中村遺跡 長野原町横壁
縄文・弥生 縄文時代中期後半から後期後半を中心とする梨落跡、縄文時 平8~17年度、埋文事業団調査 ⑤ 
平安・中世 代晩期、弥生時代の土器片、平安・中世の遺構・遺物。

32 山根 I遺跡 長野原町横壁 縄文•平安 散布地、磨製石斧、石鏃、石棒などの石器類出土

33 山根11遺跡 長野原町横壁 平安・近世 散布地。

34 山根皿遺跡 長野原町横壁 縄文・近世 縄文時代中期後半の住居、土坑調査。 平10• 13年度、埋文事業団調査

35 山根w遺跡 長野原町横壁 縄文・近世 石器出土

36 西久保1遺跡 長野原町横壁 縄文 縄文時代後期の住居、水場を検出 平6・10・12年度、埋文事業団調査

37 西久保11遺跡 長野原町横壁 平安 散布地。

38 西久保rn遺跡 長野原町横壁 縄文 散布地。

39 西久保W遺跡 長野原町横壁 縄文 散布地。

40 柳沢城跡 長野原町横壁 中世
別城一郭付随と呼ばれる特殊な構造、曲輪、堀、土居などを 平5年度、町教委調査
検出、常滑、瀬戸、美濃、珠洲焼、さらには中国陶磁などが出土。

41 久々戸遺跡 長野原町長野原 近世 天明一年泥流下の畑、建物跡、縄文時代の土器片。 平9・10・15年度、埋文事業団調査 ⑤ 

42 向原遺跡 長野原町長野原
縄文・弥生 縄文時代中期後半～後期の住居跡3軒・敷石住居2軒、土坑群。平5年度、町教委調査
平安 弥生時代中期の士坑、平安時代の住居跡10軒を検出。

43 嶋木］遺跡 長野原町長野原 近世 天明泥流下の畑跡、近世の陶磁器片。 平16年度、町教委調査 市教委2004

44 嶋木11遺跡 長野原町長野原 縄文•平安 縄文時代中期の土器片、石器出土。

45 嶋木皿遺跡 長野原町長野原 縄文 縄文時代中期の石鏃、石錐等出土。

46 長野原城跡 長野原町長野原 中世 土塁や堀切・物見台などが残る。長野原合戦の舞台となる。

参考文献

①長野原町 「長野原町誌」上巻 1976 

②長野原町 「長野原町の自然」 1988 

③群馬県埋蔵文化財調査事業団 「長野原一本松遺跡（l)J八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 1集 2002 

④群馬県埋蔵文化財調査事業団 「八ツ場ダム発掘調査集成（l)」八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第2集 2002 

⑤群馬県埋蔵文化財調査事業団 「久々戸遺跡・中棚II遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡」八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書第3集 2003 

⑥群馬県埋蔵文化財調査事業団 「久々戸遺跡（2）・中棚II遺跡(2).西ノ上遺跡・上郷A遺跡」八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書第4集 2004 

⑦群馬県埋蔵文化財調査事業団 「横壁中村遺跡(2)j八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第5集 2005 

⑧群馬県埋蔵文化財調査事業団 「川原湯勝沼遺跡（2)」八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第6集 2005 

⑨群馬県埋蔵文化財調査事業団 「横壁中村遺跡(3)J八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第7集 2006 

⑩群馬県埋蔵文化財調査事業団 「立馬II遺跡J八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第8集 2006 

⑪群馬県埋蔵文化財調査事業団 「上郷B遺跡・廣石A遺跡・ニ反沢遺跡」八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第9集

2006 

⑫群馬県埋蔵文化財調査事業団 「横壁中村遺跡(4)J八ツ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第10集 2006 

⑬群馬県埋蔵文化財調査事業団 「立馬 I遺跡J八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第11集 2006 
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第3章検出された遺構と遺物

第1節基本層序

第 1節基本層序

長野原一本松遺跡は、吾妻川の左岸に形成された河岸段丘上に立地する。この段丘は浅間山起源の「応桑

泥流」堆積物を吾妻川が浸食して形成されたものと考えられており、この堆積物が本遺跡の基盤層をなして

いる。

「応桑泥流」下には泥流発生直前に降下したとされる、 As-BP（浅間一板鼻褐色軽石）およそBPl,800~

20,000が、さらに下位には姶良火山灰(AT、BP25,000)層の存在が想定される。また、「応桑泥流」上層ロー

ム中に観察される浅間山給漉の軽石層は、浅間一白糸軽石(As-SP、BP18,000)、浅間一板鼻黄色軽石(As-

YP、BP13,000~14,000)、浅間一草津黄色軽石（As-YPK、BPl0,500~11,500)の軽石層が認められている。

本遺跡内で肉眼的に観察されるのは、 As-YPKである。基本層序では漕ー 1から珊ー 3層にあたる。

このAs-YPK層中、渭ー 2層はほぼ純粋で発泡も良好(10mm~50mm)な軽石層で、 1~2mの厚さで見られる。

VI（ローム層）上位は、黒褐色ないしは黒色土で台地上部分では 4ないしは5層に分けられる。

I層は表土層で、現耕作地部ではおよそ20~30cm、山林その他の場所では30cm前後である。下のII層は部

分的にAs-A〔浅間ーA軽石、天明三(1783年）降下〕の混入が認められる II-1と、 II-1を基調とするも、

比較的安定したAs-Aをほとんど含まないII-2とに分層される。そして、このII-2層上層において灰

褐色を呈すAs-Kk〔浅間一粕川テフラ(1128年）〕の堆積も、極めて部分的にではあるが確認されている。ま

た、 As-B〔浅間B軽石、天仁元(1108年）〕およびAs-C（浅間C軽石、 4世紀初頭）の存在も示唆されてい

るが、現在のところ確認されていない。さらにAs-D（浅間D軽石、およそBP4,000)についても今後慎重に

見てゆく必要がある。

皿層は小軽石粒がわずかに含まれる黒色土で、かなり軟質である。このm層において確認される遺構とし

て陥し穴がある、平面形が楕円形を呈し底面が長方形を呈すロート状の穴で、覆土は軟質な土で埋まってい

る。 IIおよびm層は、台地上ではほぽ均ーな堆積状況を示すが、谷部分においては急激に厚さを増すことが

確認できる。本書中の95区の谷地部がその好例である。また、対照的に 3区については谷地に向かう斜面部

であるが、急傾斜地ということもあり、 I層表土下にIIおよび皿層がほとんど認められないという状況であっ

た、地形その他自然の作用による変化が看取される。

w層は白色および黄色軽石を含む黒褐色土で、やや大粒の軽石なども混入する、本層は主に縄文時代の遺

構検出面であるが、黒味が強く場所によっては極めて検出が困難であった。このため明確な検出面として、

v層まで下げなければならない場面も多々であった。
v層はいわゆるローム漸移層で若干の軽石粒を含む比較的安定した層として認識される。色調は明るい黒
褐色土で、比較的締まりがある。

以下VI層はローム層でVI-1（ソフトローム）、 VI-2（ハードローム）に大別される。長野原一本松遺跡で

検出されたほとんどの遺構構築面でもある。

参考文献 長野原町教育委員会 1990「長野原町の遺跡―町内遺跡詳細分布調査報告書一」
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第1章 検出された遺構と遺物

台地部
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第4図基本層序

基本層序

台地部

I層 現表土 As-Aを混入する耕作土。

ll -1層 暗褐色土 色調やや茶色がかる。As-Aを多鍼混入し、 I層に類似するが締まり強い。
ll -2層 黒褐色土 色調やや灰色がかる。シルト質土をプロ ック状に混入するが、他の混入物を殆ど含まない。土壌粒子が細かく、サ

ラサラする。

皿層 黒色土 白色や黄色などの小軽石粒を微量混入する他は、全体的に混入物を殆ど含まない。締まりなく軟質。

w層 黒褐色土 白色や黄色などを呈する粒径約 1~5mm前後の小軽石粒やローム粒を多量混入する。層の上・下位で混入物の鍼に

差が看取される部分がある。

v層 暗褐色土 ローム漸移層。軽石粒を微～少量混入する。（一部にW層との漸移的な層も含む。）

VI層 黄褐色ローム (VI-1層）：ソフトローム
(VI -2層）：ハードローム

vn層 黄褐色砂質土 粒径約 1~3mm前後の小軽石粒による砂質土。硬化しており、プロック状の堆積部分も看取される。(vn-2'層As

-YPK、軽石の二次堆積層。台地部の特定範囲で確認される。）

V11層 As-YPK

(VII-1層） 赤褐色・黄橙色 ・灰白色などの火山灰に分けられる。軽石に伴うもので、硬化しているアッシュ。

(VII-2層） 浅間一草津黄色軽石層。風化などにより、色調が白色ががる部分もある。粒径は概ね約10~50mm前後の幅が看取さ
れる。

(VII -3層） 橙色・赤褐色・灰色などの火山灰に分けられる。軽石に伴うアッシュ。

IX層 黄褐色ローム X層に類似するが、軽石の量が少ない。

x層 黄褐色ローム ロームを主体に、軽石粒を多紘混入する。
XI層 黄褐色ローム 色調がやや白色がかる。As-BPと思われる軽石と小角礫を少醤混入する。

X11層 「応桑泥流堆積物」 赤色•青色スコリアを多量混入する 。
沢地部

1層暗褐色土
2層黒色土

3層黒褐色土
4層礫層
5層砂礫層

12 

色調がやや茶色がかる。現表土。

礫を少～多蘊混入する。土質は、台地部のIII層に類似する。
植物質の遺伝子を多量混入する泥炭質土で、少量の湧水がある。

小角礫を主体とする淡褐色土との混土層。淡褐色土は変質したロームで、台地部のVI層相当と思われる。
砂礫を主体とする黒褐色土との混土層で湧水がある。



第2節遺構遺物の概要

第2節遺構遺物の概要

発掘調査は3年次に渉って行われた、調査区も第2図に示したようにやや離れており、地形的にもかなりの

違いが見られる、このためそれぞれの区(100m方眼）においても遺構の時期に違いが看取される。

それぞれの調査区を遺跡地内における地形から見ると、 95から96区部分は谷地に掛かかっており、特に96

区についてはかなりの斜面部分にあたる。3・4区については集落中心部分からは東にはずれた位置に在り、

土坑が見られたのみである。5区の調査区は東と西端にあたり、東側の調査区は遺構の集中度が高く、住居

および多くの土坑が検出された。西側の調査区については、 6区の調査区と連続しており、住居、土坑が検

出されているが、ちょうど集落の西端部にあたると考えられる。

ここでは、長野原一本松遺跡において検出された遺構および遺物について、それぞれの時代毎にその概要

を以下に記す。

旧石器時代

各調査区において試掘調査を実施したが、遺物は検出されなかった。

縄文時代

本遺跡において主体的な遺構の時期である。検出された遺構数は、住居跡が平成9年度9軒、平成11年度

17軒である。この内3軒(5-10号住、 5-20• 25住）が複数年度に調査がまたがっている。

この他、円形柱穴列 1棟、単独の埋甕3基、炉3基、土坑、ピットを検出した。また、配石とした遺構が

1基ある。

住居跡は5区を中心とした緩やかに南に傾斜する台地の縁辺部に広がる様相を呈す。平成9年度の調査区

は台地の西側縁辺部、および南に落ちる谷地部分を対象とした。住居は調査区の北側部分に南北方向への連

続性を伺わせている。南側谷部分は台地上からの最大比高差llmを測る。住居集中部においては、多くの土

坑も検出されている。遺構密度は谷に向かって薄くなり、谷部分においては陥し穴が検出されている。

但し、谷地部分においては土器の包含層が厚く堆積しており、完形品を含む多くの土器が出土している。

平成10年度の調査は 3区の南に向かって落ちる沢沿い斜面部にあたる。調査区は等高線に沿うような形で設

定された。調査の結果土坑が検出されたが数は少なく、出土遺物もわずかであった。また平成11年度にも南

側さらに下がった場所の調査を行い、陥し穴と思われる土坑3基を検出した。

平成11年度に調査を行った5区調査区は台地の東縁辺部にあたり、多くの住居跡、および土坑が検出され

ている。住居は中期後半が中心で、東西に並んで検出された住居は次々に建て替えられている様子が伺えた。

また、土坑も多く見られ、陥し穴をはじめ、総数100基以上を検出している。土坑の時期は、後期のもの

も多く、土坑墓と思われる副葬された完形品を伴っているものも見られた。

調査区の西端に検出された 1号柱穴列は5-10号住居跡の周りを囲うように径lm、深さ lm以上の柱穴

8本が検出された。これらの柱穴の内、西側5本は平成8年度に検出されていたが、今次の調査で東側の 3

本が追加され、ほぼ円形に 1周することが確認された。この他、 3基の屋外炉、3基の埋甕が検出されている。

検出された遺構の時期は、中期後半を中心とし、住居跡については5-10号住居跡が後期前半と見られる

他はいずれも中期後半から末に比定される。その他、単独の埋甕や炉についても住居の時期とほぼ同じと見

られる。

土坑は中期後半の他、後期に比定されるものが多く存在している。完形の土器を出土する墓坑と考えられ

るものも見られる。5区東側の調査区においてこうした土坑が集中して検出されている。土坑の形状は円形

13 



第1章検出された遺構と遺物

ないしは長円形である。

検出された住居跡の分布状況を見ると、中心部台地の縁辺に沿って横方向に連続して作られている様子が

窺われ、重複して作られている。

その他の遺構としては、 5-10号住居跡を取り巻くように検出された 5-1号円形柱穴列がある、径およ

び深さがlm程の柱穴がほぼ円形に 7本（北側の 1本は未調査）が検出されている。時期は後期と考えられる

が、住居との関連もあり注目される遺構である。

ピットについてはほとんど遺物が見られないこともあり、時期が未確定なものが多いが、形状、掘り込み

共に不明瞭なものが目立ち極めて新しくなる可能性が高い。

なお、今回の調査で検出された陥し穴に関しては、重複関係から明らかに住居よりも新しくなり、埋土も

縄文時代の遺構とは異なっている。出土遺物においても、時期を確定できるようなものが見られず、現時点

では時代の判断が難しい。平安時代あるいは中世にまで下る可能性もある。

弥生時代

遺構については検出されなかった。わずかに前期と思われる土器片3点が96区の谷地包含層より出土して

いるのみである。

古墳時代

遺構は検出されなかった。遺物は甕の口縁部と思われる破片 l点が、 96区の谷部分において出土している

のみである。

奈良・平安時代

5区東側において2軒の住居跡が検出されている。いずれも壁の立ち上がりがやや不明瞭な面があるものの、

東および北壁に寵を持ち、住居の形状はほぼ方形を呈すものと思われる。5-29号住居跡の寵は石を組んで

作られていたものと考えられる。5-32号住居跡の寵には石は見られなかった。出土遺物は両住居ともに少

なく、少量の須恵器、土師器の杯、鉄鏃である。時期は10世紀末から11世紀と考えられる。

中世

明確にこの時期と比定された遺構に関しては少なかった。掘立柱建物や竪穴状遺構なども検出されていな

い。5区において集石を伴う土坑が2基見られたのみである。この内l基からは「開元通宝」が1点出土し

ている。他の出土遺物に関しても極めて少ない。土器類については遺構外より青磁片、陶磁器片がわずかに

見られるのみである。石器は石鉢の破片が4区において出土している。

近世

建物跡などの遺構は検出されていない。土坑については近世あるいは近・現代に属すと思われる掘り込み

が見られるが時期の確定されたものは少ない。

出土遺物はいずれも遺構外で、若干の陶磁器片が見られる、鉄製品としては火打ち金が1点出土している。

また寛永通宝も 4点出土している。

14 
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5-10号住居跡

II 基本土層

皿基本土層

1 黒色土黄色軽石少量含み軟質。

2 黒褐色土 黄色軽石多く含み黄色微細粒子目立つ、 1より締

まりあり。

黒褐色土 黄色軽石の混入少なく軟質。

黒褐色土 2と近似するが炭化物、ローム小プロック混入。

黒褐色土 4と近似するがやや黄味を帯びる。

黒褐色土 地山ローム小粒多く含み砂質。

暗黄褐色土 ローム、ローム粒子多く含み細粒。

黄褐色土 地山ローム主体とする。

黄褐色土地山ローム漸移土。

B
、 A

、

3

4

5

6

7

8

9

 

A' ·— 

第3節

1. 

5-10号住居跡 （第8・9図： PL3) 

位置

重複

されている。

形状

規模

方位

床面

縄文時代

住居跡

5 H -13 • 14グリッドに位置する。

住居主体部上面で5-378号配石が検出

南側に張り出し部を持つ柄鏡形を呈す。

長軸450cm、短軸350cm、深さ40cmである。

N-0° 

中央に作られだ炉から張り出し部に向か

A' 

い、主体部内は2列、張り出し部には 1列の石

が敷かれている。また張り出し部を囲うように

大型の石が横置きに配される。

．
 

C

]

 

炉 主体部ほぽ中央に四角に石を置き構築する。
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第8図 5-10号住居跡（1)
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5 -10号住居跡炉

1 黒褐色土軽石、若干の炭化物含む。

2 黒褐色土 炭化物の混入多い。

3 黒褐色土 軽石、若干の小礫混入、下層に微量の焼土含む。

4 黒褐色土 ローム粒少量混入、軽石は含まない。

5 黄褐色土 ローム主体だが黒掲色土不均質に微量混じる。

6 地山ローム土。

7 黒色土 ローム粒、白色軽石わずかに含む。

8 黄褐色土 ローム主体で黒褐色土小プロック、軽石少量含む。

9 黄褐色土 ローム主体で8より黒土の割合少なく軽石も含まない。

゜
lm 

第9図 5-10号住居跡（2)

柱穴 壁下に沿って径10~15cm、深さおよそ20cmのピットが12本確認された。

遺物出土状態 大型の破片としては 1が北壁郡分より出土している。他は小片が多い。

時期・所見 平成8年度の調査で西半分の調査を実施、報告も行っている。今回の調査では残り東半分を検

出し、全容が明らかになった住居である。中央の石囲い炉から南に石が敷かれた柄鏡形敷石住居である。住

居の北寄り、床面において炭化材が出土している。

後出の5-1号円形柱穴遺構は、本住居跡の周囲を囲うように柱穴が位置しており、同時存在していた可

能性も考えられる。住居の時期は出土土器から後期前半、堀之内2式期と考えられる。

5-10号住居跡出土遺物（第10• 11図： PL45) 

lは金魚鉢型を呈す深鉢である、口径（42.0)cm。波状の口縁部で、上端はやや内折する。波状部には渦巻

き文や弧状沈線による単位文を施し内面にも外面同様に沈線文を施しさらに円形の刺突文も見られる。波頂

部文様の両端部から連続凹圧を持つ微隆帯を斜めに垂下させ頚部の横位隆線につながる。胴部には沈線によ

る曲線文様を描き帯状に細縄文を充填する。口径(42.0)cm。

2~5は1の胴部片と思われる。沈線による組合せ曲線文様を描き縄文を充填する。 2は縦位の隆線文が

見られる。 6は縄文は沈線文様のみで縄文見られず。 7は地文縄文で縦、横にU字文様、波状の垂下文様が

描かれる。 8• 9 • 10 • 13は口縁部が内屈する。8は縦の沈線が見られ、内面には横位沈線文、円径文。9・

10 • 13は口縁に沿って沈線が巡る。13は口縁に沿って連続円形刺突文。11は縦位沈線と円孔を持ち、垂下隆

線。 12• 14は同一個体片か、口縁下3本の横位隆線が巡りこれらを繋ぎ縦の隆線、隆線上には剌突文が見ら

れる。薄手で内外面研磨された黒色土器。炭化物の付着が顕著である。別個体であるが15も同様の文様構成

の土器である。 16は口縁部片、沈線により平行線文・曲線文様が描かれる。口縁下に円孔あり。 17• 18は底

部片、 17は外に開く器形で内面黒色、底面に網代痕。 18はやや丸みを持って立ち上がる小形鉢形土器、横位

沈線間に縄文施文。 19は口縁部の装飾把手片、円形と棒状文を繋げており、外側に刻みを有す細隆線を付す。

20はS字状に隆起した耳状の口縁部把手片で渦文を持つ。

21は注口土器の注口部分、外面研磨。 22は注口土器の把手部分片、断面円形、外面研磨。 23は注口土器で

ある。口径7.5cm、器高14.9cm、底径7.0cm（推定）である。器肉は薄く、黒色で外面はていねいに研磨されている。

胴中位やや上部分に注口が付き、その上側口縁部に飾り取っ手が付くと思われる。文様は櫛歯状の集合細線

で描かれる。底部及び口縁部、さらに注口•取っ手基部下に一周させ、胴部全体は矩形に全面施文し、交差

22 
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第3章 検出された遺構と遺物

◇ 
第11図 5-10号住居跡出土遺物（2)

部には渦巻き文が配される。口縁部は短く直立し口唇部に刻みを有す。長野原一本松遺跡(1)で報告された

ものであるが今次報告分で若干の破片が追加されたため、器形を再復原し記載したものである。

24は先端部を欠く凹基無茎鏃である。両脚の端部は細く尖り、小斑晶を含む。25は黒曜石製石鏃の先端部片

である。26・27・ 28は石錐である。26はつまみ部三角形を呈し、上端部に自然面残す。錐部の断面は楕円形

で先端部を欠く 。床下土坑より出土している。28は黒曜石製で基部を欠き、錐部の断面三角形。27は黒曜石

製で、つまみ部は菱形を呈す、錐部の断面扁平で、先端部を欠く 。29は掻器である。U字状の剥片縁辺部に

急角度の刃部を作り出している。

5-19号住居跡 （第12図： PL3) 

位置 5X・Y-9グリッドに位置する。 重複 5 -26号住居の西側に重複して作られている。また、北側

の約3分の 1は現道路下に在る為未調査である。 形状 壁の立ち上がりは確認できなかった、ほぽ円形と

思われる。 規模 推定径（450)cm。 方位 N-20°-W 床面 炉の東側については5-26号住居の覆土

上層中に構築されていたと思われるが、検出することができなかった。南および西側についても遺構確認面

とほぼ同一面であったため、明確にはし得なかった。周溝等についても不明である。

炉川原石をほぼ方形に組んで構築されている、西側の石は内側に倒れ込んだ状態で検出され、被熱によっ

て割れた状況が伺えた。底面に若干の焼土層を認めた。炉の北に寄った場所に、口縁部、底部を欠いた炉体

土器3が検出されている。 柱穴 確認できなかった。 埋甕 炉の東約1.5mのところに 1基が確認されて

いるが、明確に伴うかどうかは判断できなかった。 掘方 比較的依存状態の良かった南および西側につい

ても土坑等の掘り込みは認められなかった。 遺物出土状態 出土した点数は少ない。住居東側の5-26号

住居と重なった部分については床面を確定できず、遺物については明らかに本址に帰属すると判断できたも

のは少ない。

時期・所見 炉の存在から規模、形状等の推定を行ったが堀り込みは認められず、柱穴などの施設は検出さ

れなかった。時期は炉内から出土している土器などから中期末と判断される。

5-19号住居跡出土遺物 （第13図： PL45 • 46) 

1は口縁部片、肥厚した部分から左右に連続の爪形文。2は頚部に横位平行線を巡らし間には連続の刺突

文を配す。3ば炉体土器である、 2本の沈線により上下2段のU字沈線区画文が描かれ地文には縄文が施文

される。器面はかなり摩滅している。4は底部片、縦位の沈線文端部が見える。5は胴部片、縦位区画の無

文帯と縄文帯。6は全面縄文施文の胴部片。7は先端部および脚の一部を欠く石鏃。8は三角形を呈すスク

レイパーである。9は磨製石斧の刃部片である。10は不定型な石を利用した石皿である、使用面の凹みはわ

ずかである。11は大型の石棒であろうか、先端部は段を有し円形の高まりを持つ、全体に火を受けており、

側面に一部磨り面が観察される。
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5-19号住居跡炉

1 暗褐色土締まり良く、径 1cm大のYPK含む。

゜ A' 
2 暗褐色土径 l~3cmのYPK少羞、炭化物、

A 7 赤色粒少量含み締まりあ り。

―-ょ 8 II L=63520 5! ， 3 黒褐色土 YPK少鉱含む。カク ランか。10 • 5 
• 4 °• 2 4 黒褐色土焼土、炭化物多く含む、炉床。

• 6 
5 暗褐色土 ロームプロ ック多く含む。

6 暗褐色土埋設土器の掘り方埋土。

゜
2m 

゜
lm 

第12図 5 -19号住居跡

5-20号住居跡 （第14図： PL4・6・ 7) 

位置 5区の西端、5Y-6グリッドに位置、西側の一部は 6区に入る。 重複 5-25号住居の南に重複し、

これを切っている。また、 5-594号土坑が南側に重複している。 形状 やや小形で、弱い隅丸方形と見え

るが、全体的にはほぼ円形を呈している、南側がわずかに突出する形状か。

規模 長軸330cm、短軸330cm。 方位 N-56°-W  床面 地山ローム面を床としている。締まりはあま

り強くはなく、若干の凹凸が見られる。幅15~20cmの周溝が南側を除きほぼ全周している。 炉 中央やや

北に位置する、円形の掘り込みを持ち、不定形な円礫および角礫を壁に沿って、やや外側に傾けて廻らして

構築した石組み炉である。炉の北側半分は、石が取り除かれていた。西側についても抜かれたり崩落してい

る。また、残っている石も元位置を留めていたものは少ない。多 くの石は被熱によって割れた状態であった。

覆土下位に若干の焼土塊が点在する。 柱穴 確定されるものは南側にP1 • P2の2本を検出したが、西側

については確認できなかった。 埋甕 検出されなかった。 掘方 貼り床等は確認されず、床下土坑も

検出されていない。 遺物出土状態 炉の南側に比較的集中して見られた。深鉢の口縁部、胴部片が出土し

ている。床面出土の遺物は少ない。 時期・所見 本址は平成9年度に東側半分の調査を行い、 11年度に残っ

た西側について調査を実施したものである。北側の壁は依存状態が良好であったが、南側はかなり削平され

ていた。住居の南側、および壁際に平坦な石が散見されている。時期は出土遺物から中期後半と判断される。
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ジ

5-20号住居跡

1 黒色土 粘性はあるが締まり弱い層、白色粒を少誠含む。

~2 黒色土 やや明るい色調で粘性、締まりあり、白色粒、 YPK少量含む。

3 暗褐色土 やや暗く角礫を多く含む、 YPK、炭化物少羞含む。

4 暗褐色土 少量の白色粒子を含み均質、粘性、締まりに富む。

5 暗褐色土 大形の自然礫を含み、 YPK多く含む。

6 暗褐色土 やや暗い色調、粘性に富みローム粒、 YPK少温含む。

7 暗褐色土 暗い色調、白色粒子を多く、 YPKを少量含む。

8 暗褐色土 やや暗い色調、少址の角礫、炭化物含む。

9 暗褐色土 暗い色調、白色粒子を多く含む。

10 暗褐色土 白色粒子少量含む。

11 暗褐色土 炉内埋土、締まりよく YPK少鍼、炭化物多く含む。

12 暗褐色土 炉内埋土、締まり弱い、 YPKごく少量、ローム粒やや多く

焼土粒、炭化物少醤含む。
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5-20号住居跡ピット1

1 暗褐色土 少量のYPK、白色粒子を含む、柱痕か。

2 褐色土 にぶい色調、ローム粒主体、締まり弱い。

5-20号住居跡ビット2

1 暗褐色土 少量のYPK、ローム塊を含み均質。

~/ m̀| 

A' 

A 
L=634.20 

・△叫

万
5-20号住居跡炉

1 黒色土 黄色軽石微量、ローム粒ほとんど含まない。

2 黒色土 ローム粒僅かに含む。

3 赤褐色土 焼土プロックでロームが焼けたもの、硬くしまる。

゜
2m 

゜
lm 

第14図 5 -20号住居跡

5-20号住居跡出土遺物 （第15• 16図 ：PL46) 

1は4単位の波状口縁を持つ深鉢で口径（26.2)cm、波頂部を繋ぐように太沈線による横s字文を描き、波
頂下で渦巻きとし、渦巻き間には楕円文を描き縄文が充填される。胴部は沈線による併行懸垂文による縦区

画、区画内は縄文地文とし蕨手文を描く。 2は球形の胴部、太い沈線を垂下させ沈線間は隆起文とする、隆

起文は 1本と 2本が見られる。隆起線間はRLの縄文を多方向施文により充填。 3・15は同一個体と思われる。

口縁部を欠き、長胴部に縦位の沈線による磨消し帯、縄文帯を持ち、縄文帯部分には垂下蕨手沈線文。胎土

中に白色砂粒を多く含む。9も3と同様なモチーフを持つ、上位に横位沈線が見られ、楕円区画を描くもの

と見られる。
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第3章 検出された遺構と遺物
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第3節縄文時代
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第16図 5-20号住居跡出土遺物(2)

4は深鉢の口縁部片、隆帯による楕円区画文を描き、区画内には縄文RLを施文。胴部は縦の縄文 ・無文

帯が見られる。5は小波状口縁部、波頂下に太沈線で渦巻文、下位には縄文を持つ横s字文様。胴部は縦の
磨り消し縄文帯を持ち、沈線による蕨手文を垂下させる。6は口縁部片、口縁にそって狭い無文部を持ち以

下縄文施文、端に沈線文の一部が看取される。7は口縁部片、隆線により楕円文を画す、区画内には縦の集

合沈線文。楕円文の接点部から沈線により縦の磨消し帯を描き、左右に斜方向の集合沈線文を描く 。8はロ

縁部に隆線による円形文、横線文を持つ。胴部には沈線により 3本単位の平行懸垂文、その間を不規則な綾

杉状の集合沈線で埋めている。10は浅い2本の横位沈線を巡らし間に連続円形押圧文を付す。11は胴部片、

細縄文施文後縦・横位の沈線文。12は磨消し縄文帯文様、器面は平滑。13は底部を欠く深鉢、口縁部に一本

の沈線を巡らし、以下胴部には縦の集合沈線を施す。胎土中に白色を呈す砂粒が目立つ。口径（20.5)cm。14

は深鉢の底部である、縄文を地文とし沈線による懸垂帯を持つ。16は無文の大型底部片である。欠け口が摩

耗していることから、再利用品か。17は完形の小形凹基無茎鏃である。18は完形の打製石斧である、薄手で

刃部摩耗。19は定角式の磨製石斧である。20• 21は磨石である、 20は火を受けている。22は大型石棒の欠損

品で火を受けている。

5-21号住居跡 （第17図： P L5) 

位置 5 x. Y -5グリ ッドに位置する。 重複 北側に5-457号土坑が、東側に 5-425号土坑が重複す
る。 形状 上部をかなり削平されいる。ほぼ円形であるが、南側がやや張り出している。あるいは柄鏡形

を呈すか。 規模 長軸310cm、短軸300cm、深さ20cm。 方位 N-5°-W  床面 他の土坑等により削

られた部分もあるが残っている面は比較的平坦で締まりを持つ。 炉 中央やや北に検出された、扁平な礫

を方形に組んでいる。石は被熱により割れているものが多い。 柱穴 主柱穴は4本か、入り口部にも両側

に複数のピットが検出されているが、明確なものは確認できなかった。 埋甕検出されなかった。 掘方

貼り床、土坑等の検出は見られない。
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1 黒褐色土
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黒褐色土

暗褐色土

褐色土

暗褐色士

暗褐色土

暗褐色土

叫

口
〗

m̀| 

•土＇

叫
A' A 
二3.4.lo 3 
下主土亭よ—ー：4

叫

.K 

白色粒を塊状に含み、 YPK僅かに含み粘性、締まりに

富む。

色調明る <YPK少醤含む、均質で締まり良い。

白色粒、 YPK多く含み締まり良い。

微蘊のYPK含む、均質で締まり良い。

暗色で少最のローム粒、 YPK、炭化物含む。

大粒のYPKを多く含む、ローム塊少盪、締まり弱い。

色調明るい、包含物少なく均質。

_,  P7,_ P8 P9 PlO ．．．．  
1 L=633.90 

芯 3 u ゜
2m 

戸一
5-21号住居跡ピット1

し暗褐色土 締まり良く YPKを少最含む。

2黒褐色土 締まり良く YPKを多くロームプロック若干含む。

5-21住ピット2

し暗褐色土 締まり良い、炭化物少量含む。

2．にぶい黄褐色土 やや軟質、 YPK少鼠、ロームプロック多く含む。

5-21住ピット3

1黒褐色土締まり良い、軽石やや多く含む。

2．にぶい黄褐色土 YPK、ロームブロック多く含む。

5-21住ピット4

1黒褐色土 締まり良く炭化物少鼠含む、YPKを少量含む。

2．暗褐色土 締まり良く YPK少量、ロームプロック若干含む。

3暗褐色土 締まり良く YPKやや多く含む。

4暗褐色土締まり良く YPK少量含む、柱痕か。

5-21住ピット5

1黒褐色士 締まりあり、 YPK、ローム塊を少凪含む。

2暗褐色土締まり良く YPK、ローム塊を多く含む。

3．暗褐色土締まり良く YPK多く含む。

5-21住ピット6

L暗褐色土締まり良く YPK多く含む。

2暗褐色土 1より暗色、やや軟質でYPK少量含む、柱痕。

5-21住ピット7

1暗褐色土 締まり良く YPK少景含む、ローム粒やや多く含む。

5-21住ピット8

L暗褐色土 締まり良くロームブロック、 YPKやや多く含む。

5-21住ピット9

1黒褐色土 締まり良く、 YPKやや多く含み小炭化物粒を少饂含む。

2暗褐色土 締まり良く、 YPK多く、ロームプロック少量含む。

3暗褐色士 やや軟質、 YPK少最含む、柱痕か。 第17図
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5-21号住居跡炉

1 黒褐色土 YPK若干多く、炭化物、焼土粒少量含む。

炉床はロームが焼けて赤化している焼土

の堆積は認められない。
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5-21号住居跡
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第18図 5-21号住居跡出土遺物(1)
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第3節縄文時代

遺物出土状態 覆土中には多くの礫が入り込んでいた。遺物はやや大形の破片も含め、炉を中心にかなり集

中した状態で出土しているがやや床面からは浮いたものが多かった。2は床面より出土している。

時期 ・所見 住居の南側部分がやや外側に膨らむ形状を呈し、縁辺部には敷かれた状態の平石が部分的に検

出されている。時期は中期後半である。

5-21号住居跡出土遺物 （第18• 19図： PL47) 

1は口径（30.2)cm、波状口縁の深鉢、波頂下に太い沈線による渦巻き文および楕円文を描く、区画内には

縄文を充填、胴部は沈線による併行垂下文、蕨手文を持ち、地文に縄文LRを縦位施文。2は小形深鉢である、

口径(14.4)cm、口縁部横位に併行する 2本の刻みを持つ隆帯が巡る。4カ所で連結し瘤状に高まる。胴部は

集合沈線による重（）状文を充填施文。床面より出土している。3は深鉢口縁部片、隆帯による楕円、渦巻

きの区画文、区画内には縦位の沈線文。4は3の胴部片。5は口縁部片、隆線によって楕円区画文、胴部に

は縄文。6は波状口縁の深鉢、 1と同様のモチーフを持つやや小形の土器である。7は無文の口縁部片。

8は波頂部片、波頂下に隆線による渦巻き文を描き、両側に太い集合沈線。9は胴部片、併行する隆線が

垂下し、間は綾杉状の沈線で埋める。下辺欠口が摩耗。10は底部片、縄文地文とし、沈線による併行、波状

の懸垂文が見られる。11は深鉢の底部、縄文を地文とし、沈線による懸垂帯を持つ。12は小形凹基無茎鏃の

完形品である。13は石錐である、つまみ部は三角で厚みを持つ。14• 15は凹石、両面に凹み穴を持ち、表面

は使用により摩耗している。16• 17は磨石である。表面摩耗している。18は敲石である、棒状で両端に打痕

あり 。19は石皿、使用面は浅く凹み、裏面に複数の凹み穴を持つ。20• 21は大型石棒の欠損品、火を受けて

いる。

5-22号住居跡 （第20図： PL5) 

位置 5x-2. 3グリ ッドに位置する。 重複 5-23・27号住居の東側に重複しこれらを切る。

形状 東および南側については極めて不明瞭であり、東側部分は調査区外となる。主体部やや角が丸みを

持つ柄鏡形を呈すものと推定される。 規模 推定南北長530cm、短径420cm。 方位 N-12°-E 床面

扁平な石が炉の周辺および北・西壁際に沿って検出されているが、周礫は北および西側が部分的に残るのみ

である。明確な硬化面は認められなかった。 炉 炉は角礫を矩形に配して構築されていたものと思われる

が、南側半分は壊されていた。炉石は被熱によってひび割れが著しい。覆土下層に若干の炭化物粒、焼土が

見られる。 柱穴 検出されなかった。 埋甕検出されていない。 掘方 床下土坑等は検出されなかった。

遺物出土状態 破片を衷心に出土している、レベル的に推定床面より下位に位置しているものも多く、混入

品と判断される。 時期 ・所見 北西部分の、推定壁に沿って扁平な石の並びが検出されている。敷石住居

と考えられるが、破損状態が著しく全容は明らかにできなかった。時期は後期前半と思われる。

5-22号住居跡出土遺物 （第21• 22図： PL48) 

1は深鉢口縁部片、口径（27.4)cm。頚部で括れる器形で、口唇部は内屈する。併行沈線による曲線、渦巻

き文様を描き縄文を充填する。胎土中に金雲母片目立つ。2は小形土器である、口縁に部に狭い無文部を有

し以下全面にRL縄文が横位施文される。3は隆帯による渦巻き文。4は口縁部片、無文部有し縄文地文に

沈線文様を有すと思われる。5は口縁部片隆帯で口縁部文様帯を区画し縦位短沈線文を付す。

6は無文の口縁部片、内外面磨かれ口唇部やや肥厚、横位隆帯が巡る。7は口縁部に無文帯を持ち、隆帯
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5-22号住居跡

1 暗褐色土 ローム塊を主体とする、硬く締まり

不均質、貼り床の可能性有り 。

A' 2 暗褐色土 少最のローム粒を含む、YPK大粒が

が特徴か。

3 暗褐色土 YPK.比較的多く、ローム粒少最、

均質で締まり良い。

4 暗褐色土 色調暗く、白色粒、YPK少鼠含む、

均質で締まり良い。

5 暗褐色土 やや明るい、ローム粒多く含み均質

ながらやや軟質。

6 暗褐色土 暗い色調、大粒のYPK、炭化物含む。

7 暗褐色土 明るい色調、ローム粒を多く含み締

まり乏しい。

8 暗褐色土 2層に近似、大粒のYPKを含む。

9 暗褐色土 小ローム塊含み、締まりに富む。
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l 暗褐色土 締まり良く YPK少誠、ローム粒

をやや多く含む、炭化物多く、

焼土粒少量含む。
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第20図 5-22号住居跡
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第3節縄文時代

による渦巻き文。 8は波状を呈す口縁部片、口唇部内屈、 口縁に沿って沈線による区画文を描き 中は縄文を

充填。9は浅い沈線文と格子状の条線文様。10は縦位併行懸垂文、間には縦の集合条線文。11は胴部片縦位

隆帯で縄文、磨り消し帯を画す。12は幅広の無文帯を持つ、縄文は撚糸R。13は壺型土器の肩部片か、磨り

消し縄文による渦巻き文矩形文を描く、刻みを持つ弧状隆線あり 。14・15は爪形刺突文を有す、前者は粗く、

後者は密に施文される。16は小形土器の底部片、斜位の集合沈線文。17• 18は無文の底部片。19• 20 • 21 • 

22は石鏃である。19• 20は完形で丁寧な作りである。21は基部を欠損、 22は半分に割れている。

23は打製石斧である。撥形を呈し、刃部の一部を欠く 。24は打製石斧である。基部を欠く撥形。 25は半月

状のスクレイパーである。26• 27 • 28 • 29は磨石である。いずれも使用面の摩耗が顕著で火を受けている。

30は丸石である。球形で表面は平滑、火を受けている。31• 32は台石である。使用面は平滑で、 31ば炉石に

転用されている。

5-23号住居跡 （第23図）

位置 5X・Y-2・3グリッドに位置する。 重複 南東部に本址よりも新しくなる 5-22号住居が重複

し、 5-27号住居の上に重複する。 形状 柄鏡形を呈すと考えられる。 規模 推定径約(400)cm。 方

位 N-10°-E 床面 極めて不明瞭である。凹凸も著しく、使用面は確認できなかった。周溝も明確に

は検出できなかった。 炉 細長い角礫を用いた石組み炉であるが、東側部分の炉石の一部は5-22号住居

によって壊されている。火床面に焼土層を認める。 柱穴 確認できなかった。

埋甕 炉を通る主軸上に主体部、及び張り出し部に 1基づつ検出された。当初は単独の埋甕として調査し

た。8は炉の南約 lmの所に在りやや傾いてはいるものの正位状態で埋められていた。底部を欠く 。9は張

り出し部に位置すると思われる 8と同様やや傾いた正位状態で検出されている。 掘方 凹凸は認められた

が土坑等の施設は無かった。 遺物出土状態 埋甕以外は小片が多かった。

時期 ・所見 東側は5-22号住居に壊されており、さらに削平が著しく掘り込み範囲は不明確である。時期

は中期後半。

5-23号住居跡出土遺物 （第24図： PL49) 

1は口縁部片、隆帯により楕円、渦巻き区画文が重層する。2は隆帯による渦巻き文。3は1と同様の隆

帯による渦巻文。4は口縁部片、口縁に沿って沈線が見られ以下縦の沈線文。5は口縁部片、横位、縦位の

隆帯文、沈線により縦位、横位文様。6は口縁部片、沈線による楕円区画文を描き縄文を充填する。

7は垂下隆線、蛇行文が見られ、地文は斜位の集合沈線。8は口縁部の半分および底部を欠いている。住

居の南側、張り出し部と推定される場所に埋設された埋甕と判断される。やや細身で頚部の括れは弱い。

口縁部は文様帯間に沈線画した幅狭の無文帯を有し、隆帯による連続弧状文が廻り、弧状間にはS字状の垂

下文、さらに平行隆帯文。弧状文中央部からも蛇行垂下文。それぞれの垂下文は下端部で繋がっている。器

面には斜位の集合沈線文が単位を持って充填される。9は小さい底部からやや膨らみをもって立ち上がり、

胴中位でやや括れ、口縁部に向かってわずかに膨らみ、口縁部を欠く 。沈線により上下にU状文を描く、文

様内は縄文が充填される。炉の南に正位に埋設された埋甕。10は磨石である。円礫を利用、両面を使用面と

している。台石として使用か。11は磨石である。やや扁平な円礫を利用している。
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5-23号住居跡

1号埋甕

1 明黒褐色土 締まり粘性弱い軟質土。

里褐色土 締まり粘性弱い、黄褐色ローム粒少ない。
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2号埋甕

l 暗褐色士締まり弱い、埋甕埋土。

2 暗褐色土 締まり弱く 1似るがローム粒微量含む。
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叫
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5-23号住居跡炉

1 暗褐色土 締まり良く YPK少量、炭化物多く含み焼土

粒少量。

2 暗褐色土 締まり良くローム粒やや多い、焼土、炭化

物多く含む。

3 明赤褐色土焼土層、やや軟質。

4 黒褐色土 締まり良くローム粒多い、 YPK少最。

5 黒褐色土 締まり良く 4と同様、若千ローム粒多い。

6 黄褐色土硬く締まる、貼り床。

lm 

第23図 5-23号住居跡
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5-24号住居跡

1 基本土層

2 基本土層

3 基本土層

4 暗褐色土

5 黒褐色土

6 暗褐色土

7
 

8
 

暗褐色土

黒褐色土

A
_
 

1層担当 暗褐色土締まり無く白色軽石少蘊含む。

2層担当黒色土 非常に軟質。

2層と 3層の漸移層 黒褐色土、締まり軟。

締まり良く YPKを少鉦含み3cm大の礫含む。

やや軟質、 YPKを含む、炭化物若干多い。

やや軟質、 YPKを中鉱含む、ローム粒は7より少な

＜炭化物少量含む。

やや軟質、細かなYPK、ローム粒多く含む、炭化物

焼土粒少量。

やや軟質、 YPK多く含む。
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5-24号住居跡炉

1 黒褐色土締まり良く YPKやや多い。

2 暗褐色土締まり良く YPK、炭化物少量含む。

3 暗褐色土 締まり弱く焼土粒多く、炭化物少量含む。

4 焼土層 締まり弱く暗褐色土を不均質に含む。

゜
2m 

゜
lm 

第25図 5 -24号住居跡

5-24号住居跡 （第25図： PL5) 

位置

形状

5Y-2・3、6A-2・3グリッドに位置する。

円形と思われる。 規模 推定径480cm。 方位

重複 西側約半分は調査区外にある。

N-83°-W 床面 明確な硬化面は検出されな

かった、炉の周辺に貼り床の一部と見られるロームブロックが検出されているが、極めて部分的である。

炉 川原石をほぼ円形に配している。規模は南北75cm、東西65cmである。炉石はいずれも外側に開くように

据えられており、掘り方面に接している。炉床には焼土と炭化物が検出されている。 柱穴 確認されな

かった。 埋甕 検出されなかった。 掘方 不明である。 遺物出土状態 遺物は調査時に住居推定域内

において出土したものである。 時期・所見 炉のみの検出、時期は中期後半か。

5-24号住居跡出土遺物 （第26図： PL49) 

1は波状口縁部片、隆線による楕円区画文。2は口縁部に無文部を持ち隆帯により横位、縦位の区画帯、

胴部区画内には縄文が施文される。3は隆帯により口縁部楕円区画文。4は口縁部片、肥厚しやや内屈、沈

線、円形刺突文が見られる。

は基部を欠き刃部摩耗する、

5は無文の口縁部片、

7は小形品。

口唇部くの字に内屈する。6・7は打製石斧である。6
 

8・9は磨石である。炉に使われていた。
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第26図 5-24号住居跡出土遺物

5-25号住居跡 （第27• 28図： PL6 • 7) 
位置 5Y-6・7、6A-6・7グリッドに位置する。 重複 南側を 5-20号住に切られる。また北に
位置する 6-9号住居の南東部に重複しこれを切っている。 形状 東西、南北辺がわずかに膨らみを持つ
やや丸みを持った矩形を呈す。南側については削平を受けており、壁の立ち上がりが不明瞭であった。 規
模 長軸（520)cm、短軸(490)cm、深さ15cm 方位 N-3°-E 床面 やや凹凸が見られるが、炉を中
心に締まりは良い。南側を除き幅15cm程の周溝が廻る。また北壁下の周溝は埋甕のところで終わっている。
炉 住居の中央やや北に寄った位置に作られていた。方形の石囲い炉である。規模は東西90cm、南北約80cm
であるが、北側の石が抜かれている。残っだ炉石は火を受け割れた状態であった。炉の火床は中央が深く
なっており、丸く焼土が見られ、中央に深鉢の胴部が逆位で埋設されている。
柱穴 壁に沿ってやや長円形を呈す7(6)本を検出した。いずれも長さ70~80cmの長円形を呈し、深さはP2
を除き、 50~70cmを測る。 埋甕 北側の奥壁やや西に寄った位置に、大型の川原石2個が並んで検出され
た、このうち右側の石の下に、底部を欠いた深鉢が逆位の状態で検出された。床面に径50cm、深さが30cm程
の穴を掘り、底に平石を据えて土器を置き、土器の上に扁平な石が蓋のような状態で検出されている。断面
図からも明らかなように、据えられた土器の半分以上が床面より上に出た状態である。埋甕と呼ぶよりは伏
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く5cm前後の亜角礫多く含む。

7 暗褐色土 5より色調暗い、締まり良く軽石やや多い。

やや軟質、軽石少蘊含む。

やや明るい色調、締まり弱く軽石少量含む。

締まり良く軽石やや多く含む、土器片含み炭化物少最。
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第27図 5 -25号住居跡（1)
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5-25号住居跡ピット1

1 暗褐色土 YPK、ローム粒を少量含む。

2 黒褐色土 YPKを少量含み均質、柱痕か。

3 暗褐色土 大粒のYPK、ローム塊を含み締まり弱い。

4 暗褐色土 YPK少量含み締まり弱い。

5 暗褐色土 やや暗色、大粒のYPKを含む。

5-25号住居跡ビット2

1 暗褐色土 ローム粒、YPK多量に含む（土器の周囲に礫）

5-25号住居跡ビット5

1 黒色土黄色軽石僅かに含む。

2 黒色土 1と軽石層の混土。

3 黒色土 やや茶色を帯び黄色軽石を多く含む。

4 黒色土軽石と 3の混土。

5-25号住居跡ピット4・6・7
l 黒色土 ローム多く含み全体に黄味を帯びる。
2 黒色土 ローム多く含み、黄色軽石含む。
3 黒色土 黄褐色軽石多く含み、ローム小粒僅かに含む。

4 黒褐色土 黄色軽石多く含み、ローム混じり 。

5 黒褐色土 ロームプロック多く含み、軽石は少ない。

6 黄褐色土 ローム小粒と 1との混上、軟質。

5-25号住居跡炉
1 黒色土 黄褐色軽石わずかに混入。
2 黒褐色土 軽石わずかに混じる他黄褐色軽石若干混入する。

3 黒色土 軽石、ロームは混入ほとんど見られず。

4 黒色土 白色軽石わずかに含み、均質で締まりあり 。
5 黒色土軽石は含まず。

6 黄褐色土 炉の地山部分が焼土化したもの。
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第28図 5 -25号住居跡(2)

せ甕としたほうが良いかもしれない。 掘方 炉の西側に接して6-168号土坑が掘り込まれている。

遺物出土状態 出土した遺物はあまり多くはなかった。土器類は、住居奥の北壁下に検出された埋甕以外に

は、破片類が主で、住居東側に比較的多く点在していた。 時期・所見 本址は南東に重複した 5-20号住

居跡と共に、平成9年度に東側約半分の調査を行い、平成11年度に西側の残りの調査を実施している。周辺

で検出された住居跡の中では、比較的依存状態の良いものである。大きさも径が5mと比較的大型であり炉、

および床面も明確に検出されている。遺物の総量は少なかったが、埋（伏）甕や炉体土器などが出土している。

住居奥壁で検出されたこの埋（伏）甕は住居内施設として、興味ある例として注目される。同様のものが5-

30号住居跡においても見られる。本址の時期はこれらの出土土器などから中期後半と判断される。重複する

住居との新旧関係は、 6-9号住→本址→5-20号住の順に新しくなる。
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第29図 5-25号住居跡出土遺物(1)
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第30図 5-25号住居跡出土遺物(2)

5-25号住居跡出土遺物 （第29• 30図： PL49 • 50) 

1は住居の奥壁部に逆位状態で検出されている。土器の上と下に石が置かれていた。口径27.5cm。口縁部

文様は 2本の隆帯で連続弧状文を描き連結部は瘤状に肥厚し口縁部無文帯につながる。弧状部には沈線によ

る楕円文が描かれ斜位の沈線で埋められている。同部は連結部より垂下した併行懸垂文で5単位に分割、区

画内には重弧文、曲線文様が描かれる。胴部の欠け口部分は丁寧に磨られていた。2は胴上半部分で丸みを

を持って内傾する器形である。口縁部に隆線による楕円文区画を持つ、区画文内は交互刺突文列を挟んで集

合沈線で埋められる。口唇部には端が渦巻きとなる沈線が付される。胴部にも隆線が複数本垂下し、地文に

は集合条線文。胎土中に白色砂粒が目立つ。3は深鉢の口縁部片、口縁部に隆帯による半月状文区画を描き、

隆帯の結合部から口縁に向かって渦巻き状の小突起を持つ。区画内には縦位沈線を充填。結合部から胴部に

も隆線が垂下、胴部に細沈線により不規則な斜格子文様。4ぱ炉体土器である、炉の中央に据えられていた。

口縁、底部を欠く胴部である。隆帯による蕨手懸垂文が6本、区画間には縦位鋸歯状沈線文が充填される。

5は口縁部片、口縁に無文部を持ち、隆線による渦巻き文が見られる、地文には矢羽根状沈線文が施文され

ている。6は地文に縄文を持ち、併行沈線によるパネル文様を描く 。7は小片、半隆線と沈線による弧状文

様が見られる。炉体土器内から出土している。8は胴部片、隆線による垂下、曲線文様を描く、地文は縦の

集合条線で沈線による弧線文が見られる。9は炉体土器である。小形深鉢の胴下部を使用し、底は無い。

沈線に画された幅狭の懸垂帯が6本、地文にはRL縄文が施文される。10は無文の口縁部片で中位がやや肥厚

する。11は大型鉢の無文胴部片。12は浅鉢の底部片である。整形時のものか条線文様が見られる。13は底部片。

垂下隆線と浅い沈線文様が見られる。底面には細い葉脈の木葉痕が見られる。14は波頂部に付く把手である。

上端部は薄く円盤状を呈し、外面には沈線文、内面にも沈線による弧状文を描き、中に円孔を有す。石器は

7点が出土している。15は扶りの浅い凹基無茎鏃である。16は小形棒状の石錐である。

20 • 21はスクレイパーである。20は打製石斧の基部片か、 21は大形の縦型で作りは粗い。17・18・19は打

製石斧である。17は刃部片、 18• 19は板状の礫を素材とし、両面に自然面を残している。いずれも欠損品で

ある。
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1 表土 （盛土砕石）

2 暗褐色土 締まり良く白色軽石 （As-Aか） を含む。

3 暗褐色土 締まりやや軟、 YPKを少羞含む。

4 暗褐色土 締まり良くYPKを多く含む、赤色土粒少量、土器、

礫を多く含む。

暗褐色土 4より黒色味強い、 YPKを多く含む。

にぶい黄褐色土 締まり弱く YPKを多く含み、ローム粒を若干

含む。

6より明る＜、締まり良い、 YPK、ローム粒

多最に含む。

5

6

 

7
 

にぶい黄褐色土

8

9

 

10 

11 

12 

゜
lm 

黄褐色土 締まり良く YPK多量に含みロームプロック多く含む。

にぶい黄褐色土 締まり良くYPK、ローム小プロック多く、土

器を多く含む。

締まり非常に良く YPKをやや多く含む、 2cm程のロ

ームプロック多く含む。

締まり非常に良い、 YPK少撮含む。（拡張前住居の周

溝埋士）

締まり良く YPK少量、ロームプロック少量含む。

O 2m 

黄褐色土

黄褐色土

暗褐色土

第31図 5 -26号住居跡

5-26号住居跡 （第31図： PL6 • 7) 

位置 5 X -19グリッドに位置する。 重複 北側の約半分は道路下のため未調査、また西側に5-19号住

が重複している。 形状 円形を呈すと思われる。 規模

中央に近い部分は平坦で比較的堅く締まった状況である。

径約500cm、深さ30cm。

炉

方位 不明。 床面

中央やや北寄りの未調査部分にあると思わ

れる。 柱穴 南側に 2本を確認した。 埋甕 南側出入り口部に 2基が検出されている。約60cm離れて南

北に位置する。間には平らな川原石が数個敷き込まれている。

遺物出土状態 1は覆土中、

掘方 貼り床、床下土坑等は見られない。

2・3は敷石を伴う埋甕である。他は覆土中が多い。 時期 ・所見 北側の半

分は道路下にあるため未調査である。炉も確認されなかった。住居の南側で内側に廻る周溝が検出されたこ

とから、拡張が行われている可能性がある。

5-26号住居跡出土遺物 （第32• 33図： PL 50 • 51) 

1は大型深鉢の上半部、 口径37.8cm。口縁部には隆帯による横s字文、楕円文を配し縄文を充填する。胴

部は縄文を施文し、沈線による幅広の磨り消しn状文を描く。 2は1号埋甕である。キャリパー形の深鉢で

ある。口唇部、底部を欠いている。口縁部文様は楕円文、同部は沈線による磨り消し懸垂帯で7分割し縄文

が充填され懸垂蕨手文が見られる。3は2号埋甕である、深鉢の胴部で口縁、底部を欠く、上部には隆帯に
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第33図 5-26号住居跡出土遺物(2)

よる横位区画文、胴部は2本の縦沈線で6区画とし、縄文を充填施文、さらに蕨手状懸垂文を描く 。4・5

は深鉢の口縁部片、 4単位の波状口縁となり、波頂下に隆帯による渦巻き文、左右には半月上の区画文を描

く、区画内には縦の集合沈線を配す。胴部は併行垂下沈線、綾杉状沈線文を充填する。6は小波状口縁部片、

隆帯による渦巻き文様。7は大型深鉢の胴部分である、沈線による渦巻き文、重弧文で埋めている。8はロ

縁部片、口唇部短く内屈し、口縁部に沿って円形押圧文が巡る。 9は隆帯による楕円文、内部には不定方向

の集合沈線文。10は三本の併行沈線による垂下無文帯、地文は無節L細縄文を縦位施文。11は隆線による垂

下渦巻き文、地文には横方向の集合沈線文。12は縦位無文帯と集合条線。 13は平基無茎鏃で、先端部を欠く 。

14はスクレイパー、 三角形を呈す。15は完形の打製石斧である。16は棒状礫を利用した磨石である。17は磨

石、やや扁平な礫を利用する。18は扁平な円礫を利用した磨石である。 19は破損した台石である。
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5-27号住居跡炉

1 黒褐色土 締まり良く YPKを少量、炭化物多く焼土粒少最含む。

2 暗褐色土 締まり良く焼土粒多い。

3 黒褐色土 締まり良い、埋甕の埋め土YPKを比較的多く含む。

゜
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第35図

5-27号住居跡 （第34図： PL7) 

位置

形状

5 x -3グリッドに位置する。 重複

5-27号住居跡出土遺物

東側に5-22号住居が西側には5-23号住居の2軒が重複。

円形を呈すと思われる、北側がわずかに残っているが全容は不明である。

-10°-w 床面 検出した部分はわずかであるため、明確な状況は不明である。

規模

炉

不明。 方位 z
 石組み炉である

が、上部を 5-22 • 23号住居によって削られている。西側に敷石の一部と考えられる大型の礫が置かれてい

るが本址に伴うものか不明である。炉石は抜かれており残った石もほとんどが動いた状況であった。中央に

深鉢の口縁部を利用しだ炉体土器が据えられていた。 柱穴 壁寄りに廻る 6本が想定される。 埋甕 検

出されなかった。 掘方 床下土坑等は見られなかった。 遺物出土状態 炉体土器以外にはほとんど見ら

れない。 時期・所見 大部分を他の住居によって壊されていたため、構造は明確につかめなかった。時期

は炉体土器から中期後葉である。
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5-27号住居跡出土遺物 （第35図： PL51) 

1は炉体土器である。深鉢の胴上半部、口径17.8cm。隆帯による横s字文と横長C地文を 2単位で配す。
口縁と隆帯の間には縦の集合沈線を、胴部は縦の併行沈線で4単位に画し、区画内には沈線による綾杉文、

波状垂下文を描く 。口縁部は火を受け劣化が著しい。2は胴部が括れる器形、全面に刺突文を有す。3は沈

線文様帯を有す、縄文施文土器。4は垂下無文帯を有す、縦位縄文。

5-30号住居跡 （第36• 37図： PLS・ 9) 

位置 D • E -11 • 12グリッドに位置する。 重複 北側で5-39号住居跡、南側に5-31号住居跡が重複

する。また、住居内には5-526 • 527号土坑が重複する。 形状 ほぼ円形を呈す。 規模 長軸560cm、短

軸500cm、深さ35cm。 方位 N -15°-W 床面 全体に凹凸が見られ、特に炉の前面がやや凹んでいる。

壁周溝がほぼ全周しているが、 5-31号住居跡が重複した部分については確認されなかった。 炉 大型の

石を方形に組んだ石組み炉である。熱でかなり破損しており、西側の石は抜かれている。火床面から土器が

1点潰れた状態で出土している。 柱穴 ピッ トは計23本を確認したが、主柱穴は6ないしは8本と考えら

れる。建てかえなどが想定される。 埋甕 炉を通る直線上の住居の北壁寄りに検出されている。口縁部お

よび底部を欠く深鉢が正位状態で埋められている。また右側には土器片がやや埋まった状態で出土している。

このような埋甕の検出例は5-25号住居跡でも確認されている。 堀方 貼り床、床下土坑等は確認されな

かった。 遺物出土状態 住居の奥壁際に埋甕 lが出土、 2は炉の中で横倒しの状態で出土している。3は

Pl2の脇に口縁部を下にした状態で出土している。他に多くの破片土器が見られたが、重複する後出土坑の

ものが多く含まれているようである。また、石器類も覆土中より多く 出土している。 時期・所見 比較的

大型の円形を呈す住居跡である。依存状態も良好であった。住居奥壁に検出した埋甕遺構は5-25号住居の

遺構と併せて注目される。時期は出土土器から中期後半に比定される。

5-30号住居跡出土遺物 （第38• 39 • 40 • 41 • 42図： PL 51 • 52 • 53 • 54) 

1は埋甕である、口径（27.5)cm。口縁部、底部を欠いている。2本隆帯により端部が渦巻きとなる区画文

を描く、区画内には縦位の沈線文、隆帯中央には2本を繋ぐ隆帯が付される。胴部には10単位の平行懸垂文、

その間には綾杉状の沈線が充填される。 2は炉体土器である、口径20.9cm。口縁部肥厚し、隆帯による端部

渦巻きとなる連続横s字状区画文を持つ。区画内には縦位の集合沈線が付される。胴部は全面に縄文LRが
施文されている。3は口縁が開く朝顔型を呈す、口縁部わずかに内屈し、 2本の沈線が巡る。胴部は縦位の

半隆起線文で充填され、 3本の隆線で上端が渦巻き文となる垂下文が4単位見られる。またそれぞれの渦巻

きの下位には縦長の横位集合沈線帯が見られる。口径(19.0)cm。4は口径(17.0)cm。横位隆帯と円形文で画

され、口縁部は無文。隆帯下部に沿って刺突文、以下胴部にも円形の刺突文が全面に施文される。5は口縁

部沈線で画された長円文を描き長円文間に隆帯による円形文が付く、 円形文から上下に併行沈線による曲線

文様を描く 。地文は無節L縄文を施文。また口縁部やや内屈し、口唇部は平らで円形刺突文、長円文が描か

れる。口径(19.0)cm。6は口縁部、片隆帯によって半円形の連続区画文を持つ、連結部は肥厚しやや捻れを

持つ。区画内には短沈線による横綾杉状文が施文される。胴部は3本の垂下沈線と無節L縄文が縦位施文。

7は波頂下に渦巻き文と集合沈線が充填される楕円文が重層する。8は胴部片、沈線による端が渦巻き状の

縦位平行線文、左右に枝状に伸びる弧状文を描き、間には蕨手懸垂文が見られる。地文には縄文が施文され

る。大木系土器。9は楕円区画文で縦位の沈線文が充填される。8は2本の隆線が平行する。10は口縁部片、
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5-30号住居跡

1 暗褐色土 ローム粒を微最、黄白色軽石含む。締まりあり。

2 黒褐色土 lと近似するがやや暗色。

3 暗褐色土 ローム粒微量、黄白色軽石、炭化物を微量含む。

4 暗褐色土 ロームブロック少量含み、炭化物粒子を若干含む。

5 暗褐色土 小ロームプロックを少温含み、黄白色軽石見られる、締まりあり。

6 褐色土 黄白色軽石微蘊含み、締まりあり。

7 暗褐色土 黄白色軽石、ローム粒微量含み、締まりあり。

8 黒褐色土 炭化物粒少醤、ローム粒を極微凪含む。

9 黒褐色土 黄白色軽石微量に含み、ローム粒、炭化物粒含む。

10 黒褐色土 黄白色軽石、ローム粒見られる。

11 暗褐色土 黄白色軽石若干含み、締まりあり。

12 黄白色軽石層

13 褐色土 ローム粒少量含み、黄白色軽石が見られる。

14 褐色土 ロームブロック少温含み、締まりあ り。
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5-30号住居跡埋甕

1 暗褐色土 ローム粒を微量、黄白色軽石見られる、締まりあり。

2 暗褐色土 1と似るがやや細粒。

3 暗褐色土 ロームブロックを含み、黄白色軽石含む、締まりあり。

4 暗褐色士 炭化物粒、ローム粒、黄白色軽石含む。
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第36図 5-30号住居跡（1)
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5-30号住ピット1
l 黒褐色土 ロームブロック、炭化物粒を微量に含む。

5-30号住ピット2
l 暗褐色土 炭化物粒を微量、ローム粒、黄白色軽石見られる。
2 褐色土 ロームプロックを微量、黄白色軽石見られる。
5-30号住ピット3、4
1 暗褐色土 黄白色軽石微晟含む。
2 暗褐色土 ローム粒を微掘、黄白色軽石見られる。

5-30号住ピット3、5
1 暗褐色土 ローム粒を微羹、黄白色軽石見られる。
2 暗褐色土 ローム粒を微最、黄白色パ軽石見られ、締まりあり 。
3 暗褐色土 ロームプロック少量含み、粘性なし。

4 褐色土黄白色軽石見られる。

5-30号住ピット6
1 暗褐色土 ローム粒を微量、黄白色軽石見られる。
2 暗褐色土 ローム粒を微械、黄白色軽石見られ、締まりあり 。

30住ピット7
1 黒褐色土 ローム粒、黄白色軽石見られる。
30住ピット8、9
1 黒褐色土 黄白色軽石微蘊含み、炭化物粒が含む。。
2 黒褐色土 黄白色軽石、ローム粒を微械、炭化物、焼土粒含む。

30住ピット10
1 暗褐色土 ロームプロックを微絨含む。
2 暗褐色土 ロームプロック少羅含み、炭化物粒が見られる。

3 掲色土 ロームプロック少最、黄白色軽石微温含む。

4 褐色土 ロームプロック 3より多く、黄白色軽石微量含む。

30住ビット11
1 黒褐色土 ローム粒、黄白色軽石見られる。
30住ピット12
1 暗褐色土 ロームプロック微量、炭化物粒極微量含む。
2 暗褐色土 ローム粒微量、炭化物粒、黄白色軽石見られる。

30住ピット14
1 暗褐色土 黄白色軽石少最、ローム粒含む。。
2 暗褐色土 ローム粒を微罷、黄白色パ軽石見られ、締まりあり。

30住ピット22
1 暗褐色土 黄白色軽石、小礫を含む。
2 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒を微量含む。

3 暗褐色土 ローム粒含み、締まりあり 。

30住ピット23
1 暗褐色土 ローム粒微最、黄白色軽石、焼土粒が見られる。
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5-30号住居跡炉
1 黒褐色土 黄白色軽石微量、焼土粒、炭化物が見られる。
2 黒褐色土焼土粒、炭化物粒含む。

3 焼土プロック
4 黒褐色土 黄白色軽石含み、締まりあり。

5 黒褐色土 黄白色軽石やや多く含み、ローム粒若千含む、

締まりやや強く粘性なし。

6 黄褐色土 5よりローム含み赤味強い、黄白色軽石わずか
に含む。

7 黄褐色土 黒色土不均質に混入する。

5~7掘り方埋土
A 
L=634.60m 
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゜
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第37図 5-30号住居跡（2)
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第38図 5-30号住居跡出土遺物（1)
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第39図 5-30号住居跡出土遺物(2)
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第40図 5-30号住居跡出土遺物(3)
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第41図 5-30号住居跡出土遺物（4)

56 



第3節縄文時代
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第42図 5-30号住居跡出土遺物（5)

太い沈線による楕円文。11は幅広の隆帯により横S字区画文と楕円文を重層か。区画内には縄文が充填、円

形の凹圧文も見られる。12は口縁に沈線が巡りこれに沿って連続の刺突文、以下縄文施文し、沈線による文

様が描かれる。13は口唇部に沈線、刻みを有し以下、縄文施文後に縦長波状文を沈線で描く 。14• 23は同一

個体片、沈線による重弧状文平行線文が描かれる。15は垂下沈線による縦区画を構成、縄文が施文される。

16は沈線による磨り消し曲線文様、器面光沢あり。17は平行する懸垂隆帯文とやや太い沈線による縦位綾杉

文。18は縦の集合沈線上に隆線による波状垂下文。19は刻みを持つ垂下隆帯、地文には沈線による曲線、綾

杉状文が見られる。20• 21は同一個体片、厚手で隆線による文様が見られる。22は横位併行線上に8字貼付

文を持ち、以下重弧状文、平行線文による文様が描かれる。24は短頸の壺型土器か、口縁部はやや外傾気

味に短く 立ち上がる 。 肩部には沈線による渦巻き、重楕円・ 三角•四角文様が組み合わされて描かれる 。

地文には細縄文が見られる。25は集合斜条線後に複数の横位併行沈線文。26は縄文施文後横位沈線、円形刺

突文。27• 29は口縁部片、無文で口唇部わずかに内傾。28は無文で口唇下に沈線が巡る。赤彩土器。30はロ

縁部小波状部に円孔、 8字貼付文を持つ、胴部には磨り消し縄文による平行線文、組合せの三角文が描か

れる。31はくの字に開く口縁部片、口唇部角頭状で刻みを有す、外面には無節Lが縦位施文される。32は幅

広となる口唇部に沈線が見られる。33・34・35は横位隆帯上に凹圧文、 34はやや間隔が粗い。36はやや内屈

する口縁部片。口唇部には渦巻き状の突起と両側には円形文、口唇に沈線が付される。37は外面は頚部に横

位沈線、口縁部内面に同心円文、横位沈線が見られる。38は爪形刺突文。39は無文口縁部片。40は口唇部が

肥厚する無文の口縁部片。41は底部片縦位の併行線文、波状文が見られる。42は併行縦位沈線が見られ、わ

ずかに縄文も施文。43は底部片、わずかに縦位の沈線文端部が看取される。44は直立気味に立ち上がる底部

片。45は無文の底部片。46は鉢形土器の底部片、底部に網代痕。47~51は土製円盤である。52~57• 59~64 

は石鏃である。54• 55は平基無茎鏃。58はミニチュアの石匙と見られる。62は凸基無茎鏃で他は凹基無茎鏃

である。65~67は石錐である。65• 67は完形の棒状錐、 67は中央部分が太く両端が細くなる。68~73は打製

石斧である。70は短冊形、他は撥形である。刃部の摩耗が見られる。74~83は磨石である。楕円礫、円礫を

利用しており、いずれも両面を使用、側縁部に打痕を持つものが多い。84は大型石棒の破片で火を受けてい

る。85は軽石製品、長方形で、円孔を持つ。
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5-31号住居跡
1 暗褐色土 ローム粒含む、締まりあるが粘性ほとんどなし。

2 黒褐色土 ローム粒含み、締まりあり。

3 暗褐色土 黄白色軽石微饂含む。粘性なし。

4 黄白色土軽石層、締まり無く粘性なし。

5 暗褐色土 黄白色軽石見られる、締ま り粘性ほとんどなし。

6 褐色土 黄白色軽石、ローム粒を微羞含む（まだらな感じ）。

7 暗褐色土 黄白色軽石、炭化物粒子見られる、締まりあり。

8 暗褐色土 黄白色軽石微溢含み、ローム粒、炭化物粒含む。

9 暗褐色土 黄白色軽石微量含み、ローム粒、炭化物粒含む。

締まりあり粘性なし。

10 暗褐色土 焼土粒極微量含み、炭化物粒、黄白色軽石見ら

れる。粘性ややあり。

11 暗褐色土 ロームプロックを、黄白色軽石極微量含む。

12 暗褐色上 ローム小プロックを微量、黄白色軽石極微量含み、

炭化物粒子見られる。

Pl 

L=634.60m 

ヽ

p 11 

2可
Pl8 

］ク

P2 P3 P5 P7 P8 pg 

宣 冒― V lJ u 

Pl2 Pl3 Pl4 P 15 

〔
ロームプロノ：匂 ℃fローム九ック 言
P23 P26 

し ＼ 

゜

P 10 

汀
Pl7 

ヽ

2m 

第43図 5 -31号住居跡（1）
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第3節縄文時代

31住ピット1

1 暗褐色土 黄白色軽石、炭化物粒が見られる。
31住ピット2、3

l 暗褐色土 ロームプロック、黄白色パ軽石極微量含む。

2 褐色土 ロームプロックを含み、締まりあり。

3 暗褐色土 黄白色軽石、炭化物粒が見られる。

31住ピット7

1 暗褐色土 黄白色軽石、炭化物粒が見られる。
31住ビット8

1 暗褐色土 黄白色軽石、炭化物粒が見られる。
31住ピット10

1 暗褐色土 ローム粒を微械、黄白色軽石見られる。
31住ピット11

1 暗褐色土 黄白色軽石見られる、締まりあり。
2 暗褐色土 ローム粒を少量含み、締まりあり。

31住ピット12

1 暗褐色土 ローム粒を少量含む、粘性ほとんどなし。
2 褐色土 ロームプロックを多く含む。

3 褐色土 ローム粒を含む。

31住ピット13

1 暗褐色土 ローム粒を微蘊、黄白色軽石見られる。

2 褐色土 ローム粒微最含み、黄白色軽石見られる。

31住ピット14

1 暗褐色土 ローム粒を微蘊、黄白色軽石見られる。

31住ピット15

1 暗褐色土黄白色軽石、炭化物粒が見られる。
31住ビット17

1 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石含む。

31住ピット18

1 暗褐色土黄白色軽石見られる。

2 暗褐色土 ローム粒を微最含み、黄白色軽石含む。粘性ややあり。

3 褐色土 黄白色軽石見られる、締まりあり。

4 褐色土 ローム粒、黄白色軽石極微蘊含む。

5 褐色土 ロームプロックを微量含む。

31住ピット26

1 暗褐色土黄白色軽石、ローム粒含む。
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5-31号住居跡炉

1 黒褐色土 黄白色軽石、炭化物粒が見られる。
2 黒褐色土焼土粒を微晨、炭化物粒含む。

3 黒褐色土炭化物含み、締まりあり 。

4 黒褐色土 炭化物粒を極微量、焼土粒含む。

5 焼土層

6 褐色土黄白色軽石含む。

7 暗褐色土 黄褐色ローム粒多く含む、黒色土粒を層中央付近に混

入する。

8 暗褐色土 焼土をやや多く含み赤味がかる、白色軽石少量含む。

゜
lm 

第44図 5 -31号住居跡（2)

5-31号住居跡 （第43• 44図： PL9) 

位置 5 E. F-10. llグリッドに位置する。 重複 西側に5-29号住居（平安）が、北東部で5-30号住

居が重複さらに、東に5-500号土坑が炉の直ぐ脇には5-525号土坑が重複している。 形状 ほぼ円形と

考えられるが南側がわずかに張り出す。 規模 径約500cm、深さ25cm。 方位 N-3 °-E 床面 周

溝が2重に廻る、内側周溝の径はおよそ 3mで、周溝内はレベル的にやや下がっている。床面全体はやや凹

凸があるものの比較的平坦で締まりもある。 炉 住居の中央に作られている、おそらく方形に作られた石

囲い炉と見られるが、北側の角礫がほぽ元位置を留めている他は抜き取られている。炉内東寄りに、深鉢の

胴部を利用した埋設土器が検出されている。土器の周囲、および炉の内壁は良く焼けている。 柱穴 拡張

前の住居跡の柱穴は周溝内に廻る 6本か、拡張後の柱穴は両周溝の間に検出された6ないしは7本と思われ

る。 埋甕 検出されなかった。 掘方 貼り床や土坑等の検出は無かった。 遺物出土状態 土器は破片

類を中心としており、あまり多くはなかった。覆土中に点在する状況である。 時期・所見 住居の壁は重

複している部分以外は比較的残りは良い。 2重に周溝が検出されている事から、拡張住居と考えられる。炉

については作り替え等の明確な痕跡は認められなかったが、堀方調査時に埋設土器の脇に小ピットが検出さ

れている、炉作り替え前の埋設土器を据えたピットの可能性もある。
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第47図 5-31号住居跡出土遺物(3)

5-31号住居跡出土遺物 （第45• 46 • 47図： PL54・55)

1は炉体土器、火熱を受け脆弱、沈線による懸垂帯、縄文部には波状の懸垂文が描かれる。2は口縁部片、

口縁に沿って太い2段の沈線をいくつかの単位で施文、単位間から縦に隆帯が垂下するものと見られ、隆帯

で画された内部には縄文が施文される。3は波頂部片、隆帯による渦巻き文。4・6は口縁部片、隆帯によ

り渦巻き文ないしは楕円文を構成か、 4は波状口縁。5は口縁部片隆帯による口縁部区画文を持つと見られ

る。7・9は沈線、隆線による区画文を構成、区画内には縄文が施文される。8は沈線下に縄文。10は縄文

地に口縁に沿って深い併行沈線を持ち、沈線間は縄文を磨り消す。11は内側が肥厚する口縁部片、横位隆線、

沈線が併行し隆線上下に連続刺突文。12は横位に太い沈線、以下縄文。13は内側に折り返しを有す口縁部片、

口縁部無文帯を持ち隆帯による渦巻き文が見られる。14は隆帯による平行線、円形文が見られる。

15 • 16は縄文地文に沈線による無文懸垂帯。15は沈線幅広である。17は磨り消し懸垂帯、地文はRL縄文

を縦位施文。18は磨り消し懸垂帯と蕨手文様。19は縄文地文に微隆起無文帯を持つ。20は沈線による磨り消

し文様帯を持つ。21• 23は平行沈線による磨り消し縄文。24は縦位の懸垂沈線と綾杉状の縦位沈線。

25は沈線による懸垂文、楕円文が描かれ地文に縄文を持つ。26は隆帯文様と集合沈線文。27は横位沈線間

に刺突文、以下縦の集合条線地に沈線による曲線文。28は2本の隆帯で画された無文帯を持ち、以下斜位

の集合沈線。29は隆帯による懸垂文、地文には綾杉状の集合沈線文。30は2本の隆帯懸垂文と斜位の集合沈

線。31は平行沈線間に交互刺突列。以下縦位の平行細沈線文。32は薄手の口縁部片、平行線でn状文を描き、
間に連続の円形刺突文を付す。33は沈線による重楕円文様。34は沈線による円形文内に凹圧文を充填。35は

磨り消し懸垂文と刻み状刺突文を横位綾杉状に施す。36は地文に細縄文を施し、断面三角の隆帯で文様を

描く、隆帯交点に円形文。38は口縁部外傾し無文、頚部に横位隆帯を巡らし、口縁に向かって縦の隆帯が伸

び端部がやや突起し円形刺突文を有す。隆帯上には沈線、円形刺突文が見られる。隆帯下位には縄文LRが

全面施文される。薄手で硬質な土器である。39はくの字に内屈する波状口縁部片、口縁に沿って隆線が見ら
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第3節縄文時代

れ、その間の帯部分の上部には円形、下部には列点状の刺突文が巡る。40は無文で口縁内側がやや肥厚する。

41は口縁部片、凹圧文を持つ横位隆帯文。42は口縁部片、口縁部に無文帯を有し、横位隆帯を持ちこの隆帯

から下に走る隆帯との交点には円形文。43は横位隆帯を持つ。44は口縁部の環状突起、上面には両端に円形

文を持つ弧状沈線。さらに中央から刻みを持った隆帯が垂下し両側には併行沈線文が描かれる。45は底部片。

沈線によるU地文、懸垂文の端部が見られる。46• 47は無文の底部片である、厚手の作り。 48• 49は石鏃で

あるが、 49は石錐の先端部片の可能性あり。50は定角式の磨製石斧であるが基・刃部を欠いている。51• 

52 • 54 • 55は磨石である、 52• 55は卵形、 54は扁平な礫を利用している。51は両面に複数の凹み穴を持つ。

53は丸石である。全面平滑に磨かれている。

5-33号住居跡 （第48図： PL10) 

位置 調査区の南寄り、 5E • F -9 • 10グリッドに位置する。 重複 北西部に5-29号住居のカマドが

重複、東壁部分には5-502号土坑が重複している。 形状 隅丸方形を呈す。 規模 長軸380cm、短軸320cm、

深さ25cm。 方位 N-2 °-E 床面 平坦で良く締まる。 炉 細長い川原石を方形に組み、南西部分

に小振りの土器が据えられている。 柱穴 7本と考えられる。住居奥に 3本、手前に 2本 （後世の土坑に

より壊されている）、入り口部に2本の対になるピットが検出されている。 埋甕 炉からの主軸線上、入

り口部に胴部以下を欠いた深鉢が口縁部を下にした状態で埋設されていた。また埋甕上の西側には平石が置

かれていた。 掘方 炉の南西に径lm程の土坑が検出されているが、本遺構に伴うかどうかは不明である。

出土遺物 覆土中より土器、石器等検出されたが、あまり多くはない。 時期・所見 本住居は、南側入り

口部と考えられる部分に埋甕、若干の扁平な敷石などが検出されている。構造的に南側がわずかに張り出し

た構造と考えられる。埋甕、炉体土器等から中期後半と判断される。

5-33号住居跡出土遺物 （第49• 50図： PL55 • 56) 

1は大形の深鉢口縁部分、口径37.9cmである。沈線により縄文が充填されたn状文と蕨手懸垂文が交互に

12単位見られる。2は小形の深鉢、口径11.7cm。口縁部は直立気味で胴部のくびれは弱い。文様は口縁部に

2本の沈線を巡らし、沈線下に上向きの2重連弧文を 7単位、胴下位には重n状文をやはり 7単位沈線で描

く。3は炉体土器。胴部片、 2本の隆線で鈎状文と平行線文を交互に垂下、間には縦位綾杉文。火を受け劣

化が著しい。4は波頂部から垂下する 3本の隆線でJ字文を描き、さらに左右および下に 2本の隆線が延び、

隆線に沿って円形刺突文。5は口縁部片、口縁部隆帯文の連結部、区画内に沈線文。6は胴部片、縦位LR

縄文を施文後波状沈線文を垂下させている。胎土中に雲母目立ち硬質な感じである。7は横隆線を持つ口縁

部片。8は肥厚する口縁部片。 9は無文。10は沈線で矩形の磨り消し縄文文様。11は先端部を欠く石鏃であ

る。12は打製石斧で両面に自然面残す。13~17は磨石、側縁部に打痕を持つものが目立つ。18は敲石か、端

部に打痕。19• 20は石皿である。両者共に縁がしっかりとしている。

5-34号住居跡 （第51図： PL11) 

位置 5 C -10グリ ッドに位置する。 重複 住居内中央には5-522号土坑が、また東側に 5-499号土坑

が重複、本址を切る。 形状 ほぽ円形を呈す。 規模 長軸336cm、短軸295cm、深さ30cm。 方位 不明

床面 平坦であるが明確な硬化面としては確詔できなかった。貼床も認められない。 炉 5-522号土坑に

より壊されていた。 柱穴 壁に沿って廻る 6本を検出、東側にあったと考えられる 1本は5-499号土坑

63 



第3章 検出された遺構と遺物

v
1
.
B
 

叫

B
、

P3 
L=634.30m 

亨カクラン

_.  P4 P3 ・-

℃ ―•シ·—

E
O
l"t£
9
11
1
 

．
 ＜
 

5-33号住居跡・ピット1

l 黒褐色土黄褐色軽石を含む。

2 黒褐色土 黄褐色軽石、炭化物粒含む。

3 黒褐色土 黄白色軽石微最含む。
（ビット 1覆土）

4 褐色土 ロームプロック含む。

（ピット 1覆土）
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33住ピ ット2、4
1 黒褐色土 黄褐色軽石、炭化物粒、ローム粒を極微量含む。

2 暗褐色土 黄白色軽石、ローム粒含む。
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5-33号住居跡炉
1 黒褐色土 黄褐色軽石含む。
2 黒褐色土 黄褐色軽石、炭化物粒含む。

3 褐色土 黄褐色軽石極微最含み、炭化物粒見られる。
4 褐色土焼土粒を微量含む。

|
|
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33住ピット3
1 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石見られる。
2 褐色土 ロームプロ ック含む。

3 褐色土 ロームブロック多く含む。
33住ピット5・6・7
1 黒褐色土 黄褐色軽石少凪含む。
33住ピット8
1 暗褐色土 黄白色軽石、ローム粒を極微最含む。

33住ビット9• 10 
l 黒褐色土 黄褐色軽石見られる。粘性ほとんどなし。
33住ピット 11、12
1 黒褐色土 黄白色軽石、炭化物粒含む。
2 褐色土 ロームブロック、黄白色軽石微鼠含む。
3 暗褐色土 ローム粒含み、締まり良い。

4 褐色土 ローム粒を多く含む、黄白色軽石見られる。

33住ピット14
1 暗褐色土 ローム粒含み締まりあ り。
2 褐色土焼土粒少最含む。粘性なし。
3 褐色土 ローム粒を多く含む。粘性ややあり 。
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5-33号住居跡埋甕
1 黒色土 極少醤の軽石混入。

2 黒色土 1より締まり良く細粒。
3 黒褐色土 地山ローム小ブロック若干含む。

゜
lm 

第48図 5 -33号住居跡
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第49図 5-33号住居跡出土遺物（1)
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第50図 5-33号住居跡出土遺物(2)

内にあったものと思われる。 埋甕 検出されなかった。 掘方 床面下には土坑等は検出されなかった。

遺物出土状態 住居の中央部にかなり集中して土器・石器類が出土しているが、後世の土坑の遺物と思われ

るものも混入している。 時期・所見 住居の中央部に 5-522号土坑および5-499号土坑が重複しており、

炉も壊されている。時期は中期後半と見られる。

5-34号住居跡出土遺物 （第52• 53 • 54図： PL56 • 57) 

1 • 6は大形の深鉢口縁部片である。口縁部文様帯は隆線と沈線による楕円文と横s字状文の組合せ、胴

部は磨り消し懸垂帯と縄文帯。縄文はRL縦位施文。口径(39.4)cm。2は2本の隆帯による横位区画内を縦の

隆線で区画し、上位隆線から繋がる渦巻き文と縄文施文部が埋めている。胴部は縄文が充填され沈線によ

る幅狭の無文帯が見られる。口径（25.0)cm。3は口縁部が開く、横連続刺突列を巡らし沈線により縦位無文

帯と縄文帯を交互に表出し、無文帯には蕨手懸垂文を描く 。4は底部片、縄文地に併行沈線による縦位無文

帯。5は隆帯による蕨手状懸垂文を描き、縦位無文帯を構成、上端円文部、両側には縄文LRが充填される。

7は口縁部片、口縁部突起を有し隆線による渦巻き文、楕円区画文を描く 。胴部は地文縄文で磨り消し懸垂

帯を有し、蕨手懸垂文を描く 。8は口縁部片、隆帯による区画文を構成か。9は肥厚する口縁部片太い横位

沈線を持つ。10は端部が渦巻きとなる。11は胴部片、 4と同様の文様構成。12は27と同様の文様構成で、地

文は縄文。13は縦位磨り消し帯を持つ。14は内湾する口縁部片、沈線によるn状区画文を描き縄文を充填す
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5-34号住居跡

1 褐色土 黄白色軽石微量含み、ローム粒、炭化

物粒が見られる。

2 暗褐色土 黄白色軽石微量含み、炭化物粒含む。
締まり良く粘性なし。

3 黒褐色土 ロームプロック少量含み、黄白色軽

石、炭化物粒含む。

4 黒褐色土 炭化物粒を極微址含み、黄白色軽石
見られる。

叫o

ー

A' 

B
、

叫¥o、
A
 

A' 
34住ピット1 L~634.20m 

1 暗褐色土 黄白色軽石見られ、締まり良く粘性ほとんどなし。
34住ピット2

1 暗褐色土 黄白色軽石見られ、締まり良く粘性ほとんどなし。
34住ピット3

1 暗褐色土 ローム粒を極微量、黄白色軽石見られる、締まり
良い。

2 暗褐色土 1と近似、やや粘性あり。
34住ピット4・5

1 暗褐色土 黄白色軽石僅かに含む。 _.  P 2. _ _.  P 3. - -.  P 5. —- --.P6 ・-
L=633.70m~ 2F-1 Vi V 

゜
2m 

第51図 5-34号住居跡

る。15は沈線による横位、縦位長楕円文。16は刺突列を有す垂下隆帯、波状垂下沈線を描く、地文は複節の

LR。17は沈線による渦巻き文様を描く 、表裏に赤彩痕。 18は上位U字、下位n状文。 14と同一個体か。19

は刻みを有す隆帯で横楕円区画文を描き区画内には集合弧状線文。20は底部片縦位の波状集合条線地に併行

沈線による無文帯。21は沈線による渦巻き文、重弧文を描く 。22は横位、縦位の隆線と渦巻き文を描き隆線

下に交互刺突列、以下綾杉状の集合沈線。23• 25は横位併行隆線と縦位の集合沈線、赤彩痕。 24は横位隆線

を有し上下には縦位の集合沈線文。 26は櫛状工具による綾杉状集合沈線。前期か27は胴部片、縦位集合条線

上に縦位併行、波状沈線を描く 。28は縦位併行沈線文。
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第52図 5-34号住居跡出土遺物(1)
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第54図 5-34号住居跡出土遺物（3)

29は無文底部片、底面に網代痕。30は扶りの深い凹基無茎鏃である。31は打製石斧の刃部片。32は木の葉

形を呈すスクレイパー、 1側縁に刃部を作出。33• 34凹石である。34はやや扁平、 33は被熟による劣化が著

しい。35~38は磨石である。38は表面の風化が著しい。36は大形の丸石で表面平滑。

5-35号住居跡 （第55図： PL11) 

位置 G • H -13 • 14グリッドに位置する。 重複 南東側半分以上を 5-36号住居跡によって切られてい

る。 形状 ほぼ円形を呈すと思われる。 規模 推定径約530cm、壁高は約12cmである。方位 不明。

床面 やや凹凸が見られ、それほど堅く締まった状況は見られなかった。 炉 住居中央やや北寄りに構築

されている。南側半分ほど5-36号住居によって壊されていた。炉石等は検出されなかった。 柱穴 主柱

穴は6本と考えられる、南東部の1本は5-36号住居の炉の位置にあったと推定される。 埋甕 検出され

なかった。 掘方 貼り床や床下土坑等は検出されなかった。 出土遺物 比較的大型の破片、 7や8など

も見られたが、後期の土器片なども伴出。 時期・所見 南東部分ほぼ半分を 5-36号住居に切られている、

炉も半分以上削られていた状況である。一連の重複した住居の中では最も古いものと考えられる。堀り込み

も比較的浅く、床面のレベルも高い。

5-35号住居跡出土遺物 （第56• 57図： PL57 • 58) 

1は口縁部片、口径(19.0)cm。口縁部沈線で無文帯を画す。以下無節Lを横位全面施文。口唇端部平らに

整形。2は口縁部沈線で無文帯を画し、以下縄文施文。口唇部内側に肥厚。3は口縁部折り返し有段とし、

以下胴部は細縄文全面施文後、細沈線で曲線文様を描く 。4は波頂部が環状となる口縁部片、口縁部に沿っ

て縄文が施文され、把手下には沈線で八状に無文部が画される。5は口縁部片、弧状の隆線で口縁部区画

文、縦位の集合短沈線を配し、中央に交互刺突文を横走。以下胴部には縦位集合沈線。6は口縁部片、横位
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A' 
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： 5-35号住居跡1 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石含む。

A 

L~636.00m 
．△ 

5-35号住居跡ピット1
1 黒色土 ローム粒含む。
2 黒色土 ローム粒 （軽石）含む。
3 黒色土 ローム粒含み、やや黄味を帯びる。
4 黒色土 3と似るがやや黒味を帯びる。
5 黒褐色土 地山ロームプロック含む。
35住ピット2
1 黒褐色土 若干の黄色軽石粒含む。
2 黄褐色土 ロームプロック主体とする。
3 黒褐色土 1と似るがローム分若干含む。
4 淡褐色土 地山ローム多く含む。
5 黒褐色土 小礫ローム粒多く含む。
6 黒褐色土 5と似るが礫は含まない。
7 黒褐色土黒色土主体。
8 黒褐色土 ロームブロック含む黒色土、礫を含む。
9 黒褐色土 ロームプロック多く含む。
35住ビット3

1 黒褐色土 黄褐色軽石やや多く含み、ローム塊もわずかに
混入。締まりやや強く粘性ややあり。

2 黒褐色土 黄褐色軽石少量含み、ローム塊少量含む、締ま
りやや弱く粘性ややあり。

3 黄褐色ローム土 締まりやや強く、ぱさつく 。
4 黒褐色土 ローム土混入し、やや白味がかる、黄褐色軽石

わずかに含む。

5 黒褐色土 ローム土多く滉入し黄味がかる、締まり弱く粘
性あまりない。

6 暗褐色土 黄褐色軽石少量含む、締まりやや弱く粘性あま
りなし。

7 地山の黄褐色ローム

Pl P2 P3 

L=63610m 1 

閾止 3宣言 ， 
P4 P5 P7 

疇4 3 
1 

2~ニ1-3 2亨
4 

35住ピット4

1 黒色土層
2 黒色土 ローム粒、焼土粒微量含む。
3 黒色土 ローム粒微量含む。
4 黒色土 小礫多く含み、 黄褐色軽石微量に含む。
35住ピット5

1 黒褐色土 軽石、小礫混入、若千のロームプロック含む。
2 黄褐色土 ロームと黒色土の混士層。
3 黄褐色土 ローム分主体とする地山崩落土。
35住ビット7

1 黒色土軽石多く含む。
2 暗褐色土 ロームブロック不均質に多く含み、軽石多く含む。
3 黒褐色土 ローム土全体に混入しやや白味がかる、軽石少温含む。
4 黒色土 ロームプロックわずかに含み、軽石わずかに含む。
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第55図 5 -35号住居跡
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第56図 5-35号住居跡出土遺物（1)
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第3節縄文時代
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第57図 5-35号住居跡出土遺物(2)

18 

゜
10cm 

隆帯で口縁部文様帯を画す、区画内には楕円文を描き、隆帯に沿って刺突状の短沈線を巡らす。楕円文の中

は横位併行線の上下に矢羽根状の沈線文を描く 。区画文下位には集合斜沈線。7は胴部片、複節RLが全面

に施文、炭化物の付着が顕著。8は鉢形土器、口径(34.5)cm。沈線で口縁部に無文帯を画す、以下縦位の集

合条線を充填。9は胴部片、沈線で縦位の平行線、連続山形文が描かれ、平行線は渦巻き状に連結する。地

文は撚糸Rか。 10は波頂部片、波頂部に円形文を描いた隆線が垂下しC字文を描きその下部から左右に隆線

が延びる。11は扇状の口縁部突起部分、中央から拗りを加えた棒状の橋状把手が延び、円形の透かし孔を持

つ。文様は縦位の交互刺突文、集合短沈線文。突起上面には外縁から繋がる隆線による渦巻き文、内面両側

には側縁に沿って隆線が見られる。12は小形の土製円盤。13~16は石鏃で総て欠損品。17は石錐の錐部片。

18~21は打製石斧。18は刃部摩耗顕著。22• 24は磨石で24は火を受けた欠損品。23は敲石。

73 



第3章 検出された遺構と遺物

／ぐ
乙）

/

0

/

 

守ー72

｀；ぬ

突

。

ふ

◇
 

も
0

い

唸

◇

賃
a
 

,<‘ 

A 
L=635.90m 

10 A' 

゜
2m 

第58図 5-36号住居跡（1)

5-36号住居跡 （第58• 59 • 60図： PL11 • 12) 

位置 F • G -12~14グリッドに位置する。 重複 南西部分は5-35号住居に重複し、東側は5-37号住

居とわずかに重複する。 形状 ほぼ円形を呈す。 規模 径約620cm、壁高は最大で約40cmである。

方位 N-24°-W 床面 やや凹凸が見られるものの、ほぼ平坦で、炉の周辺は比較的締まりがある。周

溝は北側に半分ほどが確認されている。 炉 中央やや北寄りに作られている。新旧2基が東西に重なって

検出されている。西側の炉(1号炉）は方形に石を組んだ石組み炉である。南および東側に石が残るが西、北

側の石は抜かれた状況であった。規模は一辺約120cmで中央底には炉体土器が検出されている。旧い炉（2

号炉）は西側半分を 1号炉に壊されている。炉石は抜かれており、 2号炉は人為的に埋められたものと見ら

れる、やはり中央にば炉体土器が検出されている。 柱穴 拡張が行われたものと見られ、拡張前が6本、

拡張後は 5本の柱穴が検出されている。 埋甕 検出されなかった。 掘方 炉の周辺において、貼り床状

の痕跡を認めたが極めて部分的であった。拡張時のものか。他に土坑等の施設は確認されなかった。 遺物

出土状態 遺物は住居の北寄りに比較的多く見られた。また炉の手前覆土中より礫がまとま って出土してい

る。 時期・所見 本址は新旧 2基の炉を有すことから、拡張が行われたと考えられる。炉の位置から、住

居は主として南西側に拡張されたものと見られる。時期は出土土器から中期後半である。
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5-36号住居跡

l 暗褐色土 黄褐色軽石微量含み、 （まだらな感じ）

炭化物粒含む。

2 黒褐色土黄白色軽石含み、締まりあり。

3 黒褐色土 ローム粒を極微磁含み、黄白色軽石含

む。粘性なし。

黒褐色土 炭化物粒極微羹含む。

暗褐色土 ローム粒、炭化物粒、黄白色軽石含む。

6 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石見られる。

A' 

5-36号住居跡ピット1

1 黒色土 黄褐色軽石少量含む、締まり強く粘性ややあり。

2 黒褐色土 ロームプロック上半分に含む、締まり強く粘性あり。

3 黒褐色土 微量の黄褐色軽石、ローム塊混入、粘性なく締ま
りやや強い。

黄褐色軽石少葺含む、粘性なく締まりやや強い。

ローム塊多く含む、粘性ややあり壁の崩落土か。

Pl 
L-635.70rn 

2言3
ぐ＇

P4 

P2 

2賃炉―

三ニ
P5 

2こ 2

4 黒褐色土

5 暗褐色土

36住ビット2

1 黒褐色土
2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 黒褐色土

36住ビット3

1 黒褐色土
2 黒褐色土

5宣
P7 

｀ 

3 黒褐色土

4 暗褐色土

5 黒褐色土

6 黒色土

36住ピット4

1 黒褐色土
2 黒褐色土

36住ピット5

1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 黄褐色土

5 黒褐色土

P8 

だ
pg PlO 

黄褐色軽石少址含み茶色の焼土粒微鼠混入。

白色軽石わずかに含む。

黄褐色軽石多く含み、黄褐色ローム塊多く混入。

黄褐色軽石わずかに含み、小礫わずかに見られる。

黄褐色軽石、赤褐色焼土粒わずかに混入。

黄褐色軽石微量含む、締まり弱く粘性あまりない。

黄褐色軽石やや多く含む、わずかに黄褐色ローム

塊混入。

ローム塊多く混入、黄褐色軽石わずかに含む。

黄褐色軽石わずかに含む、 全体にローム土混入。

黄褐色軽石、ローム少乱、礫も少量混入する。

軽石をほとんど含まず、締まり弱く粘性ややあ り。

黄褐色軽石少量、礫僅かに混入する。

黄褐色軽石僅かに含む。
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黄褐色ロームプロック混入、黄褐色軽石少量含む。

黄褐色ローム斑に多く混入、黄褐色軽石少量含む。

黄褐色軽石やや多く含み、ローム混入、全体に

白味がかる。

ローム主体とする。

微量の黄褐色軽石含む、僅かにローム塊含む。

第59図 5-36号住居跡（2)

` 3 

軽石やや多く含む。

軽石多く含み、軽石わずかに混入。

軽石、ローム粒やや多く含む。

ローム塊わずかに混入、軽石は見られず。

軽石少量含む。

黄色軽石多く、ロームプロック上層部に混入。

黄色軽石少最含む、ローム僅かに含む。

軽石はほとんど含まず、ローム含み白味がかる。

0 2m 
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5-36号住居跡1号炉

1 黒褐色土 黄褐色軽石少量含む、黄褐色ローム塊わずかに

混入。炉崩壊後、自然埋没か。

2 黒褐色土 黄褐色軽石わずかに含む。

3 暗褐色土 焼土粒を全体に含みやや赤味がかる。

A 

L=635.60m 

A' 

B
 

B' 

l 黒色土 ローム粒均質に含む。

2 黄褐色砂壌土 ロームを主体とする。

3 暗褐色土 ローム粒僅かに含み、炭化物粒微蘊に含む。

4 暗褐色土 ローム粒僅かに含む。

5 暗褐色士 焼士粒含む、新炉の掘り方。

6 暗褐色士 ローム粒含む。

7 黄褐色土 焼けて赤味がかったロームプロック。

8 黒褐色土 黄褐色軽石多く含み、黒色の炭化物粒僅かに含む。

1号炉掘り方埋士。

9 暗褐色土 ローム全体に混入し白味がかる。

゜第60図 5-36号住居跡（3)

lm 

5-36号住居跡出土遺物 （第61• 62 • 63 • 64 • 65図： PL 58 • 59 • 60 • 61) 

lは口縁部がやや内湾する深鉢、口径22.0cm。隆線により 4単位の曲線文様を描く、口縁に沿って始まり、

下に降りて J字状を呈し、端が渦巻き状となる、さらに横に延びて上から下がった隆線に繋がりさらに下に

延びる。隆線で画された内側上部には両端が渦巻きとなる沈線が付され両側に交互刺突文が付されている。

地文には縦位、斜位の集合沈線が施される。2は口縁部片、口径(23.0)cm。横位沈線を口縁に沿って廻らし、

横楕円区画文、円形文を隆線によって表出。楕円区画内、胴部には縦位集合条線を充填施文、また胴部には

平行沈線による垂下無文帯を持つ。3は1号炉の炉体土器である。胴部分で、上端部は火を受け劣化してい

る。平行線とn状の垂下隆線が交互に配され、それらの間には沈線による綾杉文が充填される。

4は2号炉の炉体土器である。胴部のみである、 2本の沈線により U字状、 n状文が上下2段に 6単位描

かれ垂下し、その間には基点をずらした綾杉文が充填されている。5は口縁部やや開く器形、口径22.0cm。

口縁に沿って沈線が巡り、以下胴部には縦の平行隆線、垂下隆線間は集合弧状文を綾杉状に施文。6は深鉢

の胴部分である。沈線によるU字状、 n状文が描かれ、これを挟んで平行沈線が垂下しH字状の無文文様を

表出。間は波状垂下沈線文が見られる。地文にはRL縄文を縦位施文。 7・8・9は無文の浅鉢である。口縁に

沿って沈線が廻る。7・8は内外面良く研磨されている。8の内面には赤彩痕が見られる。7は口径(34.5)cm。
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第62図 5-36号住居跡出土遺物(2)
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第3章検出された遺構と遺物
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第65図 5-36号住居跡出土遺物（5)

8は口径（43.0)cmである。10は無文の大形浅鉢である、口径46.0cm。口縁部大きく開き、やや屈曲を有す。

器面の風化が顕著。11は口縁部片、ややキャリパー状を呈す。隆線による楕円渦巻き文を描くと思われる。

以下横位沈線で画された胴部には、沈線によるn状文が垂下し、間には縄文が充填施文される。

12は口縁部片、口縁に沿って沈線を廻らす、以下沈線によるn状文蕨手文様を描く 。13は小波状の口縁部

片、隆帯による楕円、渦巻き文で文様帯を表出、楕円文内には縄文を充填。14は口縁部片、口縁部肥厚し以

下縄文施文。15は口縁部片隆帯による楕円 ・渦巻き文。16は折り返し口縁部片、肥厚部下に沈線を廻らす、

胴部には縄文LRを横位充填施文。17は口縁部片、口唇部内側に肥厚、隆帯による渦巻き文様。18は環状に

廻る胴部片で外に大きく開く 。3本の平行縦位沈線が8単位見られる、地文は縄文。19はやや薄手の土器、

隆線による渦巻き文か。地文は縄文。20は口縁部片隆帯による口縁部文様を有す、文様内に平行沈線。21は

波状部分2本の沈線が口縁に沿って廻り、波頂下部には隆帯による円形文。22は深鉢の口縁部片、隆線によ

る横楕円文を配し、接点部分には小円形文。胴部は円形文を中心に上下、左右に沈線を伴う隆線が延びる。

隆線以外の部分は縦の集合沈線で埋めている。23は口縁部片、隆帯による横楕円区画文を描く、区画文連結

部から平行沈線が垂下、区画内胴部には縦位、斜位の集合沈線。24は同一個体片。25は深鉢口縁部、口縁部

に隆帯が廻り、胴部にはn状の隆帯懸垂文を付す、隆帯文間には集合弧状沈線が充填される。

26 • 27は平行垂下隆帯から左右に平行沈線が延びその間に交互刺突文を配す。地には縦位、斜位の集合沈

線。28は刻みを有す縦位隆帯文、沈線による波状文、平行垂下文。29• 38は同一個体片か、隆帯による平行

線文、沈線による曲線文、平行線文を描く 。30は縦位平行沈線と斜位集合沈線。31は縦位の併行沈線と綾杉

集合沈線文。32は垂下隆帯を有し、縦矢羽根状の沈線文が部分的に見られる。33は2本の隆線による鈎状文、

地文は縦位集合沈線。34は横位隆線と粘土紐の渦巻き文、地文に斜位集合沈線。35は縦位、斜位の沈線文。

36は縦位の併行・波状隆線文を描き、地文は綾杉沈線文。37は平行隆線が曲線文を描く、地文は集合沈線。

39は渦巻き隆帯文。40は爪形刺突文。41は突起を有す口縁部片、突起部分は円孔を有し、橋状の把手が付く 。
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第66図 5 -37号住居跡（1)

把手の左右に隆線で描いた渦巻き文が多段に描かれ、把手下から 2本の隆線が平行して垂下する。垂下隆線

間には集合平行沈線が描かれる。 42は深鉢片で上部は突起様となると思われ、円孔を有す。眼鏡状に隆帯を

突起させ、そこから 2本の隆帯が垂下する。左右には平行集合沈線を施す。43は口縁部突起部に隆帯による

s字状文が描かれ、突起部分は渦巻き文となる。44は隆線文による渦巻き文から 2本の隆線が垂下、地文は
集合沈線文。 45は隆線による曲線文、地文は集合沈線。46は2本の隆線の連結部が渦巻き文となる。地文に

は沈線文。47も49と同様の文様構成。49は頚部が屈曲する器形、沈線による渦巻き、 J字文の磨り消し縄文

を描く。 48は平行隆線文による撫で消し帯で曲線文様を表出、地文は縄文。

50は飾り状把手、 三角形に整形された粘土板を内側に丸め、正面から見るとフクロウの様に見える。頭頂

部分から後ろに小突起が延び、上面に縄文が施文される。口縁との接合部には円孔を有す。51• 52無文の底

部片である。 51は極めて厚手の作り、 52は底部の摩滅が見られる。53は底部片、縦位平行沈線と部分的に縄

文が観察される。54は小形の底部片、沈線文が見られる。 55~64は石鏃である。いずれも覆土中からの出土

で、すべて破損品である。70• 71はスクレイパーである、 71は曲刃、 70は直刃である。 65~68は打製石斧で

ある。いずれも刃部を欠損している。67は炉内出土である。69は磨製石斧である。ピット出土、完形の定角

式磨製石斧。 72• 73は磨石である。74は台石、 75は破損した石皿で、使用面は大きく凹む。
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5-37号住居跡ピット1

1 黒色土 黄褐色軽石僅かに含む、締まりやや弱い。

2 暗褐色土 ローム粒、軽石僅かに含む、締まりやや弱

＜粘性なし。

37住ピット2

1 黒色土

2 暗褐色土

37住ピット3

1 黒色土

2 黄褐色土

3 黒褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

締まり弱く軽石ほとんど見られない。

締まり弱く、粘性なし。

黄色軽石少量含む、 37住床面にあたる土。

ローム主体でまばらに黒色土含む。

軽石をやや多く含み、ローム不均質に含む。

軽石やや多く含み、ローム含む。

軽石やや多く含む。

37住ピット6

1 黒色土 黄褐色軽石やや多く含む、ローム上層に若干混入。

2 暗褐色土 ローム多く斑状に混入。

3 黒色土 ロームブロック混入する。

37住ビット7

1 黒色土 ローム、軽石やや多く含む。

2 黒褐色土 黄褐色軽石含み、ローム粒多く含む。

3 黄褐色土 2とロームの混土。

37住ピット8

1 黒褐色土 ローム粒多く含み、ローム塊わずかに混入。

2 黄褐色土 ロームに 1がわずかに混入。

3 黄褐色土 ロームに 1を混入、黒味強く礫、軽石わずか混入。

4 暗褐色土 軽石はほとんど含まない。

゜
2m 

第67図 5 -37号住居跡（2)

5-37号住居跡 （第66• 67図： PL12) 

位置 E -12 • F -12 • 13グリッドに位置する。 重複 北西部で5-36号住居に北東部分は5-38号住居

によって半分ほど壊されている。 形状 検出された西側および南側のラインがやや緩やかではあるが、ほ

ぼ円形を呈すものと思われる。 規模 径約580cmである。 方位 不明。 床面 住居全体の南西部分約
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第68図 5-37号住居跡出土遺物(1)
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第69図 5-37号住居跡出土遺物（2)

半分ほどが残る、全体に比較的しつかりとしていたが、凹凸が見られた。 炉

居跡によって壊されてしまったものと考えられ、検出されなかった。

部分の柱穴についてはやや明確さを欠く 。 埋甕 検出されなかった。

柱穴

掘方

東側に重複した5-38号住

8本と思われるが、重複する

明瞭な貼り床は見られなかっ

たが、堀方面には凹凸が認められる。 遺物出土状態 土器、石器共に出土数はあまり多くはなかった。住

届の中央部にまとまって見られ、床面からやや浮いた状態で出土したものが多い。 時期・所見 東側を 5

-38号住居によって壊されていたため全容は不明であるが、残った部分は周溝等も明瞭に検出されている。

時期は出土土器から中期後半に比定される。

5-37号住居跡出土遺物 （第68• 69図 ：PL61) 

1は口径18.5cm。口縁部に2カ所の突起を有す。突起部から左右に分かれた隆帯が口縁に沿って一周し、

下位にも 2本の隆帯が6カ所に渦巻き突起を作って廻る。上下の隆帯間には縦位の短沈線が施文される。胴

部には3本の平行沈線による矩形文が描かれ、それぞれの区画内は縄文が充填施文され、波状沈線が垂下す

る。2・5は胴部片、同一個体か。2本および3本の隆線が上下から垂下し、 3本の連結部は渦巻きとなる。

地文は集合沈線による綾杉文。3は突起状の口縁を有すものと思われる。口縁下に沿って廻る隆帯から橋状

の把手が付いていたと考えられる。隆帯および口縁端部には沈線が付される。口縁部文様帯部には横位矢羽

根状の集合沈線、胴部は縦位隆帯によるn状文が見られる。地文は無文で、胎土中に金雲母が目立つ。

4は縦位撫で隆線、斜位集合沈線。6は横位2本隆帯下に沈線による曲線文、刺突文。7は2本隆線の両

側に沿って連続刺突列。 8は大形鉢の口縁部、無文で内外面丁寧な研磨が施される。口径（50.0)cm。9は無

文の口縁部片、口唇部内湾し丸みを持って肥厚する。10ば浅鉢の肩部屈曲部片、横位沈線が廻る。11は大形

土器の底部片である、厚手で無文。12は完形の凹基無茎鏃である。ピットからの出土である。13は完形の打

製石斧である。基部端部が三角を呈し、 一縁に自然面。14はスクレイパーでハート形を呈す。15は磨石で、

側縁部に打痕あり 。
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第70図 5-38 • 39号住居跡（1)

5-38号住居跡 （第70• 71 • 72図： PL12 • 13) 

位置 E • F -12 • 13グリ ッドに位置する。 重複 東側を 5-39号住居に大きく切られ、住居の西側を三

日月状に検出した。また、 5-569号土坑が西壁部分に重複している。 形状 おそらく円形を呈すものと

考えられる。 規模 推定径約550cmである。 方位 不明。 床面 検出された西壁下に沿って幅20~30cm、

深さ15cm程の周溝が検出されている。床面は比較的硬化し、全体に緩やかな凹凸が見られた。 炉 5 -39 

号住によって壊されたものと思われる。 柱穴 確認されたのは西側Pl~3の3本で、いずれもやや長円

形で深さは50~60cmを測る。 埋甕 検出されなかった。 掘方 土坑等の検出は無かった。 遺物出土状

態 検出した面積が狭く極めて少なかった。若干の土器片と、石器類である。 時期・所見 検出された範

囲は少なく全容は不明である。内側に部分的ではあるが、周溝が検出されていることから、拡張された可能

性もある。時期は出土土器等から、中期後半に比定される。

5-39号住居跡 （第70• 71 • 72図： PL13) 

位置 D • E -13 • 14グリ ッドに位置する。 重複 西側に位置する 5-38号住居跡を切り、南の一部を 5

-30号住居に切られている。また北東約半分は未調査である。 形状 南側の周溝の形状から、入り口部が

わずかに外に張り出す形状であった可能性がある。 規模 推定径約580cm。 方位 不明。 床面 平坦
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5-38 • 39住居跡
1 暗褐色土 ローム粒極微量含み、黄白色軽石、炭化物粒見られる。

2 暗褐色土 ローム粒極微祉含み、黄白色含む。

3 暗褐色士 ローム粒極微量に含み黄白色軽石混入。

4 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石、炭化物見られる。

5 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石含む。

6 褐色土 黄白色軽石を微量含み、ローム粒、炭化物粒含む。

7 暗褐色土 ロームプロック含み、黄白色軽石、炭化物粒見られる。

ロームロ言し＿

10 9 

38住ピット1

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 黒褐色土

6 黒褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 暗褐色土

10 黄褐色士

｀

由 胃

白色粒子多く含み締まりやや強い。

黄褐色軽石少盪含み、炭化物あり 。

黄褐色軽石少量含み、締まりよく粘性ややあり 。

軽石、ローム粒見られるがほとんど含まない。

軽石、ローム粒わずかに含む。

ローム粒含む。

黄色軽石、ロームの混土。

黄色軽石を含む

ローム小粒含む

ローム小粒とロームの混土層

P3 

38住ビット2
1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

38住ピット3
1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 暗褐色土
4 暗褐色土

5 黄褐色土

黄褐色軽石、ローム粒極僅か含む。

黄褐色軽石少量含み締まり弱く粘性ややあり 。

黄褐色軽石わずかに含む ローム塊混入。

軽石ほとんどないがローム粒微量混入。

黄褐色軽石やや多く含む、締まりやや弱く粘性。

黄褐色軽石やや多く含む、ローム混入するため白

味がかる。

ローム多く混入、軽石はほとんど見られない。

ロームやや多く混入、 3よりやや黒味あり黄褐色
軽石やや多く含む。

ロームに黒褐色土わずかに混入、黄褐色軽石混入。

゜
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第71図 5-38 • 39号住居跡（2)
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39住ピット1
1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 黒褐色土
4 黒褐色士
39住ピット2
1 黄褐色ロームプロック
2 黒色土 黄褐色小軽石含む。
3 黒色土 軽石ほとんど含まない。
4 暗褐色土 ローム土混入、軽石ほとんど含まない。
5 黒褐色土軽石ほとんど含まず、締まり弱く粘性ややあり。

39住ピット3
1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 暗褐色土
4 黒褐色土
5 黒褐色土
39住ピット4
1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 暗褐色土
4 黒褐色土
39住ピット5
1 黒色土撹乱。
2 暗褐色土 黄褐色軽石含む。
3 黒褐色土 黄褐色軽石含み、締まり強く粘性なし。
4 黒褐色土 黄褐色軽石わずかに含み、ローム少量混入。

5 黒褐色土黄褐色小軽石含む゜ 第72図 5-38 ・ 39号住居跡（3)

黄褐色軽石わずかに含む。
黄褐色ローム多く混入。
黄褐色軽石含む、締まりやや弱く粘性なくぱさぱさ。
ローム含むが2より少ない。

PIO 

黄褐色軽石含む。
黄褐、白色小軽石含む。
1を含みまだらに見える、 黄軽石わずかに含む。
黄褐色軽石、ローム塊わずかに含む。
黄褐色ローム多く混入。

黄褐色軽石含む。
白色、黄褐色軽石含む。
ローム混入、締まり強く粘性あり。
ローム塊含む。

口
39住ピット6
1 39住周溝埋土 黒色土、軽石やや多く含む。
2 黒褐色土 赤味の強い黒褐色土不均質に含む。
3 暗褐色土 軽石やや多く、ローム粒を全体に含む。

39住ピット7
1 黒褐色土 ロームブロック混入、軽石含まない。
2 黒褐色土 ローム不均質に多く含む。
3 黒色土 黄褐色軽石多く含みロームわずかに混入。
4 暗褐色土 軽石少鼠、ローム均質に混入また、ローム

プロックわずかに混入。

39住ピット8
1 黒色土 黄褐色ローム粒少量含む。
2 暗褐色土 ローム不均質に大絨に混入。
3 黒褐色土 ローム粒少量含む。
4 黒色土軽石、ローム含まない。
39住ビット9
1 黒褐色土焼土粒含む。
2 ロームの焼土化したもの
3 ロームの焼土化したもの地山が焼土化した可能性商い。
4 褐色土焼土漸移層。

39住ビット10
1 黒褐色土住居埋土と同じ。
2 暗褐色土 1と3の混土。
3 褐色土 漸移層に近い土でやや黒味を帯る。

゜
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で比較的締まっていた。 炉 ほぽ中央に地床炉が検出されている。 柱穴 壁に沿って南側に 3本を検出

したのみである。 埋甕 検出されていない。 掘方 貼り床、土坑等は検出されなかった。 遺物出土状態

上層から多くの遺物が出土している。 時期・所見 周溝が2重に検出されており、建て替えないしは拡張

が行われたものと考えられる。時期は中期後半と見られる。

5-38号住居跡出土遺物 （第73図： PL62) 

1は小波状を持つ深鉢口縁部片、横位楕円、渦巻き区画文を持ち縄文が充填される。胴部には沈線で画さ

れた垂下無文帯、他は縄文が充填される。内外面良く磨かれる。 2は小波状の口縁部片、波頂下に口縁部区

画文様から流れた隆帯による渦巻き文。区画内には縄文充填。 3は口縁部片、縄文が充填された楕円区画

文。 4は凹線で画され、縄文充填された区画文と胴部には縦位集合沈線が見られる。 5は深鉢片、頚部で屈

曲し、口縁部が開く 。口縁部無文で横位沈線が廻らされ、沈線で画された楕円区画文、渦巻き文が見られる。

楕円文内には横位綾杉沈線文。口縁部文様帯下の屈曲部には所々突起する隆帯が廻り、刻み列が施される。

6は胴下部片。沈線による重U字文が見られる。 7は隆線で描かれた幅広の渦巻き文。 8は縦位平行沈線、

斜位沈線文。 9は横位隆線下に交互刺突文、以下横位、縦位の沈線。10は底部片、 4カ所に透かし孔を有す

脚台部。縦位の沈線文。11~13は石鏃である。12は凸基鏃である。14• 15は打製石斧である、 15は刃部を欠

く。 16は磨石で火を受けている。
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第73図 5-38号住居跡出土遺物

5-39号住居出土遺物（第74• 75 • 76 • 77 • 78 • 79 • 80 • 81図： PL 62 • 63 • 64 • 65 • 66) 

1は波状を呈す口縁部片、口径（20.6)cm。隆帯による横楕円、渦巻き文で2段構成の口縁部文様帯を構

成、楕円文内には縄文を充填。胴部は垂下平行沈線で無文帯を表出、間には縄文を縦位施文し、さらに縦位

波状沈線。2は口縁部隆帯による楕円文、渦巻き文を口縁部に描き、胴部には平行沈線による垂下無文帯、

無文帯間には縄文RLを縦位充填施文。3はやや小形の深鉢で3単位の環状突起を有す。隆帯により横楕円、
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第74図 5-39号住居跡出土遺物(1)
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第75図 5-39号住居跡出土遺物（2)
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第76図 5-39号住居跡出土遺物（3)
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第77図 5-39号住居跡出土遺物（4)
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第78図 5-39号住居跡出土遺物(5)
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第79図 5-39号住居跡出土遺物（6)
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第80図 5-39号住居跡出土遺物（7)
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第3節縄文時代

渦巻き文で口縁部文様帯を構成、胴部は沈線による縦位磨り消帯、蕨手文が垂下し、縄文を充填する。ロ

径 (15.0)cm。4は隆帯により楕円、渦巻き文の口縁部文様帯を構成。胴部には平行沈線を垂下させ無文帯

とし、間には縄文が縦位施文されるが、施文はまばらである。5は波頂下に沈線による楕円文を描き、胴部

垂下無文帯。7・8は波状口縁を呈す口縁部片、楕円、渦巻き文による口縁部文様を隆帯で表出。胴部には

沈線で幅広の垂下無文帯。6・9~13• 39 • 43 • 50 • 52は隆帯により楕円文あるいは渦巻き文、横S字文な

どの口縁部文様を描く楕円区画内には縄文を施文する。14は横位沈線を廻らし以下縄文を充填施文。15は横

位隆帯で口縁部無文部を画し、以下縄文を充填施文。16 • 20は胴下部片、沈線による垂下併行無文帯でに

よる縦区画、 16は縄文RLを20はLRを充填施文。17は横位沈線を廻らし上部には縄文LRを施文し、下位は隆

帯により楕円文、曲線文を組み合わせたモチーフを描く 。楕円文内には縄文を充填している。18は口縁部に

隆帯で端部に渦巻文を持つ弧状区画文を描き、この隆帯から所々 2本の平行隆線が垂下する。地文には細い

縄文LRが充填施文される。胎土中に金雲母片が目立つ。19は胴～底部、胴部上位には横位に4単位の渦巻き

文、下位に8単位のn状文を沈線で描き、縄文を充填。21はやや小形の底部片、縦位併行沈線。器面良く研

磨されている。22は大形の口縁から深鉢胴部片、隆帯による楕円文と渦巻き文を隆帯で描き、渦巻文の隆帯

は楕円文下段に延び、端部が渦巻きとなる。楕円文内には横位平行沈線、渦巻き文内には短沈線文が付され

る。胴部は渦巻き隆帯下からの平行垂下沈線で縦位区画し間には粗い縦位綾杉沈線文。口径（37.0)cm。23は

底部から直線的に立ち上がる深鉢である。口径22.0cm。口縁部は隆帯で画された無文部を持つ、横位隆帯か

ら上端が渦巻き文の波状、直線2種類の垂下隆帯が下がり、器面を縦位に 8分割し、各区画内には縦綾杉状

の沈線が充填される。24は口縁部に 2本の沈線を廻らし、さらにここから上端部が繋がる 2本の隆線を垂下

させて胴部を縦位区画する。区画内には縦位の綾杉文を充填する。25は口縁部片、隆帯で楕円文、渦巻き文

を表出、楕円文間の隆帯は拗り隆帯、胴部には平行する隆帯、 n状の隆帯を垂下させる。地文には縦位の集

合沈線。26は4単位の波状を呈し、 1対の波状部はやや商まりを持つ、この波頂部から 2本の隆帯が垂下し

下端部が渦巻きとなる、さらにその下位に渦巻き文を描き 2本の隆帯が垂下する。他の波頂部にも渦巻き文

を描き隆帯を垂下させる。これらの垂下文間にもn状の隆帯が垂下し左右の垂下隆帯と繋がっている。地文

には起点をずらした綾杉文を充填させている。27は口縁部文様帯下部に隆帯で渦巻きを描き出す、胴部には

不定方向の斜位集合沈線を充填。28は波状口縁を呈すと思われる深鉢口縁部片、波頂下部に隆帯が高ま った

渦巻き文を付し、そこから隆帯を垂下、また口縁部から延びた隆帯には凹圧文を加え、ほぽ平行して垂下さ

せる。地文には鈍角に描く横綾杉文を多段施文する。29は口縁部やや内湾し、 4単位の波状を呈し一対の突

起を有す、口径20.0cm。突起部分は欠損、下位に隆帯による眼鏡文を描き2本の隆帯が垂下、突起部分を除

く波状部下位には渦巻き文から 2本の隆帯が垂下する。間にもやはり隆帯によるn状文が見られる。それぞ

れの隆帯に沿って沈線が廻り、地文には横位の集合沈線が充填されている。

30は2本の隆線がY字状に伸び、間に渦巻き文。文様内外は横位の集合沈線を充填する。31は口縁部がわ

ずかに内傾する深鉢、口縁直下から、隆帯で上端が渦巻き文となるn状文が垂下し隆帯間には横位、その他

は斜位の集合沈線が施文される。62は同一片。32• 39 • 42 • 44 • 48 • 50は隆帯により楕円文、渦巻き文を描く 。

33は口縁部片、口唇部内側に肥厚、隆帯による楕円、渦巻き文で口縁部文様帯を構成、区画内には縦の沈線文。

34は口縁部片、隆帯による横楕円、渦巻き文による口縁部文様帯を画し、縦沈線を充填する。35は幅広の隆

帯で楕円、渦巻き文を基調とする文様帯を持ち縦位、斜位の集合沈線が充填される。また文様帯から胴部に

隆線が垂下、胴部地文は無い。36は平行沈線で垂下無文帯を構成、地文には縦位の綾杉沈線文。37は口径（25.0)

cm。口縁部に隆帯による横楕円区画文、楕円内および胴部には縦位の集合条線を充填。38は隆帯により横楕
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第81図 5-39号住居跡出土遺物(8)

円区画を配し中に沈線で2つの楕円文を横に描く 。楕円内には縦位の撚糸文Lを施文。屈曲部には太い沈線

を廻らし楕円区画線下で渦巻きとする。以下胴部は無文。40は大形土器の胴部上位片、隆帯により楕円文、

渦巻き文で口縁部文様帯を構成、楕円文間には3脚の橋状把手が付いていたものと見られる。楕円文内は刺

突文が充填される。胴部は縦位の集合条線で充填されている。41は口縁部隆帯で楕円、渦巻き文区画文様を

構成、楕円文及び胴部に縦位の集合沈線。口径（37.0)cm。45は隆帯で横楕円文を描き中に縦位条線文を充填。

46は大形の鉢形土器、隆帯により楕円文、渦巻き文を描き文様帯を構成するものと思われる。区画内には縦

位の沈線が見られる。胴部は無文である。47は口縁部片、 2本隆線による弧状文、連結部が隆起、区画内に

は縦の沈線。 49は口縁部に無文帯を設け、隆帯によるn状文が垂下、両側には楕円区画を配すと思われ、区

画内には縦位沈線が見られる。51は口縁に沿って沈線を廻らし隆帯による楕円、渦巻き文区画を構成、区画

内には縄文を施文。53は屈曲部に横位隆帯を巡らし口縁部間に縦の連続沈線文。54は沈線により横位平行線

文を描きその間にX状文。55は口縁に沿って横位隆帯を廻らし、以下沈線による渦巻き文、平行線文を充填。

56 • 57は同一個体片、隆線による渦巻き文を組み合わせた横位、縦位文様を描き地文部は沈線による縦位の

区画と斜位沈線文。58は横位隆帯と垂下する拗り隆帯、地文には縦位の沈線文。59は垂下隆帯の連結部が渦

巻き文、左右には横位沈線、交互刺突文が配される。60は口縁部の弧状隆帯と綾杉状の集合沈線文。61は垂

下平行隆線、斜位の集合沈線地文とし沈線による曲線文様。63は2本沈線による渦巻き文、弧状文を組み合

わせる。64は低い幅広の隆帯により平行線文、波状文を垂下、平行線間は無文、波状文部分には棒状工具施

文の斜位沈線。金雲母片目立つ。65は肩部に隆線が廻り、口縁部すぼまって立ち上がる。隆線から延びる橋

状把手が付され、隆線下2本の沈線による平行線文、曲線文が描かれる。66は有孔鍔付き土器である。口縁

部は短く立ち上がるものと思われ、肩部から平らに延びた鍔の張り出しは短い。穴は鍔に対して斜めに2~
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＼ 

ジ

口

ジ

L=636`2  

40住ピッ ト6

1 黒色土 ローム小粒やや多 く含む、粘性ややあり。

2 黒褐色土 1よりローム粒多く混入。

3 暗褐色土 ローム主体で黒色土わずかに混入。

A
 

5-40号住居跡

1 耕作土

2 黒色土 小礫、 若干の軽石含み上層は耕作による撹乱受ける。

3 黒褐色土 軽石、少趾のローム小プロック含む。

A
-゜

＼

口

A' 
A A' 

L 636← 
5-40号住居跡炉

1 黒色土黄褐色軽石少磁含む。

2 黒色土 軽石含まないがローム粒わずかに含む。

3 黒褐色土 ローム混入、ロームは塊状。

゜
2m 

゜
lm 

第82図 5 -40号住居跡

2.5cmの間隔で穿孔されている。

67は口縁部に 2本の浅い沈線による弧状文を描き、接点部分から 2本の沈線を垂下させ、胴部を縦区画、

区画内には櫛歯状工具による波状文を縦施文。68は口縁部内湾して肥厚、縦位の集合条線文が施文される。

口径（27.0)cm。69は沈線で口縁部にやや幅広の無文帯、以下集合条線を施文、外面良く研磨されている。70

は垂下平行沈線による垂下無文帯で胴部を縦区画し、間には櫛歯状工具による縦位集合条線文。71は櫛歯状

工具による縦位条線文。72は口径(39.0)cm。無文の鉢形土器である。口縁部やや内湾し、口縁部外面に沈線

を一本廻らす。胎土中に砂粒が目立つ。73• 74は口縁無文部片。75は口縁部に小波状を有す鉢形土器である。

口縁部に沈線が廻り、波状部に円孔。円孔下に弧状の沈線及び波状沈線が垂下する。胴部は無文。76は口縁

部に 2本の隆帯が廻り、隆帯を繋ぐ幅広の橋状把手が付く 。胴部、沈線による曲線文、赤彩痕あり 。77は浅

鉢の屈曲部片、突起を有し区画内に縦位沈線。78は三角形を呈す波頂部片、隆帯によって口唇部両端を肥厚

させる。79は内屈する小波状部片。波状部に渦巻き文を描き左右に縦位沈線、屈曲部下に沈線による矩形文、

縄文施文される。80はY字状の突起片である。側面、上面に細沈線で渦巻き文様描く 。81は小形土器、口径

(9.0) cm。口縁部に楕円文を基調とした曲線文で口縁部文様を構成、胴部に沈線によるn状文、蕨手文を垂下。

82 • 84は底部片、 82は低い垂下隆線上を撫で、併行隆線様とし、間には縦位条線文。83は浅鉢の底部片、縄

文LRが施文される。85は底部片、平行垂下沈線の下端部が見られる。欠け口が磨られる。86は土製円盤か。

87~90は石鏃、欠損品である。91は棒状の石錐である。92~106は打製石斧。刃部摩耗したものが多い。103

は基部も摩耗。107はスクレイパーで木の葉型を呈す。108• 109は磨石、 109は大形。llOは敲石である。lll

は板状の軽石製品、片側がやや広がる長方形で、 一端に紐通しの穴を有す。
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5-41号住居跡ピット 1~8 
Pl P2 P3 P4 1 黒色土軽石多く含む。

L=63440嘔正 言 3

-・ 戸3 ・- 2 黒色土軽石少最含む。

3亨 3 黒色土 地山プロック僅かに含む。

4 黒色土 地山プロック 3よりも少ない。

P5 P6 P7 P8 5 黒褐色土 黄褐色軽石極僅か含む。

芯
6 黒褐色土 地山プロック少最、黄褐色

言 慧 3豆 2 軽石少最含む。

5 7 黄褐色土 黒色土塊僅かに含む。

゜
2m 

ー
A' 

A 
L=634.40m 

..Aこ

5-41号住居跡炉

1 暗褐色土 黒ボク主体とし、ローム粒少羞含む。

2 黄褐色土 地山を主体とし、黒ボク不均質に含む。

3 暗褐色土 2に似るが混ざり方が均質。

4 黄褐色土地山埋土。

5 黄褐色土 3に比して色調明るい。

6 黄褐色土 3に似るが締まりあり。

7 暗褐色土 ロームが焼土化し赤味がかる、焼土粒状に見える。

8 暗褐色土 7よりやや明る＜、むしろ赤褐色、ロームが焼けた

もの。

冒
゜

lm 

第83図 5 -41号住居跡
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第84図 5-41号住居跡出土遺物

5-40号住居跡 （第82図： PL13) 

位置 G -14グリッドに位置する。 重複 南側に5-35号住居が重複し、本址を切り、北東側約半分は水

道管敷設坑により壊されている。 形状 円形と思われる。 規模 径約4.0mと推定される。 方位 N-

60°-E 床面 平坦で炉の周囲は比較的締まりがある。 炉 南側半分ほどを検出、石を方形に配す構造

であろう 。炉内に焼土はほとんど見られなかった。 柱穴 壁に沿って推定されるピット 3本を検出したが

明確な配置は不明である。 埋甕 検出されていない。 掘方 構築時の掘り込みは認められなかった。

遺物出土状態 遺物はほとんど見られなかった。 時期・所見 南側を壊され、全体の約半分ほどを検出し

たのみで、全容は不明である。掘り込みも浅く、出土遺物もほとんど見られず、時期も不明である。

5-41号住居跡 （第83図： PL13 • 14) 

位置 D・E-10・11グリッドに位置する。 重複 北に5-30号、西に5-31号住、南に5-44号住居が

重複し、中央には5-500号土坑が重複している。

る。 規模 径4.2mと推定される。 方位 不明。

形状 円形を呈すと思われるが立ち上がりは不明であ

床面 上面削平を受け、また重複遺構も多く、凹凸が

著しい。明確な床面は確認されなかった。 炉 南西部分約半分を5-500号土坑によって壊されていた。炉

石は確認されなかったが、炉床面の中央に深鉢の胴部を転用した炉体土器が検出されている。 柱穴 10本

程が壁内側に廻るが対応関係ははっきりしない。径も小さく比較的掘り込みも浅いものが多い。 埋甕 検

出されなかった。 掘方 凹凸顕著。 遺物出土状態 炉体土器以外は破片が多く点数も少なかった。5-

500号土坑の覆土中より多くの土器片が出土しているが、本址に帰属していた可能性が高い。 時期・所見

重複が多く、明確な範囲・形状はつかめなかった。炉および柱穴の位置等から推定される住居である。時期

は出土土器から後期前半（堀之内 l式期）と考えられる。
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／ 物見られる。

¥ ¥¥/I ―¥  / 2 暗褐色土 黄白色軽石を極微最含む。
/ 3 ロームブロック
／ 

--------一--

L~3`-

Pl8 

ヘ

ト22

l 暗褐色土 ロームプロック微量、炭化物

含む。

2 暗褐色土 ロームプロック含み、黄白色

軽石少量、炭化物含む。

3 暗褐色土 ロームプロック少量含む。 ° 2m 

第85図 5-42号住居跡

5-41号住居跡出土遺物 （第84図： PL66) 

lは炉体土器である、肩部からやや丸みを持って内湾する胴部である。肩部に併行沈線による三角文、弧

状文を横に4単位施文、以下胴部は無文。器面被熱により風化。2は小形深鉢の口縁部片である、口径(13.8)

cm。やや内湾し、口縁部に沈線による重楕円文区画文を横に配す。以下沈線による縦位n文を描き、地文は

縄文を充填している。器肉は比較的薄く、器内外面はやや風化している。3は沈線で画された無文帯と縄

文。4・7は縦位併行沈線文。5は縄文地紋に蕨手沈線文の頭端部か。7は縦位の沈線文。6は横位隆帯か

ら縦に延びる隆帯。8は口縁部片、口唇端部内側に丸みを持つ。沈線による矩形磨り消し縄文。9は口唇部

端部に沈線が廻る無文口縁部片。10は直立気味に立ち上がる無文底部片である、底面に網代痕。11は炉内出

土の底部片、無文でやや薄手である。

5-42号住居跡 （第85図 ：PL14) 

位置 G -11グリッドに位置する。 重複 大半を 5-29号住居によって壊されている。 形状 おそらく

円形を呈すものと思われる。 規模 推定径4.4mである。 方位 不明。 床面 5 -29号住居によって壊

されているために、明瞭な面は確認できなかった。またそれ以外の部分についても土坑等によ って壊されて

いる状況であった。 炉 5-29号住居の掘方調査時に検出されたもので、やや南北に長い長方形の掘方が

確認できたが、炉石は残っていなかった。下面に若干の焼土が確認されている。 柱穴 主柱穴と判断され

る5本が検出された。 埋甕 検出されなかった。 掘方 5 -29号住居跡の掘方とも重複しており凹凸が

著しい。 遺物出土状態 ほとんど見られなかった。 時期・所見 大部分は後世の遺構によ って壊されて

いるために、全容は不明である。出土遺物がほとんど見られず時期は不明である。
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5-43号住居跡

1 黒褐色土 白色粒子やや多く含み地山の黒色土と区別し難い。

゜
2m 

A 

L=633.50m 1 

置
A' 

5-43号住居跡炉

1 黒色土黄褐色軽石わずかに含む。

2 黒褐色土 軽石、ロームは含まず、焼土粒わずかに含む。

3 黒褐色土 2に近いが焼土粒含まない。

゜
lm 

第86図 5-43号住居跡

／／雫9≫可―̀ こ]
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“ 10cm 20cm 

第87図 5-43号住居跡出土遺物
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5-44号住居跡炉

l 褐色土 炭化物粒を微量含み締まりあり 。

2 褐色土 lと近似するがやや明るい色調。

3 褐色土 ロームプロック極微最含む。

4 焼土プロ ック

5 褐色土 ロームプロック微鼠含む。

゜
lm 

第88図 5 -44号住居跡

5-43号住居跡 （第86図 ：PL14) 

位置 A-11グリッドに位置する。 重複 なし。 形状 ほぼ円形か。 規模 310x 300 x 30cm 方位

N-10°-W 床面 平坦であるが、締まりはあまり強くない。 炉 中央やや北寄りに作られている。方

形の石組み炉と考えられる。東側に長円形の川原石が1石のみ検出されている。堀方は方形で 1辺約80cm、

深さは20cm程である。火床面に焼土が確認された。 柱穴 検出されなかった。 埋甕 検出されなかった。

掘方 貼り床、土坑は検出されなかった。 遺物出土状態 中央部分に礫と土器がまとまって出土している。

時期・所見 調査区の東寄り、やや低くなった場所に位置する。遺物は中央の覆土上層中に集中している。

時期は中期後半か。

5-43号住居跡出土遺物 （第87図： PL67) 

1は深鉢の胴部、全面に櫛歯状工具による縦位集合条線文。2は口縁部片、沈線を有す横位隆帯が廻り、

上に横位矢羽根状沈線を施文。隆帯下は無文。3は口縁部片、口縁部内外に隆帯が廻る、沈線による楕円区

画文と縦位の沈線。4は口縁部に隆帯による弧状文か、区画内には縄文。5は縦位の綾杉沈線。6は無文鉢

の口縁部片、口縁部肥厚し角頭状。内外面赤彩痕。7は口唇部が肥厚する無文口縁部片。8は大形の底部片、

底端部丸みを持つ、縄文施文。9は石鏃で脚を欠損する。

5-44号住居跡 （第88図： PL 14 • 15) 

位置 D・E-9・10グリッドに位置する。

重複 住居東部分に複数の大型土坑が重複し本址を切る。

形状 円形と推定される。 規模 (3.8) m 

方位 不明。 床面 不明瞭であった。 炉 川原石を 6

角形に組んだ石囲い炉である。東側を 5-501号土坑によ

って一部壊されている。

‘‘ 

゜
10cm 

第89図 5-44号住居跡出土遺物
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柱穴 6本と考えられるが東側の1本は後世の土坑によって壊されたものと思われる。 埋甕検出されな

かった。 掘方 凹凸が顕著である。 遺物出土状態極めて少なく図示したのは1点のみである。 時期・

所見 重複する土坑が多く、炉部分が検出された当初、屋外炉として調査したが、周辺部がやや落ち込むこ

とや、柱穴と判断されるピットが炉の周りに配されていることから住居と認定した。時期は出土土器等から

中期後半か。

5-44号住居跡出土遺物 （第89図： PL67) 

1は口縁部片、波状口縁と思われる。口縁部に無文部を持ち隆帯により円形区画文を構成、部分的に区画

内に縄文が施文される。

5-53号住居跡 （第90図： PL15) 

位置 F・G-10・11グリ ッドに位置する。 重複 5 -29号住居跡（平安）によって上部を削られている。

形状 壁、周溝等は検出されず、明らかではないが、柱穴の配置からほぼ円形と推定される。 規模 推定

径360cm。 方位 N-32°-E 床面 全体を大きく削平されており、凹凸が著しい、生活面は確認されず。

炉 5 -29号住居跡（平安時代）P5に南側半分を壊されている。北側の炉石の一部と炉体土器の一部が検出

されている。 柱穴 炉の周囲に数本を検出したが他の遺構のものとの重複が多く明確な関係は判断できな

かった。 埋甕 住居の南側に深鉢の胴部分が検出されている。 掘方 不明である。 遺物出土状態埋

甕以外にはほとんど見られない。 時期・所見 5 -29号住居跡の堀方検出時に炉（旧5-3号炉）を確認、

また炉の南側には埋甕（旧5-5号埋甕）が検出された。炉を中心に形4.5m程の範囲がやや低くなり、柱穴

と思われるピットが何本か廻ることから住居と認定した。削平が著しく床面の状況、周溝、壁の立ち上がり

などは確認できなかった。埋甕などから時期は中期後半と見られる。

5-53号住居跡出土遺物 （第90図： PL67) 

1ば炉体土器、深鉢の胴部である。沈線による無文懸垂帯、 U字状文が見られる。縄文RLが施文される。

火を受け器面劣化している。

6-9号住居跡 （第91• 92図： PL7 • 15 • 16) 

位置 A-7グリッドに位置する。 重複 南東部を 5-25号住居跡に切られ、北壁部分に6-161号土坑が

さらに中央部には6-167号土坑があり炉の西側を大きく壊している。 形状 やや南北に長い隅丸方形を

呈す。 規模 長軸400cm、短軸390cm、深さ25cm。 方位 N-7 °-E。 床面 ほぼ平坦でやや締まって

いる。幅15cm程の周溝がほぽ全周している。 炉 中央に位置するが、大部分を 6-167号土坑によって壊

されている。わずかに北側の堀方を確認したのみで、炉石等も確認されなかった。 柱穴 コーナ一部分に

4本を検出、深さは40cm程である。 埋甕検出されなかった。 掘方 掘り込んだ面を地床としており貼

り床、土坑等は見られなかった。 遺物出土状態 ほぽ全面から土器・石器類が出土しているが、炉の西側

にやや大型品が多い傾向が伺える。比較的床面近くで出土したものが多い。 時期・所見 南東部分を一部

壊され、炉についても大部分を失っているが、掘り込み等も良く残っており遺存状態は良い。時期は中期後

半である。
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53住ピット1

1 暗褐色土 炭化物（材）少量含む、灰色土（灰）粒見られる。

2 暗褐色土 ローム粒、炭化物（材）を微最含む。

53住ピット3

1 暗褐色土 ローム粒、炭化物（材）を微量含む。

2 暗褐色土 ローム粒含む。

53住ピット4

1 暗褐色土 ローム粒、炭化物（材）を極微量含む。

53住ビット6

1 暗褐色土 ローム粒含む。

2 暗褐色土 ロームプロックをわずかに含む。

53住ピット7

1 暗褐色土 ローム粒を微最、黄白色軽石含む。

2 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石含み締まりあり 。

Pl 
_.  I 

L=634.60~ 

P3 

こ
3 暗褐色土

P4 4 褐色土
．．  

53住ピット19

¥ l 暗褐色土

2 暗褐色土

ローム粒を微最含み締まりあり 。

ロームプロック少最、黄白色軽石を含む。

ロームプロック、黄白色軽石含む。

ロームプロック多く含む。

P6 
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｀コー

P21 

口

〕

P22 
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A
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L=634.60m 

｀ 
53住ピット21

l 褐色土 黄白色軽石、炭化物を極微饂含む。

53住ピット22

1 暗褐色土 ロームブロソク微量、炭化物含む。

2 暗褐色土 ロームプロック含み、黄白色軽石少醤、炭化物含む。

3 暗褐色土 ロームプロック少量含む。

゜
2m 

A ， A9 1 
A' 

A A' 

L=634三戸這

A' 

5-53号住居跡炉

1 黒色土と灰の混土層

2 暗掲色土 炭化物粒僅かに含む

3 ロームを主体とし、 2を不均質に僅かに含む

4 暗褐色土 2に似るが炭化物粒とローム粒僅かに含む。

（埋甕抜き取り穴）

5-53号住居跡埋甕

1 褐色土 ロームブロック少量含む。

2 褐色土 ロームブロック多く含む。

゜
lm 

゜
20cm 

第90図 5-53号住居跡
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6-9号住居

1 黒色土 ローム、軽石ほとんど含まず締まりは弱い。

2 黒色土 黄褐色軽石僅かに含み、均質、礫を少凪混

入。

．£3  黒褐色土 軽石、礫を含む、締まり弱く若干の炭化物

混入。

4 黒褐色土 3に似るが軽石含まず締まりあり。

5 黒褐色土 3と同質だが、黄褐色軽石僅かに含み締ま

りあり。
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第91図 6-9号住居跡(1)
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L=63480m 

Pl P2 

I 臼言

P3 P4 

冒―- ＼ 

ピット1~3

1 黒色土軽石含まない。

2 黒色土径0.5~2cmの軽石含む。

3 黒色土 ローム小粒僅かに含む。

4 暗黒褐色土 2とロームの混土。

A
 

A' 

A 
L:634.50m 

．△ 

炉

゜
2m 

l 暗褐色土 炭化物微量、ローム粒子多く含む。

゜
lm 

第92図 6-9号住居跡（2)

6-9号住居跡出土遺物 （第93• 94 • 95図 ：PL67 • 68) 

1は肩部に最大径を持つ小形鉢形土器。口縁部に幅狭のテラス状平坦部を有し、口縁部は短く立ち上がる

ものと思われる。胴部文様は、沈線により上部に二重円文、その下にY字文、この間には無文帯を為す2本

の蕨手垂下文を描く 。文様間、円形文内には縄文RLが施文される。器内面風化し荒れている。2は口縁部

に隆帯による楕円、渦巻き文区画を構成、頚部に沈線で画した無文帯を有し以下胴部は沈線による垂下n状

文、 S字文が描かれる。口縁部楕円文、胴部n状内にはそれぞれ横位・縦位の縄文RLが充填される。また

口縁部は小突起状の波状を呈す。3は隆帯による楕円、渦巻き文を描き縄文を充填、下位には沈線による平

行無文帯による縦位区画、区画内には縄文施文後沈線による蕨手垂下文。4は口縁部に楕円文、隆帯による

渦巻き文を描く 。口縁部文様下位には沈線を横に廻らし、同じく沈線による垂下無文帯、曲線文を垂下、地

文には縄文LRが充填される。5は小波状を呈す口縁部片、隆帯による横位の区画文を描き大小の渦巻き文

が見られる。6は口縁部片、口唇部に隆帯と沿って浅く沈線が廻る。口縁部は隆帯により楕円、渦巻き文を

2段構成に描く 。7は口縁部に沿って沈線を廻らし隆帯による楕円区画文。8は口縁部に沿って刺突文列を

伴う沈線、以下地文縄文とし沈線による渦巻き文様か。9は内湾する口縁部片、口縁部沈線で無文帯を画す、

以下縄文施文。10はやや外反する波状口縁部片、隆帯による渦巻き文。中心部に縄文。11は隆帯による横位

楕円文区画、区画内、胴部に無節縄文Lを充填施文する。12は渦巻き隆帯を持つ口縁部片。13は「く」の字

に内屈する口縁部片、口唇部に深い沈線を持つ。屈曲部に隆帯が廻り口縁部に横位矢羽根状集合沈線文の文

様帯を画す。14は横位の幅広沈線下に縦位に箆状工具による集合沈線。15は胴部片、刻みを持つ垂下隆帯、

隆帯に沿って沈線が見られる、地文には縄文RLが縦位施文される。16は4単位となる小波状口縁、波頂部下

に縦s字状文を隆帯で描く 。口縁部は無文帯を画す隆帯がS字文に繋がり、下位にも2本の隆帯が垂下し、

途中肥厚しH状文となる。地文は斜位の集合沈線文。17• 19~21は縄文地文に沈線による縦位磨消無文帯。

17は熱を受けている。19• 21は底部片。21は器面良 く研磨される。18は口径 (10.5)cm。
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第3節縄文時代
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口
〇 10cm 20cm 

第95図 6-9号住居跡出土遺物（3)

小形土器の無文口縁部片。炭化物付着。楕円内には縄文施文。以下縦位の集合条線文。22は無文の底部片。

23・24・27は石鏃、 24は小形品、 27は大型品の欠損品か。25• 26は石錐。26は棒状、 25は三角形のつまみ部

を持つ。28~31は打製石斧、 28は撥形を呈す完形品で刃部摩耗。29• 30は基部欠損。30は板状の礫を利用。

32~35 • 37 • 38 • 39は磨石である。 36は凹石、棒状礫を利用。40は大型石棒の破片、火を受ける。

2.柱穴列

5-1号円形柱穴列（第96図： PL16) 

H • I -13 • 14グリッドに位置する。径約 lm深さ l~1.5mの柱穴が円形ないしは8角形に並んで検出

された。1~5号柱穴は平成6年度に調査を行い、今回の調査で東側にほぼ対になる形で3本の柱穴を確認、

北側にさらに伸びると思われるが調査区外となる。5-10号住居跡を取り囲む様に作られており、住居に付
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第3章 検出された遺構と遺物

帯した施設とも考えられる。柱穴間の距離は2.3~2.5mである。またP4は2本が接する。各ピットは当初単

独の土坑として調査を行っている。

PIT計測値および土坑番号対照表

p 1 p 2 p 3 p 4 p 5 p 6 p 7 

径 (m) 1 1 1. 2 1. 2 Al. 0 B 1 1 1.0 0. 95 1.1 

深さ (m) 1 4 1 2 1 1 Al O BO 75 1.0 0 9 1. 1 

土坑番号 51号土坑 53号土坑 85号土坑 79A • B号土坑 555号土坑 562号土坑 542号土坑

備 考 柱痕あり 柱痕あり

※51. 53. 85. 79A B号土坑［平成8年度に調査、報告されている。（長野原一本松遺跡（I)2002) 
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第96図 5 -1号円形柱穴列
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3.埋甕

埋甕は総数7基を検出した。内訳は5区6基、

96区l基である。このうち 5区の2・3号埋甕、

5号埋甕についてはそれぞれ、 5-23号住居跡、

5 -53号住居跡に伴うものと思われ、それぞれの

住居内施設として記載を行っている。他の埋甕に

ついては単独の遺構として以下に記述を行う 。い

ずれも、単独の埋甕に伴うようなピットなどは確

認されず、礫等も見られない。時期はいずれも中

期後半である。

5-1号埋甕 （第97図： PL17) 

X-1グリッドに位置する。調査区の南東壁寄

りに検出された。掘り込み面は黒色土中にあった

と考えられ、胴上部が浮いた状態で確認した。正

位状態で胴下半部がほぼ一周している。

口縁部は欠損し北側部分は割れて散らばった状

態であった、南側には 2が添えられた状態で出土

している。堀方は土器の形状に掘りこんでおり、

やや粘性を持つ覆土である。周囲にピット等は確

認されなかった。

5-1号埋甕出土遺物 （第98図 ：PL68) 

1は口縁部を欠いている。胴部がほぽ直線的に

開く器形を呈す。断面三角の隆帯による渦巻き文

が並んで垂下し、その間から剣先状文を垂下させ

ている。地文には箆状工具による集合斜沈線文。

底径10.8cm。2は深鉢の口縁部片でほぽ直線的に

立ち上がる。口縁端部がやや肥厚する。隆帯に

よる楕円渦巻き文の口縁部区画文を持つ、区画内

には縦の集合沈線を充填、胴部は端部がつながる

2本の平行沈線による垂下文で縦区画し、その間

に縄文を充填する。縄文LRで条が縦方向に走る。

口径24.0cm。

5-6号埋甕 （第97図： PL17) 

D-10グリッドに位置する。調査区の南端で検

出された。5-44号住居跡の東側に近接、また東

第3節縄文時代

Ito 

ノ

゜
{l ぷ滋>い~f)gi 
A 

魯

言；が

1~ ヽ |ロヽ
A 

L=633.00m 

5-1号埋甕

l 暗褐色土 黄色軽石含みやや粘質。

＼ 

Ac A 
A A' 

L=634.10m 

5-6号埋甕

1 暗褐色土 黄白色軽石を微量、ローム粒を極微量含む。

＼ 』 a A' 
A' A 

96-1号埋甕

1 暗褐色土 締まりあり、細かい黄色軽石含む。

A' 

A' 

゜
50cm 

第97図 5 • 96区埋甕
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I I 

5-6埋甕 1

96-1埋甕 l

＼
 

I I 

96-1埋甕2

こロ
96-1埋甕3
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10cm 
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第99図 5-6号埋甕 ．96-1号埋甕
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4 -1号炉

l 黒色土 白色、黄白色軽石少量含む。

1 ~I 
<̀| 

口
叫 吋図

5 -2号炉

l 暗褐色土 黄白色軽石微量含まれる。

I51 |口

1 
A ］` A' 

|ロヽ 1~、
A A' 
L=634.20m 

汀

側には5-2号炉が位置する。口縁部を下にして据えら

れていた。胴下半部を欠いている。欠け口は丁寧に面取

りが施されている。堀方は底部がやや大きいフラスコ形

で、土器の口縁部が底に着く状態で置かれている。周囲

にピット等の施設は検出されていない。

5-6号埋甕出土遺物 （第99図： PL68) 

1はキャリパー形を呈す深鉢で胴下半部を欠く 。口径

24.8cmである。口縁部に沈線で画される無文帯を有し、

文様は上下2段構成で上段部は2本の沈線による縦長波

状文を描く、下段はn状文、蕨手文様を描く 。地文には

縄文RLが縦位施文される。

96-1号埋甕 （第97図 ：PL17) 

A-22グリッドに位置する。96区の北東隅、谷地の傾

斜変換地点に検出されている。正位に据えられた深鉢で、

ほぼ完形品が据えられていたと考えられるが、口縁部分

は一部欠損している。また、 2が1の上位に出土してお

り、蓋の様な状態であった可能性もある。

96-1号埋甕出土遺物 （第99図 ：PL68) 

lは4単位の波状口縁を持つ深鉢である。口縁部に無

文帯を有し、文様は 2段構成で沈線による円形文、 U字

状文を交互に配し、下段は幅狭となる。文様内には縦位

LR縄文充填。2は1の外側に廻るように出土している。

大形の深鉢胴部である。隆帯による縄文充填のU字、逆

U字状文を上下に描き他は無文。96-1号埋甕3は埋甕

中より出土した磨石である、火を受けひび割れが目立つ。

4.炉

単独の屋外炉である。当初5-1号炉、 5-3号炉と

したものは、周囲のピットの配置、遺物の出土状態など

からそれぞれ5-44号住居跡、 5-53号住居跡とした。

他の炉は周囲にピット等の施設は無く、遺物も見られな

いことから単独の屋外炉と判断した。その配置を見ると、

5区の東端でやや南東に傾斜する場所に取り巻くように
5-4号炉

1 黒色土 黄褐色、小軽石粒少羞含む、粘性ややあり。 イ乍られ、ている。

゜
lm 

第100図 5区炉
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ヽ

4-1炉2

5-4炉1 ロニ 5-4炉2

゜
10cm 20cm 

第101図 4 -1号 ・5-4号炉跡出土遺物

4-1号炉 （第100図： PLl6) 後期

Y-12グリッドに位置する。南東にやや下がる谷地部分に位置する。規模は南北長50cm、東西長45cmである。

大小の礫をやや崩れた矩形に配置しており炉内に焼土は見られなかった。

4-1号炉出土遺物 （第101図 ：PL69) 

lは無文のボール状を呈す浅鉢口縁部片である。口径（48.0)cm、口唇部が内外に肥庫し口唇部やや丸みを帯

びる。2は小波状を呈す口縁部片である。口唇内側が肥厚、波頂部に円孔を有す。

5-2号炉 （第100図： PL16) 

C -10グリッドに位置する。調資区の南壁寄り、 5-34号住居跡の南にあり、 5-6号埋甕が2m程西に位

置する。長さ40~50cmの石4個を四角に組んでおり、炉石はかなり埋め込まれた状況であった。大きさは一

辺約50cmである。炉内に焼土は見られない。

5-4号炉 （第100図： PL17) 

A-l2グリッドに位置する。5-498号土坑の東に近接する。大小10個ほどの石をほぽ四角形に配す。北側

には円礫が据えられている。炉内に若干の炭化物が認められる。

5-4炉出土遺物 （第101図： PL69) 

1は深鉢の底部である、やや外傾して立ち上がる器形を呈す。無文で厚手である。底径10.8cm。2は凹石で

ある、やや扁平ななすび形で両面に一対づつの凹み穴を有す。側縁に打痕あり 。
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5-2号配石

5. 配石

5-2号配石 （第102図 ：PL 17 • 18) 

I -13グリ ッドに位置する。平成8年度に配石として調査を実施したものである。5-45号住居跡と重複

し住居を切って構築されている。上部の調査はすでに行われていたものであるが、精査の結果、配石下土坑

の底面が50cm程下がり、石器および骨片が出土した。骨片は白く焼けた状態で10片程が中位で出土している。

石器は底から数十センチ浮いた位置から磨石が3点、凹石が1点まとまって出土している。いずれも火を受

けた状態である。

5-2号配石出土遺物 （第102図）

1は凹石である。やや扁平な長円礫を利用、凹み穴が表裏に複数見られる。2・3は完形の磨石である、

両面使用し共に長円礫を利用する。2は端部に打痕が見られる。使用面は平滑で特に 3は極めて磨り面が平

滑である。 4は円礫を利用しており、側縁部に敲打による欠損が見られる。いずれの石器も火を受けた状況

が窺え、かなりの煤が付着している。
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6.土坑 ・ピッ ト

土坑 （第103~137図： PLl8~44) 

検出した総数は293基である。各区毎の内訳は3区4基、 4区14基、 5区216基、 6区47基、 95区4基、 96

区8基となる。以下、区別に時期や特徴などを概述する。

3・4区

3区は南に落ちる谷部分の谷頭にあたる。検出された土坑は3基でいずれも上部はかなり削平されていた。

長方形を呈す陥し穴と見られる、 6・7号土坑は等商線とほぼ直交し、 5号土坑は平行する。

4区については調査区が西と東に離れており、調査区の西部に位置する32• 44号は陥し穴である。東側の

調査区ではやや集中して検出されている。39• 41号は傾斜方向と主軸を一にしていることから陥し穴の可能

性もあるが、極めて浅い掘り込みである。他は円形を呈し、堀方は一定せずややり浅いものが多い。出土遺

物も少ない。

5区

平成9年度に調査を行った西側部分と平成10年度に調査を行った東側とで様相を異にする。西側はやはり

陥し穴と見られる381• 383 • 384 • 386号などがある。主軸は等高線と同方向のものと直交するものに分けら

れる。他にも多くの土坑が検出されたが性格を確定できるものは少ない、そうした中で461号土坑は南北に

主軸を持つ長円形の土坑で、中央部が深く両端が浅くなる形状を呈し、南端に大型の深鉢半分が口縁部を南

に伏せた状態で出土している。土器は底面からやや浮いた状態である。土器の時期は後期前半で、土坑墓と

思われる。

東側の調査区では陥し穴と思われる土坑が7基検出されている。いずれも平面は長円形で、底部は長方形

を呈す。長形2.0~3.0m、短径1.0~2.0m、深さは1.5m~2.0mと大形で、縄文の遺構を切って作られ、埋め

土も軟質でロームブロックを上層に混入する。縄文時代の土坑も多く礫や土器を多く出土しているものが目

立つ。また円形で深さ lm以上ある土坑も見られる。1号柱穴列との関連もあり、検討したが円形または方

形に配置されたものは確認できなかった。559土坑は径1.2m程の円形で深さ約40cmを測る。土坑南端に完形

の鉢形土器が斜めに伏した状態で出土している。461号土坑同様土坑墓と見られる。また、覆土の上層又は

脇に大型の礫を伴うものもあり墓坑の可能性がある。これらの土坑墓は後期前半に比定され、中期後半の住

居埋没後に作られている。なお、 542• 555 • 562号土坑は調査を進める中でその形状や配置から 1号柱穴列

とされたものである。また490• 491号土坑は中世に帰属することから、遺構図は中・近世の項に記載を行っ

た、但し遺物については他の土坑遺物と併載した。

6区

6区においては、調査区東側で縄文時代の土坑がやや集中して検出されている。いずれも中期後半の住居

跡と重複するものや周囲に配置されるものである。150• 155号土坑は比較的大型で底が平らである。

167号土坑は9号住居跡の炉を切って作られており、土器片や石器類がまとまって廃棄された状況で出土

している。

陥し穴と思われる土坑も多く検出され、調査区ほぼ全域に10基ほどが点在する。調査区の西側半分につい

ては住居跡も見られず、ほとんどが陥し穴である。規模は長径1.5m、短径 lm前後で深さも lm前後のも

のが多い。主軸は傾斜方向にとるものが多く、等高線に沿うものは少ない。これらの陥し穴からも縄文時代

の土器が出土しているが流れ込みと判断される。

119 



第3章 検出された遺構と遺物

L=634．こ＼言互

佃 3-5号土坑

A
 

A' 

3-4号土坑

1 暗褐色土 粘性、締まり強く白色、黄色軽石少量含む。

2 暗褐色土 白色軽石、黄色軽石含む。

3 暗褐色土 黄色味帯びる、粘性強く黄色軽石含む。

4 黄褐色土 黄色軽石含む、ローム主体で締まり強い。
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3-5号土坑

1 黒褐色土 締まり弱く、 YPK若干含む。

2 暗褐色土締まり弱く、 YPK多く含む。

3-7号土坑
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3-6号土坑

1 黒褐色土 やや締まりあり、 YPK少量含む。

2 黒褐色土締まり弱く、 YPKやや多く含む。

3 ロームプロック

4 暗褐色土 やや締まりあり、 YPKやや多く含む。

5 ロームプロック主体とし若干の黒褐色土含む。

6 淡黄色砂質土 締まり弱く、 7より粒子粗い。

7 浅黄橙色砂質土締まり弱い。

8 暗褐色土締まり弱く、 YPK少量含む。

A
 

B
、

3-7号土坑

L 6 26`  

1 黒色土締まり弱く、 YPK少拡含む。

2 黒褐色土 やや締まりあり、 YPKやや多く含む。

3 褐灰色土 やや締まりあり、 YPK少蘊含む。

゜

B
、 A' 

1 : 40 lm 

第103図土坑（1)
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4 -32号土坑 4 -33号土坑
A
 

＼
 

一A A' 

4 -32号土坑
l 黒色土軽石わずかに含む。

2 暗褐色土黄色軽石含み粘性あり。

3 暗褐色土 黄色軽石わずかに含む。

4 暗褐色土 ローム粒僅かに含み粘性あり。

5 黒褐色土 ロームプロック少絋混入。

1
 
A

＿
 

4 -35号土坑

A' 

よ．—- A' 

L=633.80羹｀

A' 

A
 

A
 
L=633~ 

A' 

4-34号土坑

A' 

4 -33号土坑

1 暗褐色土締まり粘性あり。
2 暗褐色土 締まり粘性あり、白色軽石

少量含む。

4 -36号土坑

A／／口］ A

A - A' . . . 
L=633.60m 

口
4 -36号土坑

l 黒褐色土締まり、粘性あり白色、黄色
軽石含む。

2 黄褐色土締まり、粘性あり白色、黄色

軽石若干含む。

＼
 
A
 

A
 

A' 

A' 

L=633雷
4-34号土坑

1 暗褐色土 締まり、粘性あり白色
軽石含む。

2 黄褐色土締まり、粘性あり白色

軽石、黄色軽石含む。

3 黄褐色土 2より黄色味強く締ま

りやや欠ける。

4 黄褐色土 地山土主体とする。

4 -37号土坑

ぷ
i7
 
J
 

f

I
 

(
 

¥
¥
A
 A - A' ． ．  
L=634.10m 

て
4 -37号土坑
1 黄褐色土締まり、粘性あり白色、

黄色軽石含む。

4 -39号土坑

4-35号土坑

1 黒褐色土締まり、粘性あり白色軽石含む。
2 黄褐色土 締まり、粘性あり白色、黄色軽石を含む。

3 黄褐色土 2より黄色味あり白色、黄色軽石含む。

¥ 4-38号土坑

［ 口△

A ．△こ
L=63500m̀  

4 -38号土坑

1 黒褐色土 粘性あり、黄褐色土プロック、黄色軽石含む。
2 暗褐色土 地山土主体とする。

A
 

A' 

A ― A' ． ．  
L=63宍

4 -39号土坑
1 黒褐色土締まり、粘性あり白色、黄色軽石含む。

2 暗褐色土締まり、粘性あり白色、黄色軽石含む。

゜
1 : 40 lm 

第104図土坑 (2)
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4 -41号土坑 4 -42号土坑

＼三
A
 

A 
L=633.00m 

4 -41号士坑

1 暗褐色土締まり弱い。
2 黒褐色土 黄色軽石、白色軽石含み粘性、締まりあり 。

3 暗褐色土 黄色軽石、白色軽石含み粘性あり 。

4 暗褐色土 3より黒味強く粘性、締まりあり 。

4 -43号土坑

＼
 
臣

：

快

A
 

A
、

．
 

．
 

｀
 

L
1
1
6
3
3
.40
m

 

4 -43号土坑

1 黒褐色土 締まり弱くローム粒を少量含む。 ：：：： 

2 暗褐色土締まり中 ロームプロック多く含む。

4 -40号土坑

＼ 

゜A 

：ロL=633.30m 

ーミミ戸ー

A A' 

A' 

A 
L=633.90rn 

A' 

A' 

4 -42号土坑

1 黒褐色土 炭化物少量含み締まり弱い、軽石、ローム含まず。

2 黒色土 黄褐色軽石わずかに含む、細粒でローム含まず。

こ

A' 

A' 

4 -40号土坑

1 暗褐色土 締まり、粘性中、白色黄色軽石含む。

2 黄褐色土締まり、粘性中、白色軽石含む。

ー
ー
ー
ー
|
ー
¥
‘

’

A
 

坑土号4
 
4
 
4
 

A
 

L
1
1
6
3
3
.7
0
m
 

4 -44号士坑

l 黒褐色土

2 黒色土

3 黒褐色土

4 黒色土

5 黒褐色土

6 黒色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 黒色土

10 黒色土

11 黒色土

A
、

A
、

炭化物少羞含み締まり弱い、軽石、ローム含まず。

黄褐色軽石わずかに含む、細粒でローム含まず。

黄褐色軽石わずかに含む、ローム含まず均質。

2よりやや赤味あり、黄褐色軽石わずかに含む。

黄白色軽石わずかに含む。

4と似るがローム粒わずかに含む。

黄褐色の軽石少量含む。

ローム土均質に混入し、黄色味がかり軽石わずか

に含む。

ローム土不均質に20％程混入。

ローム粒少量混入、黄褐色軽石僅かに含む。

10よりやや多くローム混入、プロック状斑に含む。

゜
1 : 40 lm 
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~ 5-373号土坑

A 

〔ロ

L=635.70m 

A

＿
 

A' 

A' 

!:__..•• 
L=635.20m """' 

＼ 

A' 

A' 

畠

5 -382号土坑

|口

|ごヽ
A 
L=633.60m 

B
、 A' 

‘m| 5-381号土坑吋

A
 

叫 叫
公こ

|
|
|¥
‘
 

卜．

———• 

司

5-383号土坑

1 黒褐色土 暗褐色土プロ ック少羹混入。

2 暗褐色土 軟質、軽石の混入ほとんどな

3 暗褐色土

い。

5-373号土坑

1 黒色土小礫混入する軟質土。

2 黄褐色土 ロームブロ ック多饂に含む。

3 黒色土軽石、黄色軽石若干含む。

4 黄褐色土 ロームプロック含み締まり弱い。

5 黄褐色土 4と似るが締まりあり。

6 黄褐色土黄色軽石多く含む。

7 淡黄褐色土 黄色ローム主体と し、若干の黒色土ブロ

ック含む。

5-381号土坑

1 暗褐色土 黄色軽石少量混じ、赤色土粒少量、小角礫

多く含む。

2 暗褐色土 黄色軽石を少量含む。

3 黒褐色土 炭化物、赤色土粒を比較的多く含む。

4 黒褐色土 締まり弱い、炭化物、黄色軽石少盪含む。

5 黒褐色土 炭化物若干、黄色軽石少量含む。

6 ロームプロ ック 壁崩落土。

7 暗褐色土 黒褐色土プロック、黄色軽石若干含む。

5-382号土坑

1 黒褐色土 締まり、粘性弱い、小黄色軽石が極少量混

じる。

2 暗褐色土 やや粘性あり、ロームブロックを多く含む。

1
 

ヽクツ口ブ

。

ム
む
一
含

ロ
量
、
少

土

石

色

軽

褐

色
黒

黄

5 -384号土坑

m̀| m̀| 

,4
/
 

A
 

.K 

A 
L=633.5Qm 

叫
A
 

g
,
 

叫
5-384号土坑
1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

A
 

旦雪王□□3゚□言ー。
ロームプロ ック混入。

第106図土坑 (4)

叫
A' 

1: 40 lm 
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第3章検出された遺構と遺物

¥ -5-::：号土坑
A 

叫

.A: 

り ＇
_A. 

A 

L=635.00rn 

叫 叫
A' 

5-385号土坑
1 黒褐色士 締まりあり、黄色軽石、ロームプロック

少量含む。

2 黒褐色土 粘性弱く、ロームプロック多く含む。

5-386号土坑
1 黒褐色土
2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 明褐色土

6 褐色土

7 褐色土

8 明褐色土

5 -386号土坑 i`ol ‘m| 

締まりなし、 II層に近似、ローム粒含まず。

lと同質だがやや締まりあり 。
ローム粒少誠含む。

3と同質だがローム粒混入少ない。

ロームプロック、ローム粒含む黒褐色土との互層。

少且のローム含み締まり欠く 。

締まりあり 6と近似。

5と同質でロームプロックの割合少ない。

A' 
~ 

A-

B
 

L
1
1
6
3
4
.3
0
m
 

A
_
 

勺 ・翌—

A
 

|
|
|
¥
‘
 

叫

A' 

5-387号土坑
1 暗褐色土 YPK細粒、土器

'片、炭化物多く

含む。

2 暗褐色土均質で粘性に富

む。

3 黄褐色土 ローム塊主体

YPK粒は大。

4 暗褐色土均質で大型礫多

叫
く含む。

5 暗褐色土 ローム粒少量含

＼ 
む均質土。

5-387号土坑 6 黒褐色土 ローム塊含み締

まり弱い。

7 黄褐色土砂質火山灰土

プロック多量に

含む。

一A' 

E
0
6文
8
9
11
T

．
 竺

5 -388 • 389号土坑

ぐ □゚号:=I>
叫叫

A A' ． ．  

L=634彎

A
 

5-390号土坑

1 暗褐色土 均質で色調暗い、 YPK粒少鼠含む。

2 暗褐色土 均質でやや明るい色調、 YPK粒、

ローム粒多く含む。

3 暗褐色土均質で粘性に富む。

立

L=634.30m 

｀ 
B B' ． ．  

5-388 • 389号土坑
1 暗褐色土 ローム粒多く含む均質土。

2 暗褐色土 やや暗色調、ローム塊、 As-SP粒を含む。

A
 

叫 叫
A' 

―¥ーノー
0 1 : 40 lm 

第107図土坑（5)
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1 :1号土坑~1~ 1 ·|炉392号土坑 ~1

□ ロJ'

L 634：心。m 叫1 ムmi / m| 

万円；言詈□；。口土。
5 :94：：汀言筐こ A゚〔

含み締まり乏しい。

5-3 

, /oo 

ロ又
匝 lt1:

f 
• 一

,

l

 
i
 

A
 

江 叫
f‘ 

5 -393号土坑

m̀| 

5 -394号土坑

叫 m`|

A' 

叫

可 5［ロ―
A' A

 

叫

5 -397 • 398号土坑

＼
 
B
 

叫

A' ・-..::._ 

叫

B' 

95 • 396号土坑

叫

叫叫

L三5三 △

5-392号土坑
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色士

5 黄褐色土

6 黄褐色土

やや暗い色調、少羞の

YPK粒含む。

少蘊のローム塊を含み

締まり弱い。

粘性強く締まり良い。

ローム粒を多く含み

締まり乏しい。

小礫含むローム塊。

YPKを主体とする。

叫 叫
A' 

5-393号土坑
1 暗褐色土 ローム塊を

含み粘性、

締まり乏し

い。

2 鈍黄褐色土小ローム

塊主体と

し、小礫、

炭化物含

む。

3 鈍黄褐色士小ローム

塊主体と

し、締ま

り乏しい。

4 黄褐色土 ローム粒主

体で締まり

乏しい。

5 -399号土坑

A
 

叫 叫
A' 

L~6~.80m -\、一～がクノー
B B' ..  

A

＿
 

ジ

．

lto

oIto
□
 

l
t
o
/
卜
／
l
c
o
A
-
L
“柱

゜

。

含

口

む

、

い

量

。

み

な

む

少

む

含

少

含

粒

含

を

質

も

量

ム

く

PK

。
軟

物

少

一

多

Y

む

、

含

p

K

ロ

を

の

含

む

包

Y

o

、
粒

最

温

含

で

、

む

PK
ム

少

少

を

質

調

含

Y
-

、

。
を

塊

。

均

色

。
＜

ロ

く

り

塊

ム

い

、

い

土

多

土

る

あ

ム

ー

し

調

る

質

を

坑

色

土

明

り

一

口

乏

色

明

軟

粒

土

褐

色

や

ま

口

の

り

い

や

や

ム

号

暗

褐

や

締

小

型

ま

暗

や

や

―

,

謬

大

締

遠

ロ

3
9
1
2

号

土

土

号

土

土

5

6
色

色

土

8
色

色

土

3
褐

褐

色

39
褐

褐

色

・
暗

暗

黒

・

暗

暗

褐

5

7

 

9

9

 

3
ー

2

3

3

ー

2

3

―

―

 

5

5

 

゜
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。
質

質

軟

均

や

]
A

二±
4

5

色

色

A
一
緬6

3

褐

褐

』

暗

暗

粒

粒

鼠

盪

八

ま

み

含

。
1

2

讐
↓
゜
声
言
疇
言
五
島

町
竺
認
c
Yo~
門
ぃ
口
言
い

坑

砂

紗

頑

履

り

5
蝉

認

韮

”

↓

い

叫

這

ロ
締

土

[

』

』

』

』

ご

□

紐

ー

2

3

4

5

6

7

4

0

5

し

『

／

ー

ロ

ロ

u

l

.

u

l

A

-

＼

｀

／

 

叫

A-

叫
A-

」閾
．
 

5

ロ

ロ
L
 

ー

」

／

＼

坑

g

土

A-

号2
 5

叫
《
〗

゜ー
A
-

叫叫
A.  A' 

L 63ロニ`ロ―
1 暗褐色土 ローム塊、 YPK少量含む。

2 褐色土 ローム粒を多く含む。

A 
L=634.70m 

1 2 

3 

5-404号土坑ご1 褐色土大型ローム塊含む。
2 黄褐色土 ローム塊を主体とする。

3 暗褐色土 ローム粒を多く含む。

4 暗褐色土 白色粒、礫を含む。

|口‘
A 

B
、 △ 

L=634.60m 

5-405号土坑ヘ1 暗褐色土 やや暗い、白色粒を含み均質。2 暗褐色土暗色、大粒のYPK少蘊含む。

3 暗褐色土 暗色、白色粒少址含む。

5叫
口

A
-

ー

」

坑

l

.

|

土

g

g

A-

号

＇

シ

6
 ゜
4
 ：
：
◎
叫
ジ

A

l

L=634.60~ 

5-406号土坑

1 暗褐色土 YPK、ローム粒を少量

含む、柱痕か。

2 褐色土 ローム粒多く含む。

□:001) 
A 
L=634.60m 

叫 叫
A' 

L=634．三・三

5-407号土坑

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黄褐色土

叫

m̀| 

A' 

叫
A' 

5-408号土坑

〉¥〔ロ叫 ムOO 
A 
叫

A' 叫
L=634.60m □-

3 

ローム粒、 YPKを少羹含む、 5-408号土坑

均質で締まり良い。 1 黒褐色土 YPK少量含み締まり良い。

ロームプロックを多く含み 2 暗褐色土 YPK少量含み軟質。

締まり良い。 3 暗褐色土 ローム塊を多く含む。

：ば‘ま〗冗。やや多く 〖 -410号土坑 5-141`：上やや軟質、
ム． ◎ ．△ 言 。少量

L=634盆 ・K2黒褐色土締まり良

〕

三

5-409号土坑

1 黒褐色土 YPKを少量含む、柱痕か。

2 暗褐色土 YPKを少址含み締まり良い。

3 黒褐色土 ローム塊を若干含む。

い、 YPK

をやや多

く含む。

゜
1: 40 lm 
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．
 

、
a

芦
5叫
口

¥

4

/

 

A-

叫 叫
A' 

5 -412号土坑 5 -413 • 414号土坑

ヽ
/ ` I 

叫

. 4' 
‘‘‘ 

叫 叫
A.  A' ． ．  

L=634.50m-:-:;に夏三：ア―

B
 

L=6345、逗賃
5-411号土坑

1 黒褐色土軟質、 YPKを少量含む。 5-412号土坑

2 暗褐色土 締まり良い、 YPKを少量含む。 1 暗褐色土

3 暗褐色士締まり良い、 2と同質。

4 暗褐色土締まり良い、 2、3よりも

YPK少ない。

5 -415号土坑

m`| ど含まない。

〉 トー＼ t5-416号□
三：I L634:□6旦即晨：：：：0→ロノク多く含む。

やや軟質、 YPKを少絋、

炭化物極少量含む。

2 暗黄褐色土締まり良く YPK少鉱含む。

3 暗黄褐色土締まり良く YPK多く含む。

4 暗黄褐色土締まり良く YPKをほとん

5-415号土坑

l 黒褐色土 YPK極少量含む。

2 暗褐色土 締まり良くローム多く含む。

3 暗褐色土 やや軟質、 YPK少量含む。

4 暗黄褐色土 締まり良くロームを多く含む、柱痕か。

叫 叫
A.  A' 

戸 3叉．＿
B B' 

ヘ5-413号上坑
1 黒褐色土締まり良くYPK極少

量含む。

2 黒褐色土締まり良くYPK極少

量、赤色土粒混じる。

5-414号土坑

1 暗褐色土締まり良く拳大の礫

多く含む。

2 暗褐色土締まり良くYPK少塁、

ローム粒多く含む。

5 -418号土坑

5 -417号土坑

叫
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l
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---―̀ 

A
 

叫
・△叫

叫叫
A.  A' 

5-417号□夏言―
1 暗褐色土 やや軟質、 YPK少量含む。

2 暗黄褐色土 締まり良く YPKやや多く角礫含む。

3 暗黄褐色土 締まり非常に良い、 YPK少量含む。

5-418号土坑

1 黒褐色土 やや明る <YPK少羞含む。

2 暗褐色土 大粒のYPK、白色粒を含む、礫混入柱痕か。

3 暗褐色土 明るい色調、大粒のYPK、ローム粒含み締まり良い。

4 暗褐色土 大粒のYPK、小型のローム塊を多く含み締まり良い。

5 暗褐色土 暗色、小粒YPK、ローム粒少最含み締まり良い。

6 暗褐色土 ローム塊、 YPKを多く含み締まり良い。

7 暗褐色土 ローム塊を多く含み締まり弱い。 0 1 : 40 

8 暗褐色土 大ローム塊、 YPK多く含み締まり弱い。

第llO図土坑（8)
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m̀| ‘m| 

A
 

一

砂／
．

叫

A
 

叫
A' 

ームプロック

多く含む。
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L=634.00mー、：こ／
5-423号土坑

1 黒掲色土やや軟質、 YPK少量。

2 暗褐色土 締まり良くローム粒多く含む。

ー
5-424号土坑 -4. 
1 黒褐色土締まり良く YPK少量含む。

2 黒褐色土締まり良く YPK若干多い。

3 黒色土締まり良く YPKを極少誠含む。

L=634.10m 

支
5-422号士坑
1 黒褐色土 締まり良くYPKの混入少ない。

2 暗褐色土 締まり良くローム粒少量。
3 暗褐色土 締まり良くローム多く含む。

¥ 」|5-427号土:1

5_:]5 426号土坑｀m| シ ロロ／叫

A. 公ニ
L=634.30m 

I 

3 

l 暗褐色土 YPK少量含み暗色。

5-425号土坑 ＼＼ ）プ •生' I:::-427号土坑［ 口
2 暗褐色土 YPKを多く含みやや明るい。 ; ; I 2 暗褐色土 YPKを多く含みやや軟質。

5-426号土坑 叫 叫 3 暗褐色土ロームプロソクを多く含み締まり良い。

l 暗褐色土 暗色、白色粒含む。 ~;__ _ ' _:._K' 4 暗褐色土 ロームプロック若千多く、締まり良い。
2 暗褐色土 白色粒少蘊含む。 L=634.00iy＼ー、―¥//-r- 。 1 : 40 lm 

3 褐色土小ローム塊、YPK含む。

第111図土坑（9)
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5-429号土坑

5-428号土坑 1 暗褐色土 白色粒、炭化物含む。

1 暗褐色土 やや明るい、YPK少量含む。 2 暗褐色土 白色粒多く含み締ま

2 暗褐色土暗色、小礫、YPK少址含む。 りあり。

3 暗褐色土粘性あり、 YPK少量含む。

5 -431号土坑 ／ 

母 l►Yr 叫
5. 
B 

^ / ̂ ‘ `  --_,  

叫叫
A.  A' ． ． 
L=634.00m 

丁
32号土坑

暗褐色土少蘊の白色粒含む

暗褐色土暗色でYPK少量含

3 暗褐色土 暗色で均質、粘性強い。

L=634.20m 

胃

A
、

5-431号土坑

1 黒褐色土 白色粒子、 YPK少蘊含む。

2 暗褐色土 大粒のYPK多量に含み締まり弱い。

3 暗褐色土 大粒のYPK、ローム粒多蘊に含み

締まり弱い。

L 56S442300m：口：どゾ「
1 暗褐色土 明色、YPK少蘊含み締まり弱い。

2 暗褐色土 明るい小ローム塊含み締まり弱い。

3 暗褐色土 暗色、白色粒子含む。
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L=634.00m I -
5-434号土坑

1 暗褐色土
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性粘色暗

富みYPK少量
含む。

2 暗褐色土礫、 YPKを含
む。

色土 ローム粒多く含

む。

： 
_A., 
L=634.20m 

5-436号土坑

l 暗褐色土 白色粒、 YPK、小礫含む。

2 黄褐色土 ローム塊を主体とする。

3 暗褐色土 白色粒少量含む。

4 暗黄褐色土 明るい色調、ローム粒多く含む。

A
 

叫

ロ

叫
A' 

5-433号土坑

1 暗褐色土 YPK、白色粒子含み

締まり弱い。

] 5-mi35号土坑叫

：上ロム］
A 

L=634.00rn 
＿ゞミブ1―

1 暗褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色土

5 暗褐色土

叫
A' 

5-435号土坑

1 暗褐色土 白色粒少量含む。

2 暗褐色土 白色粒、ローム粒少量含む。

叫
五

締まり良く白色粒、 YPK少蘊含み礫を

多く混入。

やや軟質、 YPK少蘊含む。

やや軟質、 YPK、ローム粒やや多い。

締まり良く YPK少鉱含む。

締まり良く YPK、ローム粒やや多い。
0 1 : 40 lm 

第112図土坑 (10)
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5-439号土坑

5-438号土坑 ＼ ` | ｀ | 
1 暗褐色土 締まり良く白色粒多 m m 

く含む。

2 暗褐色土 締まり良くローム塊 ◎ 
主体とする。 ―A . 

3 黒褐色土締まり良く YPK少鼠 • --A' 

含む。

4 黒褐色土締まり良くYPK、ロー

ムブロック少最含む。 ． ．  

叫叫
A A' 

L=63310m 

5-439号土坑

1 暗褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土
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5-442号土坑

叫

A 

L=633.20m 

叫

m̀| 

A' ·— 

ロニ／

叫 A
A'_  
・一 5-440号土坑 L=632.80m 

1 暗褐色土締まり良く YPK多く含む。

2 黒褐色土軟質、YPK少蘊含む、柱痕か。

3 黒褐色土締まり良く YPKを極少蘊含む。

4 黒褐色土 3と近似やや軟質。

5 暗褐色土 やや軟質、ローム粒多く含む。

6 暗褐色土 5と近似、やや軟質。

7 暗褐色土 締まり良くローム粒の混入少ない。

m̀| 

A' 

叫 叫
A.  A' 
. 、

L=632.10m 

互 ＼ 口
5-443号土坑

黒褐色土 締まり弱くローム塊

黒褐色土 締まり良くローム粒

3 黒色土軟質、 YPKを少抵含む。

4 黒色土 やや軟質、 YPK少量含む。

5 黒褐色土 締まり良くローム塊をまばらに含む。

5-444号土坑
1 黒褐色土 締まり良くローム粒、 YPK少饂含む。

2 黒褐色土 1よりやや暗色、細かなYPKを少最含む。

0 I: 40 lm 

叫
A' 

叫

5-442号土坑

1 暗褐色土締まり良く、 YPK含む。

2 黒褐色土締まり弱く YPKを m 叫
極少温含む。 A I A' 

3 黒褐色土締まり弱く YPK多く 戸函．10m •一一

5-445号土坑 含む。 一〔□□：：三戸
1 黒褐色土締まり弱い、 YPK少饂含む。

2 暗褐色土 締まり良い、 YPK、ローム粒多く含む。

3 暗褐色土 締まり良い、ローム漸移土プロックまばらに含む。

4 黒色土締まり良い、 YPK多く含む。

5-441号土坑

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 暗褐色土

5 -443 • 444号土坑

YPK多い。

YPK少鍼。

軟質、 YPK

混入少ない。

軟質、ロー

ム粒多い。

第113図土坑 (11)
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5-446号土坑
1 黒褐色土締まり弱い、 YPK多く
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含み、炭化物少量含む。
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5-447号土坑
1 黒褐色土 締まり良い、ローム粒、 YPKともに少

量、 5~10cm大の礫多数。
2 暗褐色土 締まり弱い、 YPK少なくローム粒やや

多い。

3 暗褐色土 締まり弱く、ローム粒多い。
4 暗褐色土 締まり良い、 YPKを多く含む。
5 黒褐色土 締まり良い、 YPK、ローム粒ともに少

5-449号土坑
l 暗褐色土 締まり良い、ローム粒、 YPK少量含む。
2 暗黄褐色土 締まり弱くローム多く含む。
3 暗褐色土 締まり良い、 YPKやや多く含む。
4 黒褐色土 締まり良い、 YPKをやや多く含み、ローム粒少饂。

A' 5 黒褐色土 締まり良い、 YPK、ローム粒少ない。

5-450号土坑
1 黒褐色土締まり弱く YPK極少最含む。

址。

A

l

 

叫 叫
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5-453号土坑
1 暗褐色土 締まり弱い、 YPK少温、ローム粒多く含む。
2 暗褐色土 締まり良い、 YPK少量、炭化物少量含む。

L=63宍 亨

＼□／0/::、坑
締まり良い YPKをやや：口：く含む。ロ ニ：

叫 ~`1
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YPK少蘊、

赤色土粒、
炭化物や

や多い。

暗褐色土 YPK少羞、
炭化物少

量含む。

叫 3 暗褐色土 YPK少址、
..Aこ ローム粒

やや多く

含む。
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5-457号土坑
1 黒褐色土締まり良く YPK少絋含む。
2 黒褐色士締まり弱く YPK若干含む。

・
 

A
- ◎ ••: 

5-456号土坑
1 暗褐色土 締まり良い、ロームプロック多く含む。
2 黒褐色土 締まり良い、ロームブロック（やや大）多く含む
3 暗黄褐色土 締まり良い、ロームプロック、 YPKプロック多く含む。

第114図土坑 (12)
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A ロ
A' 

A' 

1
5
:
 

A
-

］ 

A-
．五

A
 

A' 
A 
L=635.50m 

5-496号土坑

一
A
 

5 -495号土坑

一

A 
L~635.50m 

A' 

A' 

.K 

5-496号土坑
l 黒褐色土

2 黒褐色土
3 黄褐色土
4 黒褐色土

5 黒褐色土
6 黒褐色土
7 黄褐色土

カクラン

5 -497号土坑 、iol

＼ 
A
 

A 
L=634.60m 

微量の軽石含む。

軽石、若千のローム混入する。

地山黄色ロームプロック主体とする。

2を基調とするが黒味強く、軽石の
混入見られない。

黄色軽石多く含み締まりあり。

5に似るが軽石は少く小粒。
黄色ローム崩落土、やや粘性あり。

5-493号土坑
1 黒色土 黄白色軽石、ロームプロック少量混入、

締まり弱い。

2 黒褐色土 黄白色軽石、ロームプロ ック含み、
黒色炭化物わずかにあり。

3 黒褐色土 黄白色軽石少量、ロームプロック
（大）含み締まりやや弱い。

4 暗褐色土 黄白色軽石、ロームプロックわずか
に見られる。

5 暗褐色土 黄白色軽石、ローム粒少量含む、締
まりやや弱い。

5-495号土坑
1 黒褐色土 若干の黄色軽石含む。
2 黒褐色土 若千の黄色軽石含み、 1より締ま りあり。
3 暗黄褐色土 大小の軽石含み、締まりあり。
4 暗黄褐色土 軽石の混入少なくやや軟質。

m̀| 

．△ 

叫

A' 

叫
A' 

5-497号土坑
1 暗褐色土 ローム粒やや多く、炭化物少

蘊含む。黄色軽石多い。

2 暗褐色土 ローム粒多く含む。黄色軽石
やや多い

3 黒色土 ローム粒、軽石少ない。
4 黒褐色土 黄色軽石少量含む。
5 黒色土 締まり弱く、黄色軽石少蘊含む。
6 暗褐色土 ロームプロック、黄色軽石

少蘊含む。

7・8 ロームプロック 若干暗褐色土含む。
9 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒多

く含む。

10 暗黄褐色土 ローム粒多く含む。

゜
1: 40 lm 

第116図土坑（14)
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5 -498号土坑 叫

A

/

 

A
-

叫

．
 

g̀
 

芦

g
A

l

 

5-499号土坑
1 黒褐色土 ローム粒、プロック含む。

2 黒色土軽石。

3 黒色土極少量の軽石混入。

4 黒色土 部分的にローム小プロック含むが少ない。

5 黄黒色土 ロームを多く混入。

5-498号土坑
l 暗褐色土 ローム粒、小礫少蘊含む。

2 黄褐色土 ロームブロック主体とし若干暗褐色土を含む。

3 暗褐色土 締まりあり、ローム粒多く含む。

4 黒褐色土 締まり弱く黄色軽石少羞含む。

5 暗褐色土 締まりあり、ローム粒、黄色軽石をやや多く含む。
6 黒色土 締まり弱く黄色軽石少量含む。

7 暗褐色土 締まりあり、ローム粒やや多く含む。

8 暗褐色土 ロームブロックを主体とし暗褐色土少最含む。

9 黒褐色土 締まりあり、ローム粒を少温含む。

Jt:r:1 5 -499号土坑

1口＼

A
-

A' .-

匠A‘— 
L=634.50m 

B
、 ．△ 

゜
1 : 40 lm 

第117図土坑 (15)
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|口 ／
 

5 -500号土坑
|口

B
、
A
 

B
、 A' 

L=634.70m 

5-500号土坑
1 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石微量含む、締まりあり 。
2 暗褐色土 ローム粒微量、黄白色軽石含む、締まりあり 。

3 暗褐色土 ローム粒含み、締まりあり 。
4 暗褐色土 黒色土ブロック少量、ローム粒、黄白色軽石見られる、締まりあり 。

5 黒色土 ローム粒を微最、黄白色軽石含み、締まり粘性あり 。
6 黒色土 ローム粒を微量、黄白色軽石微量含む。

7 黒色土 ロームプロック含み、黄白色軽石見られる。

5 -501号土坑

m̀| m̀| 

ー
什
日
＼

．
 

A
-

． 芦

A 

L=634.50m 

叫
A-

g
,
 
．
 

5-501号土坑

l 黒色土軽石少量混入。
2 黒褐色土軽石、ローム混入。

3 黒色土 若千の軽石混入し黒味あり 。

4 黒色土 3よりさらに黒味強くやや粘性あり 。
5 黒褐色土軽石混入。

6 黒色土少最の軽石混入。

7 黒褐色土 ローム、軽石多く含み粘性あり。

゜
I: 40 lm 

第118図土坑 (16)
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叫 m̀| 5 -502号土坑

＼
 
．
 

A

l

 

A 
L-634.60m 

叫

. A' -

叫
•• 

3
4
5
6
7
8
 

5-503号土坑
1 暗褐色土
2 暗褐色土

3
 

暗褐色土

5-502号土坑
1 暗黒褐色土 若千のローム含む。
2 黒色土 1を基調とするがロームの混入ほどん

ど見られない。

黒色土 黒味強くやや粘性あり 。

暗褐色土 若干のローム小プロック混入。

黄褐色土 ロームプロックを主体とする。

暗黄褐色土 ロームを斑状に混入。

暗褐色土 ローム粒子若干混入し締まりあり 。

暗黄褐色土 地山ローム粒子、プロックを混入。

．
 

A
-

ー
什
什
7
ー
A
 

．△ 

L635□□ニ
黄白色軽石を極微量含み締まりあり 。

黄白色軽石少誠含む、締まりあるが粘性

なし。

ロームプロックを斑状に含む。

5 -505号土坑

A' 

L口／△
5-504号土坑
1 暗褐色土

2
 

叫
A
-

□
／

□
 

m
 

向
A-634

、
o

L

み

り

粒

性

＝
 含
あ

ム

粘

“

竺

芦

｛

石

性

、

締

坑

土

犀
巴

□
/
¥
 

褐色土

A-
．互

5-506号土坑
1 暗褐色土

2
 

3
 

暗褐色土

暗褐色土

A
 ．
 

A 

L=635.00m 

ローム粒含み、

締まりあり 。

黄白色軽石微

量含む。

ロームプロッ

クを少蘊含む。

A

＿ロ
A
-
J

O

m

坑

土

土

5

土

色

色

63

号

褐

褐

―-

5

 

L

O

 

1

2

 

5
 
5
 

~ 5-5:1号土坑

叫

黄白色軽石含み、締まり強い。

黄白色軽石微量含む。

m̀| 

A' ． 

E
0
8
't
£
9
11
1
 

．
 g
 A
-．
 

A' 

5-507号土坑
1 暗褐色土 ローム粒含み締まりあり 。

2 褐色土 暗褐色土プロック含み、締まりあり 。

3 褐色土 ロームブロックを僅かに含む。

4 褐色土 明るい色調、ロームブロックを少鉦含む。

5-508号土坑
1 暗褐色土 黄白色軽石が見られる。

2 褐色土 黄白色軽石を極微饂含む、粘性ほとんどなし。

3 褐色土 炭化物粒含み、締まり粘性ややあり 。

4 ロームプロック
5 褐色土 黄白色軽石含む、粘性ほとんどなし。

6 褐色土 ロームプロック僅かに含む。 ゜
1: 40 lm 

第119図 土坑(17)
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A' A
 

L石言一 L-634ロ A
-

]
 

』
ク
'勺
＜
 

0
7
 

A' 

A' ． 

5-509号土坑
1 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石含む。柱痕か。
2 暗褐色土 ローム粒含み、粘性ほとんどなし。
3 褐色土 ロームプロック、黄白色軽石を微蘊含む、
4 褐色土 ロームブロック、黄白色軽石極微量含む、

3に比して央雑物少ない。
5 褐色土 ロームプロックを極微量含む。

5-510号土坑
1 褐色土 ロームプロック微量含み、黄白色軽石が見られる、締

まり強い。

2 褐色土 ロームプロック、黄白色軽石含む。
3 褐色土 ロームプロック、黄白色軽石含む、締まり粘性ややあり 。

A
l

A
l
 

坑

ロロ
5
 

A
-

A
 

\• 

L=634.30m 

5-511号土坑
1 黒褐色土 黄白色軽石、ローム粒が見られる、締まりあり。
2 黒褐色土 黄白色軽石、ローム粒微量含む。
3 褐色土 ローム粒少量含み締まり 、粘性あり。

＼ 

：口 AA 
L=634.30m □ 5-514号土坑

1 黒褐色土 軽石含む、ローム粒を底部付近に多く含む。

5-512号土坑
1 褐色土 暗色、ローム粒、黄白色軽石が見られ、締まり強い。
2 暗褐色土 黄白色軽石を微量、黄白色軽石が見られる。
3 暗褐色土黄白色軽石を極微量含む かた＜締まり粘性なし。
4 暗褐色土黄白色軽石、ローム粒、炭化物粒含む。

5-513号土坑
1 黒褐色土黄白色軽石含む。
2 黒褐色土 黄白色軽石、ローム粒含む。（壁の崩落による）

5 -515 • 516号土坑

．
 

A
_
 

A 
L=634.50m 

A' 

A

A

-

5

三
▽

¥
 

.

.
 g
 

A

-

A
＿
啜L
 

5-517号土坑
1 暗褐色土 ローム粒少量、黄白色軽石

含む。粘性ややあり 。

2 黒褐色土 黄白色軽石が見られる。
3 黒褐色土 黄白色軽石微羹含む。

A' 

ロームプロック
5-515 • 516号土坑
1 暗褐色土 ローム粒、黄白色軽石を極微晨

含む。

2 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒、
黄白色軽石、灰色砂質土微最含む。

3 暗褐色土 ロームプロック少誠含む。
4 暗褐色土 黄白色軽石微量、炭化物粒が

見られる。

゜
1 : 40 lm 

第120図土坑 (18)
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□ 土

口5-520号土坑1 黒褐色土

5 -520号土坑

A' 

2

3

4

 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

I
|
|l
lし
¥
ド
|

黄白色軽石含み、炭化物

粒が見られる。

黄白色軽石を極微最含み、

ローム粒の炭化物粒含む。

黄白色軽石を極微絋含み、

ローム粒が見られる。

黄白色軽石、ローム粒が

見られる。

L=633ロ

..A.—- • 土
L~634.1 0m 

ロー竺

5-521号土坑
1 黒褐色土

2

3

 

5 -521号土坑

暗褐色土

暗褐色土

:/ 
5-524号土坑
1 暗褐色土5-523号土坑

1 暗褐色土 黄褐色軽石極微羹含む。
2 褐色土黄褐色軽石見られる。

3 明褐色土黄褐色軽石見られ、締まり、粘性あり。

．△ 

A' 

黄白色軽石を微量含み、ローム

粒が見られる。

黄白色軽石、ローム粒含む。

ローム粒微量含み締まりあり。

5-525号土坑
1 暗褐色土

1 
〔 ロ

5 -526号土坑

黄白色軽石微量含む。

2
3
4
5
6
 

5-522号土坑
1 暗褐色土
2 暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

3

4

 

ー

A
 

A
 

A 
L=633.70m 

ローム粒、炭化物粒含む。

ローム粒含み、黄白色

軽石見られる。

ローム粒少量、焼土粒を

微絋含む。

黄褐色ローム ローム小プロック混

在、黄白色軽石見ら

れる。

暗褐色土

5 -525号土坑

A' 

A' 

A' 

A' 

L=634.40m 

A 
L=634.70m 

A' 7 褐色土

5 -527号土坑

ロームプロック少量、黄白色軽石極微

量含む。

ローム粒、黄白色軽石が見られる。

ローム粒多く含む。

黄白色軽石微量含む。

黄白色軽石微温、ローム粒が見られる。

ローム粒を微最、黄白色軽石が見られ、

締まりあり 。

ローム粒を微量、黄白色軽石が見られる。

A' 

5-526号土坑
1 暗褐色土

2

3

 

暗褐色土

褐色土

黄白色軽石を微最、締まり

あり。

黄白色軽石、ローム粒極微

量含む。

ロームプロック少量、黄白色

軽石を極微址含む。

A
 

A' 

5-527号土坑
1 暗褐色土

A' 
2

3

 

4
 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄白色軽石を微

蘊含む。

ロームブロック

を微量含む。

黄白色軽石を極

微量、ローム粒

が見られる。

ローム粒含む。

゜
1: 40 lm 

第121図 土坑 (19)
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L=63~ 

△. 

5 -529号土坑

＼
 

A 
5-528号土坑 L=635.40m 

1 暗褐色土 黄白色軽石微鼠含み、 一＼こここ：こここここここTー
炭化物粒、ローム

粒含む。 5-529号土坑
2 暗褐色土 ロームプロック微誠 1 黒褐色土 炭化物粒含む。やや砂質。

含み、黄白色軽石が

見られる。

5 -532号土坑

： ・ロ： ロ

ロここ／含15：ここ：3／尺占く：：：：

A □□言》 △ ＼ 539号土坑 m̀| m̀l 

5 -533号土坑

A' 

A -

L＝三］口 △

5-535 • 536号土坑
1 褐色土 黄白色軽石極微最含み、土ン・

ローム粒見られる。

2 暗褐色土 黄白色軽石を極微最、
ローム粒含む。

5 -538号土坑~ · _ --- _A, 

:• O ・△ 
L=634ロ・ロ五

5 -534号土坑

'5-530・531号土坑

A. 

A 
L=635.00m 

口
5-530 • 531号土坑
1 暗褐色土 ロームプロック微旦含み、黄白

色軽石、灰色砂質土見られる。

2 褐色土 ロームプロックを微量含み、黄白
色軽石が見られる。

3 暗褐色土 黄白色軽石を微量、炭化物粒、
灰色砂質土見られる。

4 暗褐色土 黄白色軽石、炭化物粒見られる。

A' 

A' 

A' 

5 -537号土坑

芦

叫 g
A
-

5-538号上坑
l 暗褐色士 ローム粒含み、締まりあり。
2 暗褐色土 黄白色軽石、ローム粒含む。

5-539号土坑
l 黒褐色土 黄白色軽石、ローム粒

含む。

2 黒褐色土 黄白色軽石含む。
3 黒褐色土 ロームプロック微蓋、

黄白色軽石含む。

4 黒褐色土 ロームプロック少量、
黄白色軽石含む。

゜
1: 40 lm 

第122図土坑 (20)
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5-540号土坑 5 -542号土坑

吋 吋円
5-540 • 541号土坑
1 暗褐色土 黄白色軽石見られ締まりあり。
2 暗褐色土 ローム粒含む。

5-543号土坑

A. 
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¥

E

g)
.
S
E
9
1
1
T
 

坑
ー
•
•
|̀

V

V

 

[

／

口

吋

|
|
|
¥
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5

ロ
1
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A-

．五

L—よ□□TA

5-542号土坑
1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 黄褐色土

4 黄褐色土

5-544号土坑
1 暗褐色土 黄白色軽石が見られ、締まりなし。
2 褐色土 黄白色軽石を極微量含み小ローム粒見られる。

＼

□i 
A 

L=636.20m 

小礫、極少饂のローム粒子含む。

ローム小プロック、小砂礫多く含む。

砂質のロームニ次堆積土。

3と似るがやや黒味帯びる。

5

ロ
ー
什
什
＼
ー
・A
-

A

-

A' 

．互

.K 

□口坑△ 51545：心ロニニ見られる。

L=634.90m 
4. ．五／／ ＼＼ジ

5-546号土坑喜
1 黒色土混入物少ない。
2 黒褐色土 若干の黄色軽石混入。 ...A.. 

3 黒褐色土 軽石、ロームプロック混入。 w35.4om 

．互

5 -549号土坑

5-543号土坑
1 黒色土黄色軽石混入。
2 黒色土 1と似るが軽石やや大粒。
3 黄褐色土 軽石、ロームプロック主体。

4 黄色土 地山ローム主体としやや軟質。

<5-547号土坑
..A.．五

L=635.50m 
A □ A ．．  
下

A' 

] 5-548号土坑

： 口上

A' 

麟

．
 

B

＿
 

B' 

5-547号土坑
1 黒色土細粒でやや軟質。
2 黒色土 若千のローム小プロック混入。

3 黄褐色土 ロームプロック主体とする。

A
 
L =63[  

.K 

5-548号土坑
l 黒褐色土 ロームプロック含む撹乱。

2 黒褐色土 ローム粒子若干含む 1より黒味あり 。
3 黒褐色上 ローム分多く含み締まりあり。

第123図土坑 (21)

5-549号土坑
1 黒色土
2 黒色土

3 黒色土

細粒で締まり弱い。

黄色軽石、小礫含む。

2と近似、軽石の混入少なく、
若干のローム小プロック含む。

0 1 : 40 lm 

140 



第 3節縄文時代

/5-550・574号土坑

A_ 
•土

A_ 
A' 

0

0

 

色

る

り

白
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黄

ら

り

、

見
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む
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が

締

゜
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』
』

L

5

1

2

3

5

 

＿

＿

ー

2

5

5

 

△. 

5 -553号土坑

ロ上＼
A A' ． ．  

L=635.~ 

5-553 • 554 • 556号土坑
1 黄褐色土 ロームプロック混入。
2 黒色士微石粒混入。

3 黒色土 微石粒混入、若干のローム含む。
4 黒色土 ローム分多く含む。

5 -555号土坑

．
 

A- .K 

石軽色白
。

黄

む、

。
含

¥

1

日
O
V
S
£9=
1

粒

る

粒

|
.

'

|
—

ム
れ
ム

一
ら
l

`

V

V

 

ロ
見
ロ

ー

吋

土

土

坑

坑

色

色

土

土

褐

褐

号

号

暗

暗

ー

1

5

 

5

5

 

1

2

 

5

-

＿

5
 

5
 

A
 

A
 

A 

L=635.90m 

□ A 
下6言二—△

L=635.70m I 

5-r：ロニ
l
什
日
¥

|

A

＿
A 
L=635.50m 

A-

．
 

A
-

A

l

 

5

ロ
A
i
 

l‘ 
A
 

A' 

5 -556号上坑

A' 

A' 

＼ 
5 -559号土坑

．△ 

A' 

5-555士号士坑
1 黒褐色土
2 黄褐色土
3 黒褐色土
4 黒褐色土
5 黄褐色土

゜

ク

む
ッ

含

。
口

物

入

プ

化

混

ム

炭

ク

一

の

ッ

ロ

量

。

ロ

い

少

む

。

二̀
]

A

[

/

6

』
[
]
.
3
5
6
4
3

A' 

L 63`  

若干の礫、軽石含む。

ロームプロック主体とする。

1と似るがローム粒子含む。
地山ロームプロック多く含む。

地山ローム崩落土。

゜
I : 40 lm 

第124図土坑 (22)
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検出された遺構と遺物

5 -560号土坑

A 
L=635.30m 

A' 

.K 

5 -561号土坑

ロ ロ
A 

L-635.55m 

A' 

A' 

A
 

5 -562号土坑

凸ニ

5-560号土坑
1 黒色土 やや明るい色調の黒ボク土。
2 黒色土黒ボク土 （軟質）。
3 ローム塊

4 暗褐色土
5 暗褐色土
6 暗褐色土

ローム粒、黄色軽石含む。

ローム粒ほとんど含まない。

5とロームの混土。

5-563号土坑

A

＿
 

口
|
|
¥
、

A

立 ．A
L=635.70m 

ローム：

5-563号土坑
1 黒褐色土
2 黒褐色土

3

4

 

土

坑
色
土

褐

。

号

黒

む

。

2
ー

含

む

56

。
に

含

一

む

か

ク

5

含

ず

ッ

]

[

 

土

土

土

坑
色
色
色

土

褐

褐

褐

号

黒

黒

暗

ー6
 1
2

3

 

5
 
5
 

A

＿
 

r-564号土坑

口 △

0

0

 

む

土

。

含

混

む

A
一

に

の

含

•
か
ム
か

□
]
 

坑

土

土

土

A
＿

土

色

色

色

L

号

褐

褐

褐

64
暗

黄

暗

5
 
5
ー

2

3

黄褐色軽石、黒色炭化物わずかに含む。

黄褐色軽石、黄褐色ローム土わずかに混入、黒色炭化

物わずかに含む。

暗褐色土 黄褐色軽石やや多く含む、黒褐色土塊混入し、まだら

に見える。

黒褐色土 黄褐色軽石、暗褐色土塊多く混入しまだらに見える。

2

3

4

5

6

 

黄褐色土

黄褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

A' 

A
 

A 
L=635.50m 

黄褐色軽石少址、玉砂利わずか

に混入。

ロームを主体とし黄褐色軽石多

く含む、全体に黒褐色土混入。

ローム主体、黄褐色軽石少量

混入。

ローム土混入しやや黄味がかる、

黄褐色軽石わずかに含む。

軽石はほとんど含まず、均質。

軽石、ローム粒少量含む。

1 
5 -565号土坑

A' 

A' 

ー 5 -566号土坑

A
 

A' 

A' 

三
〗
]A＿
 
A 
L=635.80m 

A' 

5-565号土坑
l 黒色土

A' 
2
3
4
5
6
7
8
9
 

黄褐色軽石、炭化物粒、焼土粒わず

かに含む。

黒褐色土 黄褐色軽石、炭化粒わずかに含む。

黒褐色土 2より赤味強い、軽石含む。
黒褐色土 軽石、炭化物わずかに含む。

黒色土軽石、ローム含まず。

黒褐色土軽石わずかに含む。

黒褐色士軽石、ローム少温含む。

黒色土 黄褐色ローム不均質に含む。

黒色土 軽石、ローム含まず粘性あり 。

5-566号土坑
1 黒色土 黄褐色軽石わずかに含む。締まり弱く粘性ややあり 。
2 黒褐色土 軽石ほとんど含まず、締まり弱く粘性ややあり 。
3 黄褐色土 黒色プロックわずかに混入、締まり強く粘性ややあり 。
4 黒褐色土 1より赤味強く混入物ほとんどなし、締まりやや弱く

粘性あり 。

黒褐色土 1より赤味強い、黄褐色軽石わずかに含む。
黒色土 黄褐色軽石わずかに含む、締まりやや強い。

黒褐色土 ロームプロックわずかに混入、粘性ややあり 。

5

6

7

 

5-567号土坑
l 黒色土軽石含み締まりあり 。
2 黒褐色土軽石、礫を含み、若干のローム混入。

3 黒褐色士 2を基調とするがやや軟質。
4 淡褐色土 地山ローム多く含み粗粒。

゜
1 : 40 lm 

第125図 土坑（23)
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□/ 
行
／

A
 

5 ~569号土坑 5 -570号土坑

A 

L=635.40m 

A' 口 A' 

L¥)).A A ． ．  

A' A' A 

ーロ
5-568号土坑

1 黒褐色土 黄褐色軽石少量含む。

2 暗褐色土 ローム粒わずかに含む。

坑土号

A
-

5

ロロ）

ー[
]
6

ー7

.
 

5
 

/

U

¥

|

A
i

A

`

 
3
 
6
 
――
 L
 

A' 

L=635.40m 

5-569号土坑＼ 
1 黒色土

2 黒色土 ローム粒わずかに含む。

.K 

．△ 

立 ． A＇

L=635.70m 

5-570号土坑 2 
＼ 

1 黒褐色土 白色小軽石含む。

2 黄褐色土黒褐色土混入し、まだらに

A' 

5-571号土坑

1 黒色土 白色軽石少量含む。

2 黒褐色土 極小白色軽石わずかに含む。
3 黒褐色土 軽石ほとんど含まない。
4 黄褐色ローム＋黒色士 ほぽ1: 1の割合

である。

5 黒褐色土 2より赤味あ り、黄褐色軽石
極少量含む。

6 暗褐色土 黒色土とローム土の混土、
黄褐色軽石含む。

5 -576号土坑

A' 

笠
A' 

5-572号土坑

1 黒褐色土

2 黒褐色土

A

＿

□
 

3
 
6
 
＝
 
L
 

゜
む含

一

｝

，
 

↓`
 力ず

。
わ

み

礫

含

小
粒石

最
軽

少

色

粒

褐

石

黄

軽

5-573号土坑

l 黒褐色土
2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色土

A 
L=635.40m 

｀ 

白色小軽石わずかに含む。

黄褐色軽石含み、ローム混入しまだらに見える。

黄褐色小軽石含む、ローム混入。2より黒味あり 。
3と近似するが、さらに黒味あり 。

~ 5-575り土坑

＼ 

5 -577号土坑

A A゚' 

． ．  
A II ¥Y/¥'¥ A' 

A A' 
L=634.70m 

—＜ニニア―
5-575号土坑

1 黒色土 軟質、締まりやや弱く粘性なし。

A
 

．△ 

B
 

B' 

L=635彎

ペ
5-576号土坑

1 黒色土 黄褐色軽石少量含む、締まり強く粘性ややあり 。

2 黒褐色土 黄褐色軽石含む、締まり強く粘性あり 。

3 黒褐色土 1、2より赤味強い、軽石わずかに含み締ま
り強い。

5-577号土坑

1 黒色土 黄褐色軽石少量含む、締まり強く粘性ややあり。
2 黒褐色土 黄褐色軽石少最含む。

3 黒褐色土 黄掲色軽石含む、締まり強く粘性ややあり 。
4 黄褐色土 黄褐色軽石含む。

5 黒色土 黄褐色軽石わずかに含む、締まり粘性ややあり 。

6 黒色土 黄褐色軽石わずかに含み、締まりやや弱く粘性ややあり 。
7 黒色土 小軽石わずかに含む、締まり弱く粘性ややあり。

゜
1 : 40 lm 

第126図土坑 (24)
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5 -578号土坑

ムロ／ A' 

］し
- A' 

A' 

A' 

／
り
し
Ai
 

．
 

A
-

.K 
L=635.00rn 

ま

。

締

し
、
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ず
ど
ま
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含
と
石
ほ
軽

性

坑

、
粘
土

｀

四

ロ
り

58

□
1

¥

A

 

A 

L=634.40m 

.K 

A' 

／ 
5 -579号土坑

A 

A ロL=635文喜戸
3 4 

5-579号士坑
1 黒色土 黄褐色軽石わずかに含む。
2 黒褐色土黄褐色軽石含む、締ま

り弱く粘性なし。

3 暗褐色土黄褐色軽石含む、締ま

り強く粘性なし。

4 地山ローム

5 -583号土坑

＼ロ
A ．△： 
言 35.60m ! 

三

5 -580 • 588号土坑

A' 

5-580・588号土坑
l 黒色土 白色軽石、ローム粒少蘊含む。

2 黒褐色土 白色軽石多く、ローム土不均質に多

く含み、まだらに見える。

3 黒色土軽石ほとんど含まない。

4 暗褐色土 白色軽石多く含み、黄味がかる。
5 黒色土 ローム粒少量含む。
6 黒褐色土 ローム粒、黄褐色軽石わずかに含む。
7 黒褐色土 ローム粒、白色軽石わずかに含む。

8 黒色土 ローム粒わずかに含む。
9 黒色土 白色軽石少簸含む。

＼ 
5 -589号土坑
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ロヽみ含＜

A
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多

ロ
ロ
ー
5
 
5

A

＿
 

L-63~ 

A
 

A' 

L=63宍
5-584号土坑
1 黒褐色土 ローム土不均質に全体

に含み、斑に見える。

2 黒褐色土 ロームプロック混入。

3 暗褐色土 黄白色軽石やや多く
含み、締まりあり 。

' 5--590号土坑

A
 

5-583号土坑
l 黒色土 軽石、ローム含まない、締まり弱く粘性なし。

2 暗褐色土 ローム不均質に含み、白色軽石多く含む。
3 暗褐色土 ロームプロ ック混入。軽石含まない。

4 黒褐色土

A

＿
 

A' 

A' 

．△ 

A

＿
 

．△ 

L=635:  
5-590号土坑
1 黒褐色士黄色軽石含む。

2 黒褐色土 ローム小粒均質に含む。

3 黒褐色土 2にローム小塊含む。

4 黒色土 黄色軽石少量含む。

第127図土坑 (25)

A' 

む。

2 黒褐色土 ローム小粒

少益含む。

3 暗褐色土小礫やや多
く混入。

4 黒褐色土黄白色軽石
わずかに含

む。

5 黄褐色土 ローム主体
土。

゜
1: 40 lm 
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坑土号5
 ，
 

5
 
5
 

ー

札

日

＼

5-594号土坑
1 黒褐色土 暗褐色ローム粒、黄褐色軽

石わずか含む。

黒色土 軽石、ロームほとんど含まず。

黒褐色土 黄褐色軽石多く、黄褐色

ローム粒少量含む。

．
 

A
-

5 -592号土坑 5-593号土坑 5 -594号土坑ロロロ;--'°¥1 ;I --:,I 
A.. • A' I¥ぞ：ジよ

叫叫
1 A' 

言：孟ご □全体に含み黄味かか L=636.oom·~ここ：］口；
り、ローム塊わずかに混入。 5-593号土坑

2 暗褐色土 ローム主体土、 1よりさら 1 黒色土 白色軽石わずかに含む。
に黄色味あり。 2 黒褐色土 白色、黄褐色軽石少最含む。 2 

3 暗褐色土 黒褐色土を不均質に混入。 3 黒褐色土 2と似るが軽石少なく、上層 3 
にローム土混じる。

4 黒色土粒状、プロック状のローム混入。

／ ／口号／ロニ土：15:：：言
•!{_ L=634.2言 2 里色土巳

/-600号土坑 ： ：：： ；］。：：
A ~□□) A 少櫨。

A' 

A-

吋
•9
11
T ＜
 

．△ 
L=635.70m 

｀ 

A
 L=634.70m 

ロ思：］
L=634.70m 

A
 

5 -599号土坑

L=634.70m 

5-598 • 599号土坑
1 黒色土 白色軽石多く含む、ローム粒わずかに

含む。

2 黒色土 白色軽石、ローム粒わずかに含む。
3 黒褐色土 ローム塊、ローム粒少量含む。
4 黒色土 暗褐色のローム混入し、斑に見える。
5 黒色土 黄褐色、白色軽石少蘊含み、締まりや

や弱い。

A
-

5-600号土坑
1 黒色土 黄褐色軽石少凪、ロームプロックわずかに含

む。

2 黒褐色土 上記軽石、白色軽石やや多く含む。
3 黒色土 lにロームを含まない
4 暗褐色土 全体にローム混入、軽石ほとんど含まない。
5 黒色土 42住周溝掘削時に撹乱された土 軽石、ロー

ム含まず、周溝埋土の可能性あり。

6 黒色土 黄褐色軽石少最含む、均質で締まり強い。
7 黒色土 ローム、軽石含まず、締まり弱い。

坑

土

土

土

土

色

色

色

号

褐

褐

褐

閾
~
黒
黒

60 
1

2

3

 

5
 

ロ
｀

5

¥

[

A

i

A
『

4 黒色土

白色軽石多く
含み、円礫わ

ずかに含む。

1にローム
不均質に含む。

1に似るが軽
石少量含む。

白色軽石、ロー

ム粒少量含む。

゜
1 : 40 lm 

第128図土坑 (26)
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第3章検出された遺構と遺物

6 -131号土坑 6 -133号土坑｀
叫 叫

A' ＼ 

．
 

A

＿
 

_A. 

L-632.70m 

A' 
•一 6-131号土坑
1 暗褐色土締まり良い、小

YPK多く含む。

2 黒褐色土やや軟質、 YPK

の混入少ない。

A' 
•— 

｀ 6 -132号土坑 iol m̀| 叫 叫
．△ 

＼
 

A 
L=632.90m 

△. 

A

l

 

叫

．五

叫
A' ＼
 
A
_
 

6 -135号土坑

叫 ｀叫

9A-

6 -134号土坑｀叫 ‘m| 

＼
 

A 
L=632.90m 

叫

A

l

 A' 

6-132~149号土坑

l 黒色土 ローム小を 10％程均質に含む軟質土。

2 黒色土 YPK微鼠含む。

3 黒色土 2にローム小粒僅かに含む。

4 黄褐色土 ロームプロック 2の混土。

5 黒褐色土 2にローム粒、プロック、小粒若干含む。

6 黒褐色土 5に近似するが締まりあり。

叫 .K 叫
7 黄褐色土 軽石を主体とし5の小塊を不均質に含む。

A 8 黒褐色土 2にローム粒含む。

9 黒褐色土 2にローム小粒わずかに含む。

10 黒褐色土黄色軽石少抵含む。

11 暗褐色土 ローム小粒均質に僅かに含む。

12 暗褐色土 ロームの混土。

゜
lm 

13 暗褐色土 ローム粒含む。
1. 40 

第129図土坑 (27)
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第3節縄文時代

6 -136号土坑 6 -137号土坑

1 
‘m| 叫

口 1 ..A. ．△ 

ーA • 

A ． ．  A' し ＼ l7.よ
L=63~二ニ

6 -138号土坑

m̀| 叫
叫

A' 叫／ ←＼  ＼ ..A. 
L=63310m 

―A ー・
A' ·— 

I 
‘-

6 -140号土坑

m̀| m̀| 

叫 叫
A' 

1 
A 
L=633.10m 

立・
上

6 -139号土坑

m̀ | 叫

／ 三 ヘ
叫

A 
L=633.90m 

△. | ¥ I| A' 

．
 

A

＿
 

叫
A
-

a
,
 
．
 

,4/ 

a
,
 A 

パ

坑

）
土

＼

号41

只

1

>

 

6

(

 

／
 

¥

A

 

土．

L三亨肴ジご
A' 

゜
1: 40 lm 

第130図土坑 (28)
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6

ロom]?
1
 

l

什
口
＼
~
A

i
晶

6

ロ
l
什

日

い

＼

ー

A

-

A

L=633.40m 

夏

．五

A' 

A' 

A' 

A

l

 

ロ
ー
ロ
ー

A

A
i

A
-
]
 

――
 
L
 

ー

△. 

A

＿
 

6 -144号土坑
m̀| 

A
-

6 -150号土坑

土．／／＼．△

A
 

叫

叫

A' 

叫
公こ

L=634．戸こ

A' 

A' 

L=63雲
6 -151号土坑
1 黒褐色土黄色軽石含む。
2 暗褐色土 ローム粒含む。

6-150号土坑
1 黒褐色土 黄褐色軽石多く含み、炭化物粒わずかに含む。

2 黒色士 ローム粒わずかに含み、軽石ほとんど含まない。

3 黒色土 2より黒味強く、ロームわずかに含む。

4 黒褐色土 軽石、ローム含まず、 1より赤味がかり締まり強い。‘

A' 

△ L声i\·—

¥ 6-151号土坑

L：ロ

A' 

[ 6-145号土坑

上． □》•上
A.A  

三3`

□立ょ．五L=634.60m-六こへ上レノ―

6

□
ロ

¥
¥
Ai 

6-152号土坑
l 黒色土 表土に似る、均質で締まり弱く

ローム、軽石含まない。

2 黒褐色土黄褐色軽石(YPKか）やや多く

含む、部分的にロームプロッ

クわずかに含む。

3 黄褐色土 ローム主体とする。

4 黒褐色土 2に近似、ローム粒多く含み、
拳大の円礫多く混入。

5 黒色土 ローム粒わずかに混入、均質で

締まりあり。

゜
I: 40 lm 

第131図土坑 (29)
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6 -153号土坑

A
-

＼
 

叫

A 
戸面4．毀m

6-156号土坑

叫□口
4.70m 

叫 6-153号土坑 ゴミこ］
•• 1 黒色土 軽石、ローム含まない、均質で締まり弱い。

2 暗褐色土 ロームプロック、黄褐色軽石僅かに含み
締まり弱い。

6-156号土坑
1 黒色土
2 黒色土

A' □: 
6 -157号土坑

A' 

A 
L=635.00m 

戸
A' 

叫

ローム粒多く含み、ロームプロック混入し斑に見える。

ローム、軽石含まない均質土、しまり弱い。

‘u | 6 -154・155号土坑 叫

A' 

し

9

6-157号土坑
1 黒褐色土 ローム粒少量含み、しまり弱く、白色粒子やや多い。
2 黒褐色土 ローム粒全体に多く含み、 1より黄色強い。
3 黒色土 ロームと黒色土の混土しまり弱い。

6-158号土坑
1 黒色土黄褐色軽石、ローム粒わ

ずかに含み、礫少蘊含む。

2にロームがプロック状
で入る。

2
 
黒色土

6 -159号土坑

＼ 吋`

．
 

A
-

1 6-158号土坑
△・ロ

A ．△： 

図`賓二「
叫

A' 

A' 

叫 叫
A' 

B

＿
 

B' 
叫 叫
．五

6-154号土坑
1 黒褐色土
2 黒褐色士

黄褐色軽石少量含む。

1より軽石多く、礫含む。

6-155号土坑
1 黒褐色土
2 黒褐色土

3
4
5
6
7
 

ロームプロック縞状に混入。

焼土粒多く混入し赤味がかる、ローム粒、黄褐色軽

石少量含む。

黒色土 黄褐色軽石わずかに含む。

黒褐色土 ローム塊、ローム粒多く、黄白色軽石わずかに含む。

黒褐色土 ローム粒少蘊含む、また大きめの軽石わずかに含む。

黒褐色土 ローム小プロック斑に多く含む。

黒褐色土 ローム、軽石含ず均質である。

5 

6-159号土坑
1 黒色土

2

3

4

5

 

黒色土

細粒で均質、黄褐色小軽石少絋、軽石大わずかに含

む。

1に似るが軽石は含まず、ローム小粒少蓋含む。し
まり弱い。

黒褐色土 不均質にロームプロック多く含む。

黄褐色土 3と同質だがロームが多く入る、黒褐色土斑に混

入。 0 1: 40 lm 
2に似るがローム含まず。黒色土

第132図 土坑 (30)
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6 -160号土坑 6 -161号土坑 6 -162号土坑

A-

よ
□
gom

□
 

.34 

A

一
A
＿
区 L=634.70m 

A' 

A' 

A
 

A' 

6 -160号土坑

1 黒色土 軽石、ローム含まず撹乱を受ける

2 黒褐色土 軽石若干含み締まりあり

A ．△こ三 言

A' 

．△ 

L=63I' 

6-161 • 162号土坑
l 黒色土 白色軽石やや多く、ローム粒少饂含む。

2 黒褐色土 1に似るが赤味強い、ローム粒わずかに含む。

3 暗褐色土 ローム混入し黄味がかる、軽石含まない。

4 黒色土 白色軽石少址、ローム粒わずかに含み、径2~10cmの

礫多く含む。

5 黒色土 均質で軽石、ローム含まず。

．五

A' 
6 -167号土坑

6-163~165号士坑

1 黒色土

2 褐色土 ロームと黒ボクの漸移層。

坑土号6
 
6
 
ー6
 

/~A

i ．△ 

心 ．`△

6:/: 
6-166号土坑

l 暗褐色土耕作土。

2 暗褐色土 ローム小粒僅かに含む。

3 暗褐色土 ローム粒含む。

A
 

A
 

土．

A' 

.K 

..K 

6 -168号土坑

A
 

A' 

A . A' ． ． 
L=634.60m 

----_-

6-167号土坑

1 暗褐色土炭化物微蘊に含む。

2 暗褐色土 1に比してローム粒多く含む。

3 暗褐色土 ローム粒均質に含む。

4 黄褐色土 ローム漸移層を主体とし、部分的に3を

プロック状に含む。

6-168号土坑

1 暗褐色土 ローム小粒僅かに含む

゜
1 : 40 lm 

第133図土坑 (31)
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95-1号土坑 95-2号土坑

ltd ltll 
11:Il ltd 

1 
A ． 

・半
A 

A
 

B
、

B
、 A' A

＿
 

B
、
．
 .Aこ

95-1号土坑
1 黒褐色土 白色軽石の小粒を多く混入し、締まり弱い。
2 黒色土 白色軽石を少量混入し、締まり弱い。

3 黒色土 白色軽石粒及びロームプロックを微最混入する。

4 暗褐色土 黒色土を主体とするローム土との混土。

5 ロームプロック

6 黒褐色土 軽石粒、ロームプロックを多く混入する。
7 黄褐色土 ローム土を主体とし、黒色土を少塁混入する崩落土。

95-2号土坑
1 暗褐色土 締まり弱い、粘性あり黄色軽石を若干含む。
2 黒褐色土 締まり弱い、非常に軟質、やや粘性あり黄色

軽石を比較的多く含む。

3 黒褐色土 締まり弱い、粘性ありロームプロック若干含む。

4 黒褐色土 締まり弱い、粘性あり、ロームプロックを多く

含む。

5 黒褐色土 締まり粘性あり、ロームプロック、黄色軽石

多く含み赤色粒子わずか含む。

95-3号土坑

＼
 
A

l

 

叫 m̀| 

A' 
・-

A
 

叫 叫
A' 

95-3号土坑

1 暗褐色土締まりあり粘性弱く細粒の黄色軽石、炭化物多く含む。
2 黒褐色土締まり粘性弱い、黄色軽石少址含む。
3 暗褐色土締まり粘性弱い、黄色軽石が多く混じ炭化物含む。

4 黒褐色土 締まり粘性弱い、黄色軽石若千混入、炭化物多く含む。
5 黒褐色土締まり粘性ややあり、黄色軽石、炭化物も少量含む。

6 黒色土 締まり弱く、粘性ややあり、黄色軽石ほとんど含まず。

7 暗褐色土締まり中、粘性あり、黄色軽石少誠含む。

8 黒褐色土締まり中、粘性あり、黄色軽石ほとんど含まず。

9 黒褐色土締まり中、粘性あり、ロームプロック多く含む。

0 1 : 40 lm 

第134図土坑 (32)
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Iは1 lt)j 95-4号土坑

＼
 
上・

A 
， 

• ---

|ロヽ
A 

B
、
カクラン ．△ 

95-4号土坑
1 黒褐色土 締まりあり、 YPKをやや多く含む。

2 黒褐色土 やや軟質、 YPK、細かいローム粒を多く含む。

3 暗褐色土 軟質、 YPKをやや多く、ローム粒少誠含む。

4 黒褐色土 やや軟質、 YPKを少量含む。

5 暗褐色土 締まり良く、ロームプロックまばらに含む、

不均質。

6 暗褐色土 締まり良く、 YPKを少量、ロームブロックを

まばらに含む、不均質。

7 暗褐色土 締まり良い、 YPKをやや多く含み、ローム

プロック含まない。

8 暗褐色土 締まり良く、ロームプロック多く含む、不均質。

9 にぶい黄褐色土 締まり良く、小ロームプロック多く含む、

不均質。

10 暗褐色土 締まり非常に良い、 YPK、ロームブロック多く

含む。

11 黒褐色土 締まり良い、 YPKを少量含む。

゜
1 : 40 lm 

第135図土坑（33)

95 • 96区

95区は96区の北東部分に接するわずかな部分であることから、同一の調査区として概説する。検出された

土坑11基中10基が陥し穴である。両調査区は南に落ちる谷地部分を広げた形である。調査区のもっとも高い

部分と谷部分の最も下がった場所の比高差は7mを測る。

95区部分に入る調査区の北側は傾斜の変換点部分でもあり、数基の小土坑、ピットが検出されている。

陥し穴は、谷地に堆積した黒色土面から掘り込まれていたものと考えられ、上面を削られてはいるが比較的

遺存状態は良好である。谷部分においては陥し穴以外の土坑は検出されていない。

陥し穴の分布を見ると、谷を上がった場所に3基がまとまってあり、谷へ向かう傾斜の変換点部分には見

られず、さらに下った谷地部に7基ほどが確認されている。なお、 96-7号土坑は調査時に崩落してしまっ

たために規模、形状は不明である。

形や規模は6区において検出されているものとほぽ同様であるが、その主軸方向について見ると、 6区に

おいて検出されたものは等高線とほぼ直交するものが半分以上であるのに対し、谷地部である当区で検出さ

れた陥し穴の主軸は、等高線方向に作られたものがほとんどである。

台地部に作られたものと谷に作られたものに軸方向が異なるという作り方に明らかな違いが見られ、さら

に、その配置についても 6区では西端に見られるように、ほぽ等商線に沿って弧状に作るという傾向に対し

て、谷部分では50から lmの比高差を持って階段状に配置されているのが分かる。

以上のように、両区で検出された土坑については陥し穴と判断されたものがほとんどである。このため、

出土遺物については遺構に帰属すると判断されたものはほとんど見られず、前代の遺物が混入したものと判

断される。

長野原一本松遺跡における陥し穴の構築時期については、現時点では確認できていないが、多くが縄文時

代後期以降であることは、遺構の切り合い、埋土の状況等から明らかである。八ッ場ダム関連の遺跡では多

くのこうした陥し穴の検出例があり、平安時代の遺構との切り合い関係なども報告されている。今後調査、

整理を進める中で時期の絞り込みが行えるものと考えている。
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． B l 
A
 

96-4号土坑

ltx:1 

B
、

B
、

A 
L=624.80m 

96-4号土坑
1 黒褐色土 締まり弱く粘性あり、黄色軽石を比較的

多く含む。

2 黒褐色土 締まり弱く粘性あり、黄色軽石をまばら
に含む。

3 極暗褐色土 締まり弱く粘性あり、軽石の混入

ほとんど見られず。

A' 4 暗褐色土 締まり粘性あり、ローム漸移と思われる
暗黄褐色のプロック多く含む。

5 暗褐色土 締まり粘性あり、黄色軽石若干含む。
6 暗褐色土（シルト質土）粘性あり、地山ローム

崩落土プロック含む。

7 暗褐色土 （シルト質土）締まり、粘性あり、崩落ロ
ームプロックを壁ぎわに含むが軽石ほと

・△こ んどなし。

8 黒褐色土 （シルト質土）締まり、粘性強い、軽石の

混入ほとんどなし。

96-5号土坑

lo:i 
96-5号土坑
1 黒褐色土 締まり粘性弱い、黄色軽石

を少量含む。

2 黒褐色土 締まり粘性弱い、ローム粒
を非常に多く含む。

3 黒褐色土粘性あり、軽石少量含む。rOO / 0 
4 黒褐色土粘性あり、 3より大径の

軽石少蘊含む。

5 暗褐色土粘性あり、軽石少誠、大粒
の軽石もまれに含む。

6 暗褐色土粘性あり、軽石をわずかに
含む。

7 褐色土 （シルト質土）締まり粘性あり、
軽石を含む。

8 灰褐色土 （シルト質土）締まり粘性大、
軽石ローム粒少量含む。

9 灰褐色土 （シルト質土）締まり粘性あ
り、壁の崩落と思われるロ

ームプロック多く含む。

96-6号土坑

ltJj 

|
|
|
¥
‘
 

A-

．
 

A
-

B ー

A' ． 

B
、 |四‘

A 
L=625.10m 

.K 

．△ 

B
、

B
、

A 

L=625.80m 

96-6号土坑
1 黒褐色土 締まり粘性弱い、黄色軽石を多

く含む。

2 黒褐色土 締まり粘性弱い、黄色軽石を比
較的多く含むが1より少ない。

A' 3 暗褐色土 （シルト質土）粘性強い、黄色軽
石をわずかに含む、地山崩落土。

4 黒褐色土粘性あり、黄色軽石をわずかに
含む。

5 灰褐色土 （シルト質土）粘性強い、軽石を
わずかに含む。

゜
1 : 40 lm 

第136図土坑 (34)
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96-8号土坑

|ロ Iロ
96-9号土坑

A

l

 A' ． 

．
 

A
_
 

叫

|t:d、 |ロヽ

叫
A A' 

A 

L=627.40m 
ー、 l ノ

96-8号土坑
1 黒褐色土 炭化物、黄色軽石

少量含む。

2 黒褐色土 炭化物 1より多く
黄色軽石少量含む。／5

3 暗褐色土 炭化物少誠、黄色

軽石まばらに含む。

4 暗褐色土黄色軽石含む。

5 暗褐色土黄色軽石を若干含む。

6 暗褐色土褐色味強いシルト質、
粘性強くロームプロック多く含

／ 
む。

正ょ詈・ 96-10号土坑 徊

/ m̀| 

A
 

一

A
-

叫
A' 

A' 

96-10号土坑 匠
1 暗褐色土黄色軽石、礫多く含 A

む。 ＿ー・

2 暗褐色土 黄色軽石を比較的多L=625.20m

く含む。

3 黒褐色土 黄色軽石を少量含む。

4 暗褐色土 細黄色軽石を若千含

む。

5 黒褐色土

6 暗褐色土黄色軽石、やや大粒

をまれに含む。

7 黒褐色土黄色軽石を少量含む。

8 暗褐色土黄色軽石若干含む。

9 灰褐色土黄色軽石を均質に多

く含む。

10 灰黒褐色土黄色軽石の混入
少なく、黒味強い。

B
、

A' 

96-9号土坑
1 暗褐色土粘性あり、黄色軽石

比較的多く含み、

炭化物若干含む。

2 黒褐色土軟質で粘性あり、黄

色軽石を少量含む。

3 黒褐色土締まり弱く粘性あり、
ローム粒を多く含む。

4 暗褐色土締まり弱く粘性あり、

ローム粒を少量含む。

5 黒褐色土締まり弱く粘性あり、

ロームプロック多く

含む （壁崩落土か）。

6 黒褐色土締まり弱く粘性あり 、

ローム粒、黄色軽石

多く含む。

7 灰黒褐色土粘性強く細かいロ

ームプロックを多

く含む。

96-11号土坑 叫 m`| 

ロ ジ

叫叫
A A' 

L=63i `  

96-11号土坑
1 暗褐色土 締まり良く、 YPKを少量含む均質土。

2 黒褐色土 締まり良く、 YPK、ローム粒をやや多く含む

均質土。

3 暗褐色土 締まり良く、ローム粒多く含む。

4 暗褐色土 やや軟質、ロームプロックを少抵、ローム粒

多く含む。

5 黒褐色土 締まり良く、ローム粒をやや多く含む。

6 にぶい黄褐色土 締まり良く、ロームプロックを多く含む。

0 1 : 40 lm 

第137図土坑 (35)
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3-1号ピパ ／／ 3-2号ピノト／

□□_ーーロ—
L=6三□一三3三戸：一
3-1~3号ピット

1 黒色土砂質で締まり粘性乏しい。
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5-1号ビット

1 黒褐色土 黄白色、赤褐色軽石含む。

5-2号ピット

1 暗褐色土

直 3'三
4-1号ピット

1 黒色土砂質で締まり粘性乏しい。

5-3号ピット

黄白色軽石含み締まりあり。 5-:号ピニ <
—`>- .̀= L□i.30m._  L=634.20m2冒

¥:3̀：卜］竺悶：：締まりあり。

5-8号ピット

1 暗褐色土 黄白色軽石見られる。

2 暗褐色土 ローム小プロック多く含む。

汀
-OOm 35 6
 
――
 
L
 

5-11号ピット

1 黒褐色土黄褐色軽石少量混

入、 締まりあ

り。

2 黒褐色土 ローム多く混入。

3. 黒褐色土軽石ほとんど含ま

5-14号ピット1
5-15号ピ'1 5-16号ピ9卜1

―◎ •一 —• •一 -・0・-
L~63510mu L~635.00m -J L=634.90m ェー「

第138図 ピット(1)

口ノト 5-19号ビパ1
-O-― □□--
:]  L635言
l 黒褐色土赤味強く、黄褐色軽石少量含む。

2 黒色土 黄褐色軽石少量含む。

3 黒褐色土ロームプロックわずかに混入。

0 1 : 40 lm 
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｀こ／― L~63亭～

5-24号ビット

．．  
L~635.80m 

＼ 

5-25号ビット

-= 

5-22号ビット

1 黒褐色土 軽石、ローム含まず。

5-23号ピット

1 黒色土ローム粒わずかに含む。

2 黒褐色土ローム不均質に混入、縞状を呈す。

5-26•27号ピッ＼~ 5-28号ピット

塁＿ 1 
――
 □
`
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＿

碑

5

3

 

6
 
＝
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5-29•30号ピ／

゜
1: 40 lm 

第139図ピット (2)

ピット （第138• 139図）

調査時において、検出時にある程度の規模を持つ掘り込みを土坑として付番したが、規模が小さくかつ形

状もあまり明確でないものをピットとして調査を行った。

検出したピットの数は3区3基、 4区l基、 5区30基（内2基は欠番）である。 3・4区において検出し

たピットはいずれも掘り込みが浅く、埋土も荒れていたことから、近・現代に比定されるものか、木の根な

どによる撹乱坑と思われる。

5区においては平成11年度の調査において多く見られた。遺構の重複が著しい場所において集中して検出

されたものもある。径に比して深さを有すものもあり、柱穴と考えられるものも存在すると考えられるが、

掘立柱建物や住居跡の柱穴と判断されたものは見られなかったが、土坑や削平された住居等の柱穴下部の残

存部の可能性もある。 6・95・96区においては検出されなかった。またピット出土の遺物についてもほとん

ど見られなかった。

土坑出土遺物

各土坑より出土した遺物を以下に図示する。陥し穴などのように構築時期と出土遺物の時期に差が見られ

るものも多く、さらに重複関係のある遺構についても、混入と思われる遺物も多い。しかしながら、調査時、

整理実施後においても時期の確定できない土坑も多かった。このため出土遺物に関してはそれぞれの土坑出

土遺物として記載を行った。 5区においては後期前半の土坑墓と思われる遺構が、ややまとまって存在して

いた場所も見られ、ほぽ完形の土器を伴った長円形の土坑が検出されている。

多くの土坑から遺物が出土しているが前述したように明らかに流れ込みと判断される物も多かった。しか

しながら、遺構の時期も明確に判断されるものも少ないため出土遺物に関しては基本的に、総てを取り上げ

記載することに務めた。石器についても同様である。

また、 5-490• 491号土坑は掘り込みが確認できなかったことと、時期は中世と考えられるものである。

このため、遺構図は第4節中 ・近世の項で記載を行っている。但し遺物は他の土坑遺物と併載した。
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第3節縄文時代

4区

4-34号土坑 （第140図： PL69) 

1は後期後半の組成土器口縁部片、整形時の浅い曲線の磨き痕が観察される。

5区

5-374号土坑 （第140図： PL69) 

1は幅広隆帯による楕円文区画を描き中には縦位集合沈線、また肥厚した隆帯文を持つ。2は完形の打製

石斧である、短冊形でやや反り、刃部摩耗。

5-381号土坑 （第140図： PL69) 

lは朝顔形の深鉢、口径30.0cm。口縁部刻み隆帯で画された無文帯を有す。以下矩形文、渦巻き文様を磨

り消し縄文で描く 。2は無文口縁部帯、赤彩痕見られる。3は口縁部片、やや外傾して終わる。横位沈線下

に円形文、刺突文。口縁内側にも刺突文見られる。4は縄文地文、縦の 8字貼付文。5は横位の隆帯および

隆帯による楕円文区画構成か、区画内には縄文施文。6は3本の平行垂下沈線による無文帯、および縄文施

文。7は胴部屈曲部片、併行沈線による曲線文か。8は沈線による曲線文、蛇行垂下文および斜位集合沈線

文。9は上下対になる蕨手文およびU縄文を沈線で描く 。10はやや小形の打製石斧である。11は磨石、小判

形を呈す。

5-382号土坑 （第140図： PL69) 

1はやや内湾する口縁部片、隆帯による波状文、波頂部に刺突文。地文は無い。2は口縁部片、口縁部断

面三角を呈し、口唇外面に剌突文。3は沈線による曲線文様。4は底部片、薄手で無文。5は被熱した石棒

の破片。

5-383号土坑 （第140図： PL69) 

lは口縁無文帯を隆帯により画し、以下隆帯から垂下する蛇行隆線文を付し、斜位の集合沈線。2は複数

本の縦位隆帯、隆帯間は無文、他は斜位の集合沈線か。3はU状文を隆帯で描き中は縄文L縦位施文。4は

地文に細縄文施文後沈線。5は沈線による磨り消し曲線文。6は縦位の隆帯、地文には櫛状工具による集合

条線文。7は口縁部片、口唇部内屈、口縁部に隆帯による 8字文を付し横位の刻みを持つ隆帯が廻る。8字

文下位には両面からの円形凹圧文。8は上端が広がる口縁部把手片。

5-384号土坑 （第141図： PL69) 

1は肥厚隆帯による曲線文。2は隆帯による曲線文様。3は途中で切れる横位平行沈線、曲線文。4は地

文に細縄文、平行沈線による曲線文。5は細沈線による磨り消し曲線文様。6は完形の打製石斧である、小

形の銀杏形を呈す。

5-386号土坑 （第141図： PL70) 

lは口縁に無文帯、以下併行沈線を重走させ、間に交互刺突文様を複数段に施文。2は口縁下に凹圧隆帯

が廻る。3は口縁部片、 8字貼付文有す。4は口縁部片、丸く波状を呈す口縁部片、内面に沈線による同心
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第140図土坑出土遺物（1)
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円文を描く、一部に8字状刺突文。5は隆帯を垂下させ間にも蛇行隆帯、地文には斜位の集合沈線。6は無文。

7は平行沈線による横位磨り消し縄文。

5-387号土坑 （第141• 142因： PL70) 

1・2は沈線で口縁無文部を画し以下縄文施文。1は沈線による曲線文様を描く 。3は口縁下に隆帯が廻る。

4は口縁波頂部に付く環状把手、把手下位には沈線に曲線文を描き縄文充填。5はほぽ直立する無文口縁部

片。6は口唇部内側に肥厚、無文。器面風化顕著。7は小形土器の内湾する胴部片、隆帯による C・ J状曲

線文を描き、上位連結部には横8字文を意匠、中央部突起状に肥厚し、 8字文内は瘤状に隆起。外面赤彩痕。

8は併行沈線による円形曲線文を描き中には綾杉集合沈線。9は垂下沈線、蛇行文。縄文地文。10は沈線に

よる渦巻き文か。11は磨り消し無文帯を垂下、間には縦位縄文施文。12は胴部垂下、蛇行沈線の下端部。

13は片面に自然面を残す礫器である。14は磨石である、大形で主に一面を使用。15は被熱した石棒片。16は

石皿である。下半を欠く、作業面は深く凹む。

5-388号土坑 （第142図： PL70) 

lは口縁部片、隆帯による楕円区画文、区画文内には斜位の集合沈線。

5-391号土坑 （第142図： PL70) 

1は幅狭の磨り消し無文帯を垂下、間には縦位縄文施文。

5-392号土坑 （第142図： PL70) 

1は隆帯による楕円区画文、楕円文内には重弧状文。2は垂下沈線、蛇行文。3は縦位集合条線文。

5-393号土坑 （第142図： PL70) 

1は肥厚する口縁部、沈線で楕円文を画すと思われる。2は隆帯による楕円文を横位構成、以下縄文地文

に沈線文。3は縄文施文の胴部。4は口縁部下の連弧状隆帯、以下縦位、斜位の沈線文。5は平行垂下沈線

による無文帯、地文には縄文RLを縦位施文。

5-403号土坑 （第142図： PL70) 

lは口縁部片、口唇部は薄く内屈。隆帯による渦巻き状の把手か。

5-411号土坑 （第142図： PL70) 

1は隆帯による楕円渦巻き文。

5-412号土坑 （第142図： PL70) 

lは口縁部片、 〒状の隆帯が見られる。2は胴部片、 3本の垂下沈線、縦位綾杉沈線文。

5-416号土坑 （第142図： PL70) 

1は地文縄文、沈線による曲線文。2は無文口縁部片。
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5-417号土坑 （第142図 ：PL70) 

1は磨石、使用面は平滑。

5-418号土坑 （第143図 ：PL71) 

1は垂下併行沈線、地文縄文RL。(5-419土の 5が接合）2は口縁部文様帯直下の胴部片、全面に縄文RL

縦位施文。 3は垂下隆線、および斜位の集合沈線。 4は横位隆帯下に縦位の集合条線文。 5は無文口縁部片、

研磨され、内外面赤彩。6は無文の底部片、外面良く研磨される。7は肉厚の打製石斧である、刃部を欠く 。

8は磨石、火を受けて表面に剥離。

5-419号土坑 （第143図 ：PL71) 

1は隆帯による楕円区画文、隆帯接点部に円形凹圧文、区画内には縄文施文。2は横位併行隆帯、口縁部

区画文。区画文内には刺突文。3は縦位併行沈線無文帯、地文はRL縦位施文。4 • 5は併行垂下沈線。地

文に縄文。6は胴部縄文施文。

5-427号土坑 （第143図 ：PL71) 

1は深鉢の胴部片、平行沈線による垂下無文帯、地文は縄文RLを縦位施文。2は胴部片、縦位条線文。

3は横位沈線の上下に縦位の集合条線文。 4は縦位の綾杉沈線文か。

5-431号土坑 （第144図： PL71) 

lはほぽ完形の深鉢である。口径17.7cm、器高25.8cm、底径7.2cmである。胴上位がややふくれ、頚部のく

びれは弱く口縁はやや広がる。口縁部は2本の隆帯による 6単位の楕円、渦巻き文。楕円文内には横位矢羽

根状沈線文。胴部は縄文地文に 3本の沈線による細長楕円文を縦列させ、胴部を縦に 4分割する。縦列楕円

文の接点部に沈線によるX状、渦巻き文、弧状文を配し、中央には垂下蛇行文を描く。

5-438号土坑 （第144図： PL71) 

1は併行沈線間が一部隆起、縦位の刻み状の集合沈線。2は石鏃である、先端部を欠く 。

5-439号土坑 （第144図 ：PL71) 

lは蛇行垂下沈線文および、縦位集合沈線文。 2は平行沈線による曲線文を描き、文様内に刺突文。3は

横位隆帯下に縄文。4は沈線による蕨手文を描き縄文充填。 5は沈線による縦位磨り消し帯、及び縄文。 6

は沈線による曲線文。2と同一個体か。7は沈線による無文帯および縄文。

5-441号土坑 （第144図： PL71) 

1は頚部に隆帯による横8字文、下位に沈線による弧状文。 2は隆帯による楕円文か、以下斜位集合沈線。

3は沈線による磨り消し帯、地文縄文。4は縦の隆帯。

5-442号土坑 （第144図： PL71) 

lは口縁下の横位沈線および隆帯、地文縄文上に沈線による曲線文か。
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5-447号土坑 （第144図： PL71) 

lは上端部渦巻きとなる 3本の垂下隆線、地には渦巻き文左右に 3本の平行沈線が横に廻り、さらに沈線

による矩形区画とし、区画内には集合綾杉沈線文を充填。横位沈線上には縦の集合沈線。2は縦位集合沈線。

3は無文土器片、内外面良く研磨。4は底部片。

5-448号土坑 （第144図： PL72) 

1は底部片、 3本の垂下沈線で縦位区画、間には縄文が充填施文。

5-449号土坑 （第145図： PL72) 

lは口縁部片、隆帯による口縁部区画文を構成、区画文連結部には隆帯を拗り文様とし、隆帯は下位に繋

がる。区画内には沈線による横波状文を描く 。2は台石、扁平礫利用、使用面平滑。

5-451号土坑 （第145図： PL72) 

1は口縁部片、口縁下に沈線が廻り、以下隆帯による楕円区画。

5-452号土坑 （第145図： PL72) 

1は沈線によるn字文か、間は横位集合短沈線をやや粗く施文、口縁部には斜位に施文する。

5-453号土坑 （第145図： PL72) 

1は口縁部直立し、肩部に短く鍔状を呈す低い隆線が廻り、 (4)箇所に橋状の把手を有す、外面研磨され、

赤彩。口径 (14.0)cm。

5-459号土坑 （第145図： PL72) 

1は垂下沈線と斜位の集合沈線文。

5-461号土坑 （第145図： PL72) 

1は大形土器の口縁から胴部、胴部は丸みを持ち、頚部で屈曲し口縁部はやや外反。口縁部には沈線を廻

らし、一部肥厚し楕円形の環状突起となる、突起部には沈線、円形凹圧文を付す。突起から刻みを有す隆帯

が垂下、し頚部に廻らされた隆帯に繋がり、接合部は肥厚し8字状文となる。さらに隆帯は下位に向かって

垂下する。胴部は平行沈線により三角形、渦巻き文を組み合わせた文様を描く 。長方形の土坑南端に器外面

を上向きに出土している。口径（39.4)cm。2は頚部屈曲部片、隆帯による楕円文区画か、区画内に連続する

弧状沈線文。3は刃部を欠く打製石斧である。

5-472号土坑 （第145図： PL72) 

1は縦位の併行沈線文。

5-490号土坑 （第146図： PL72) 

1は台石、使用面は平らで平滑。2は開元通宝。
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5-491号土坑 （第146図： PL72) 

1は口縁部片、口唇部指頭押圧により内側に折り返し、外面に垂下押圧隆線文、口縁内面には沈線文。2・

3は磨石、 2は磨石棒状を呈し、下端に打痕。3は被熱。

5-493号土坑 （第146図： PL72) 

1は大珠である、やや暗い青緑色を呈す、穴はやや大きく両側より空けられる。

5-494号土坑 （第146図： PL72) 

lは口縁部下に2本の横位隆線。2は斜位の集合沈線上に隆帯による蛇行垂下文。

5-495号土坑 （第146図： PL72) 

lは石鏃である。先端、基部共に欠いている。2はスクレイパー、肉厚で粗い作り 。3・4は打製石斧で

ある、両者とも薄手の作りである。5は磨製石斧である、定角式で刃部を欠く 。6は凹石。

5-496号土坑 （第146図： PL72) 

lは無文の口縁部片。2は注口土器片、沈線文。3は隆線文を持つ。4は打製石斧、完形の短冊形。

5-497号土坑 （第147図： PL72) 

1 • 2は石鏃である、 1は未製品か。3・4は打製石斧である、 3は刃部片、 4ともに刃部摩耗。

5-498号土坑 （第147図： PL72) 

1は口縁部片、隆帯による楕円文。2は垂下渦巻き文持つ隆帯と縦位沈線。3は縦、横の沈線文。4は縦

位の集合条線文。

5-499号土坑 （第147図： PL73) 

1は口縁部片、隆帯で口縁部無文部を画し以下無節縄文Lを縦位充填施文。2は口縁部に隆帯による楕円、

渦巻き文を描き、区画内には縦位沈線文、以下横位隆帯と沈線で画し胴部には縄文施文。3は沈線による平

行線文、曲線文を描き、短い弧状文を集合施文。4は縦位の磨り消しおよび縄文帯。5は横位沈線に瘤状突

起有し、下位に重弧文、縦位沈線文を描く 。6は隆帯による S字文、曲線文を描き、 S字文下には沈線によ

る蕨手文、他は斜位の沈線文。7は端部がやや外に張る無文底部片。

5-500号土坑 （第147図： PL73) 

lは口縁部片、沈線による楕円文、蕨手文。2は口縁部に環状突起有す、口唇上部に沈線、円形文、内屈

した内側にも円形文、口縁以下垂下隆帯文。3・6は口唇部肥厚、横位沈線、隆線を持ち、以下無文。4は

口縁部片、口唇部内屈、小孔持ち、内側に刺突文。5は口縁部片、口縁部刻みを有す横位隆線、口唇部と繋

ぐ8字文。以下横位の磨り消し縄文。7は無文、口縁内側に横位沈線。8は口唇部肥厚する無文口縁部片。

9は無文、口縁部肥厚。10は沈線による渦巻き縄文。11は口縁部に横位矢羽根状沈線文、以下横位平行沈線

を配す。12• 13は底部片、 13は厚手で風化著しい。14は棒状の石錐。15は磨石、扁平な礫用い使用面平滑。
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5-501号土坑 （第148図： PL73) 

1は肩部でくの字に折れ、口縁部大きく広がる器形の鉢形土器、胴部は無文で、頚部に 2本の刻みを持つ

隆帯が平行して廻り、これらを繋ぐ8字文を有し、 8字文から V字に口縁に向かって隆線が延びる。口唇部

は短く内屈して終わるが口唇内側の一部に沈線、円形刺突文が見られる。黒色で内外面研磨されている。ロ

径20.4cm、底径(6.0)cm。2は中位でくの字に屈曲した胴部。折屈曲部まで 3本の押圧を持つ隆線が垂下し、

3分割された区画内には沈線による三角形と菱形文の組み合わせ文様を磨り消し縄文で描く 。3は小形の土

器、口径12.8cm、器高16.2cm、底径6.0cm。底部からやや開きながら直線的に立ち上がり、口縁部やや内湾し

て終わる。口唇部に箆状工具による連続刻み文、沈線に画された無文帯を有す。胴部は細い縄文LRが密接

施文されるが、胴の下位には施文されない。口縁部、内面良く研磨されている。底面に網代痕。

4は口縁部に刻み有す隆線が廻り、沈線による矩形磨り消し縄文。5は口唇部内屈する無文口縁部片。6

は無文口縁部片、口唇部内側に肥厚。7は口縁部片、口唇部肥厚しやや突起する部分に 3本の短沈線、両側

端部に刺突持つ沈線が延びる。8は沈線による併行、渦巻き文。9は刺突文。10は口縁部片、刻み有す横位

隆線上に 8字文、以下磨り消し縄文様。11は口縁部片、沈線による重弧文、三角文様を描く 。12は口唇部か

ら押圧文有す隆帯が垂下。13は口縁部片、口唇部に沈線、胴部は縄文地文に縦位の平行沈線。 14は磨り消し

縄文による曲線文様。15は口縁部やや内屈し浅い凹線が廻る。16は口唇部外側に肥厚する無文土器。17は磨

り消し縄文による矩形文。18は薄手胴部片、三角形、菱形を組み合わせた磨り消し縄文に文様を描く 。

19は胴部片、肩部の屈曲上部で沈線文有す。20は縄文施文、多方向からの施文。21は大形の無文の底部片

である、外面良く研磨され、底面には網代痕。22• 23は無文底部片、良く研磨されている。24は磨石、側縁

に打痕。25は断面三角の礫を利用した敲石。

5-502号土坑 （第149図： PL 73 • 74) 

lは口縁部に隆帯による渦巻き区画文、中には斜位の沈線。2は3本の隆線垂下し左右に斜位の集合沈線。

3は3本の沈線が垂下し両側は斜位の併行集合沈線。内面に赤彩痕。4は垂下隆帯に、斜位・横位の集合沈

線。5は隆帯による U地文と蛇行垂下文か中には沈線による集合弧状文。6は縦位沈線と斜位集合沈線文。

7・8は打製石斧、 7はほぼ完形で分銅形を呈す。

5-505号土坑 （第149図： PL74) 

1はやや内傾する口縁部片、幅広の橋状把手を有す、把手面には沈線による S地文を描き文様両端部、お

よび内に円形文を付す。胴部は沈線による区画文描き縄文を充填か。器内外面良く研磨される。 2は口縁部

片、口縁下に押圧文を持つ薄い隆帯が廻る。3は大形土器の無文胴部片。4は無文の底部片、器面風化。

5-508号土坑 （第149図： PL74) 

1は縄文地文に平行沈線文。2は縄文地文で沈線による磨り消し円形文。

5-510号土坑 （第149図： PL74) 

1は沈線で楕円基調の文様を描き中は縄文を施文、また大きめの浅い円形押圧文有す、外面研磨されてい

る。
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5-514号土坑 （第 149図： PL74) 

lは口縁部環状突起、外面に縄文LRを施文、欠落しているが環の下部から橋状把手が付くものと思われる。

5-515号土坑 （第 149図： PL74) 

1は口径 (13.0)cm。口唇端部内側に短く折れて終わる。口縁部下に刻み有す隆帯が廻り、隆帯上に 8字文

が貼付される。以下胴部は無文。薄手で良く研磨されている。2は胴部片、縄文地文、垂下磨り消し無文帯。

3は平行沈線による渦巻き文縄文帯文様。4は横位平行沈線を持つ。5は円孔を持つ小波頂部。6は口縁部

無文で、頚部に凹圧文を伴う隆帯か。

5-516号土坑 （第 150図： PL74) 

1は無文口縁部片。

5-520号土坑 （第 150図： PL74) 

lは口縁部片、隆帯による楕円区画文を構成、 区画内には縄文施文。 2は垂下無文帯、地文は縦位LR多

条縄文。3は下位ですぽまる縦位の複数沈線種文。4は突起状の口縁部片、肥厚し上端部に円形文、その横

にも隆帯を口縁部に回す、また円孔を有し周辺に沈線による文様を描く 。5は口縁部片、口唇部短く内傾、

口縁部に刻み有す隆帯を廻らし、以下沈線による磨り消し縄文。6は隆帯を有し、沈線による磨り消し文様

を描く 。7は矩形の磨り消し縄文文様。

5-524号土坑 （第 150図： PL74) 

1は無文口縁部片。2はやや肥厚する無文隆帯に縄文地文。3は3本の併行沈線が垂下、地文無文。4は

平行沈線文による曲線文。

5-525号土坑 （第 150図： PL74) 

lは口縁部が大きく開き、口唇部幅広で上面に沈線を廻らす、また口縁の一部は肥厚し円孔有す小突起と

なる。頚部は沈線で画された無文帯、以下横位縄文帯。口径 (18.4)cm。2は口縁部片、集合条線による横位、

縦位文。3・4は幅広の沈線で曲線文を描き、地文には縄文施文。5は併行沈線による曲線文を描く 。6は

大形の鉢形土器、口縁部無文でくの字に外傾、肩部には隆線による曲線文。内外面赤彩痕。

5-526号土坑 （第 150図： PL75) 

1は口径 18.0cm。球形の胴部から口縁が大きく開く、口縁部は無文、胴部には4本の沈線による弧状文様

を重層させ、沈線の連結部には円形文を付し、下に短いJ状文が垂下。沈線の区画内には縄文LRを充填す

る。2は彫器、厚みあり 。

5-527号土坑 （第 150図 ：PL75) 

1は口縁部片、口唇部薄く尖り、外側に折り返され有段となる、以下斜めの集合沈線。2は口唇部が肥厚

する口縁部片、器面良く研磨される。3は壺形土器か、薄手で頚部締まり口縁部わずかに外傾し立ち上がる。

沈線による楕円文を描き中に縄文を充填施文。外面黒色で磨かれる。4は底部片、無文で良く磨かれている。
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5-529号土坑 （第150図： PL75) 

1は無文口縁部片、くの字に外傾し口唇部は角頭状を呈す。2・3は石鏃、2は基部厚みあり、 3は先端

部片。

5-533号土坑 （第150図： PL75) 

lは無文底部片、浅鉢形と思われる、輪積み接合部分で欠損、外面良く研磨され、底部は摩滅している。

2は小形の土製円盤か。

5-534号土坑 （第150図： PL75) 

1は内傾する肩部片か、刻みを持つ隆線が横走し、細沈線で画された無文帯と縄文帯。2は小形だがやや

厚みのある底部片、無文。

5-539号土坑 （第151図： PL75) 

1は厚手の無文口縁部。2は無文の口縁部片、口唇部内側がやや肥厚する、胎土中に砂粒が目立つ。3は

2本のU状隆線が並んで垂下し地文には斜めの集合沈線文。4は磨石、磨り面平滑。

5-542号土坑 （第151図 ：PL75) 

1は頚部片、隆線による曲線文か。2は小形の磨製石斧。3• 4は表面磨かれた蛇紋岩の紡錘状小礫。5

~10は磨石、 9は表面に微細な研磨痕。 11は敲石、断面方形の棒状。

5-543号土坑 （第152図： PL75) 

1は隆帯による口縁部区画文と縄文LR。2は2本の垂下隆線、地文は斜位の集合沈線文。

5-547号土坑 （第152図： PL75) 

lは沈線による磨り消し縄文。

5-549号土坑 （第152図： PL75) 

1は鉢形土器の胴部無文片、内外面良く研磨されている。2は打製石斧の基部片である。

5-550号土坑 （第152図： PL75) 

lは石鏃の基部片。

5-554号土坑 （第152図： PL75) 

1は鉢形土器の底部片と思われる、黒色を呈し内面剥落している。

5-555号土坑 （第152図： PL75) 

1は内屈する無文口縁部片。2は内屈しやや肥厚する口縁部。3は沈線による磨り消し曲線文様、地文縄

文。
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第3節縄文時代

5-556号土坑 （第152図： PL75) 

lは三角形の磨り消し帯文様。縄文は無節L。

5-559号土坑 （第152図： PL76) 

lは口縁部が大きく開く完形の鉢形土器である。口径30.0cm、器高10.2cm、底径10.1cm。胴中位に刻み有す

隆線を横に廻らし、ここから口縁部に向かって6本の隆線が延び、隆線と口縁の接点部分を外側から押し内

側に肥厚させ、内側に円形竹管文または円形刺突文を付す。これら 6カ所の円形文を繋いで沈線による横長

楕円文様を描きその下に沈線一周させる。胴部文様は沈線による縦位10単位の磨り消し縄文による区画文を

描く 。胴下部に沈線が一周し、やや大きめの底部となる。内外面良く研磨された黒褐色の土器で、外面に炭

化物の付着が目立つ。 2は横位沈線を有す無文口縁部。 3は上部が渦巻きとなる平行垂下隆帯、地文は綾杉

沈線文。

5-562号土坑 （第152図： PL76) 

1は横位隆帯下に縦位集合沈線、および波状沈線。2は渦巻き隆帯文様、地文には集合短沈線、縦波状沈

線文。3は小形垂飾品、両面から穿孔。

5-564号土坑 （第152図 ：PL76) 

1は口縁に沿って平行沈線が廻り、以下縄文施文。

5-565号土坑 （第152図： PL76) 

lは口縁部片、隆帯による縦8字文、器内外面研磨。2は口縁部環状突起片、 1と同一個体片の可能性あ

り。

3は磨石、使用面平滑。

5-566号土坑 （第153図 ：PL76) 

1は打製石斧の欠損品。

5-567号土坑 （第153図： PL76) 

1は沈線による区画文を描くものと思われる。2は打製石斧、撥形の欠損品。3は磨石、火を受けている。

5-572号土坑 （第153図： PL76) 

1は連結部が円形文となる隆線文。

5-578号土坑 （第153図： PL76) 

1は凹石、裏表に一対づつの凹穴を持つ。

5-581号土坑 （第153図 ：PL76) 

lは石鏃、先端部片である。2は小形の磨石。
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5-585号土坑 （第153図： PL76) 

1は粗い調整痕。2は掻器か、縁辺部に刃部作出。

5-587号土坑 （第153図： PL76) 

1は完形の打製石斧、刃部薄く作られている。

5-589号土坑 （第153図： PL76) 

lは石錐、棒状で丁寧な作り 。

5-591号土坑 （第153図： PL76) 

lはスクレイパー、 三角形を呈し、刃部弧状。

5-599号土坑 （第153図： PL76) 

1は台石、扁平礫利用、使用面は平滑。

6区

6-131号土坑 （第154図： PL76) 

第3節縄文時代

1は甕型土器で、 2単位の小波状口縁、口縁部に沿って沈線を巡らし波頂部の沈線端に円形文、裏側にも

円形文。沈線下部は隆帯状に肥厚し、連続の丸棒状工具による刻み目文、頚部以下LR縄文地文上に三角又

は円形文を 2本単位の沈線で磨り消し文様を描く 。6-412号土坑、グリッド出土の破片と接合。2はやや

小形の甕型土器で、 2単位の小波状口縁、波頂部に円形文、口縁部に沿って沈線を巡らす。頚部に巡らした

2条の沈線部にも円形文を配す。胴部は縄文地文とし2本単位の沈線で渦文を描き、これらを直線で連結し

ている。沈線間は無文。3は肩部片、 2本の併行沈線を横走させ無文帯と縄文部を画す。4は2本の沈線で

幅広の無文帯を画し、以下無節 L縄文施文。5は基部を欠く打製石斧、表に自然面残し、肉厚で刃部は摩耗。

6-132号土坑 （第154図： PL77) 

1は長円形の礫を利用した磨石、端部に打痕あり 。

6-135号土坑 （第154図： PL77) 

lは口縁部片、やや内屈する小波頂部に円形押圧文、左右に囲うように 2本づつの短沈線を配す。2は地

文に縄文、 2本の平行沈線を横に描き、上位に曲線文様。3は丸棒状工具による沈線。4は隆線による曲線

文を持ち、地には縄文が施文。5は沈線によるn状文が描かれる、地文の縄文は細かい。6は磨石である、
半分に割れている使用面平滑。

6-137号土坑 （第154図： PL77) 

lは口縁部片口縁部に隆線による楕円区画文を持つと思われる、区画内は縄文が施文、胴部は縦位の磨消

帯と見られる。2は粗製土器の口縁部片口縁部に沿って押圧隆帯が巡る。3は口縁部片、口唇部くの字に内

屈し端部に丸み、沈線により矩形文を描き中は縄文LRが充填施文される。4は小形磨石。
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第3章検出された遺構と遺物

6-138号土坑 （第154図： PL77) 

1は複数の隆線により横位または曲線文を描き、縦位の平行沈線も見られる。また波状の隆線文が貼り付

けられている。2は底部片、網代痕あり 。

6-139号土坑 （第154図： PL77) 

lは沈線による磨り消し曲線文様。2は口縁部片、隆帯による渦文様。3は刺突文施文

6-140号土坑 （第155図： PL77) 

lは口縁部片、隆帯による縦s字文、横には縦位の沈線文。2は沈線による 2重円形文様を描き内側に縄

文施文、横に撫でによる凹線。3は隆線および沈線による曲線文様を描き、沈線文様内に連続刺突文。4は

縦位の隆線文。5は無文口縁部片口唇部内屈し外面に横位沈線。6は口縁部片、口縁部下に横位、縦位の隆

線が付され、交点に凹圧。7は口縁部片、口唇部外側へ三角に肥厚、無文部下の隆帯上に円形押圧文。8は

口縁部内側に肥庫する無文土器。9はn状の取っ手片、頂部両面に渦文を作り、沈線、刺突文を有す。

10は橋状取っ手片、頂部に円形刺突文。11は刃部を欠く打製石斧、全体に風化が著しい。12は磨製石斧の

破片。基部、刃部を欠いている。13は磨石である、円形礫利用し表面は使用により極めて平滑。

6-144号土坑 （第155図： PL77) 

1は沈線区画文内に縄文施文、頚部には連続円形刺突文を有す横位隆帯。2は小形の磨製石斧である、刃

部広がり部分的に自然面残す。

6-150号土坑 （第155• 156図： PL77) 

1は打製石斧である、ほぽ完形で、刃部は薄く仕上げられている。2・3は台石である、 2は菱形の大形

扁平礫を用い、使用面は平滑である。3は破損しており円礫で使用面は平滑。

6-151号土坑 （第156図： PL77) 

1は深鉢底部片、胴部無文で底部に網代痕。

6-155号土坑 （第156図： PL78) 

1は大形土器口縁部文様帯片、隆線による楕円、渦文を組み合わせた区画文を持ち区画内にはRL縄文、円

形刺突文が交互に見られる。胴部文様は縄文施文。内面に炭化物付着。2は波状口縁部片、口縁外面に幅広

の無文部、胴部磨り消し縄文による曲線区画文を描く 。3は打製石斧である肉薄の作りで刃部は摩耗してい

る。4はスクレイパーである、刃部の作りは粗い。5は打製石斧、片面が肥厚、刃部を大きく欠損している。

6-156号土坑 （第156図： PL78) 

1は打製石斧である、完形で風化著しい。

6-157号土坑 （第156図： PL78) 

1は胴上半に三角形を基調とした磨り消し縄文。比較的薄手の作り、口唇部内側に肥厚。口径 （34.0)cm。
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第3節縄文時代

2は口縁部片、隆帯による楕円渦巻き文。3は口縁部無文、頚部に刻み持つ隆帯が付き、以下重弧文、垂下

文が沈線で描かれる。また沈線状に円形文。4は上端が渦巻きとなる平行垂下隆線、地文には細沈線による

横位、縦位の併行線文様。5は口縁片、刻み有す隆帯が廻り、以下矩形磨り消し縄文。6は途中が切れる集

合短沈線文。7は口縁部に付く突起片、板状でV状を呈し先端部は周囲に刻みを有す円形の突起となる、先

端面は円形に肥厚し細縄文が渦巻き状に施文されている。8は底面に網代痕。

6-159号土坑 （第157図： PL78) 

1 • 2は磨石、 1は卵形を呈し、 2は不定形である。

6-162号土坑 （第157図： PL78) 

1は地文縄文で縦位磨り消し帯を持つ。2は2本の垂下隆帯と、横位集合沈線。3はやや大形の口縁部片、

無文で内外面丁寧に研磨されている。

6-167号土坑 （第157図： PL78) 

lは口径（14.0)cm。やや内湾する口縁部、口縁部に沿って沈線が廻り以下縄文充填した沈線による円形文、

蕨手垂下文を横に配し、円形文下にはn状文か。2は口縁部に隆帯文が配され波状を呈す口縁部片、口縁下
には交互刺突文が廻る。3は隆帯下に沈線による重弧文。4は4カ所に円窓を持つ中空把手である。中央に

太い沈線を持ち、上端部を欠損し突起の左右上部に円形文。5は口縁部橋状把手片、 2枚の耳状突起が上端

で開く形を呈す。把手の内面、外面には沈線による渦巻き文、交互刺突文を有す沈線文様が見られる。6は

磨石である、表面の剥落が著しい。7は多孔石である、不定型な自然礫の表裏に複数の凹み穴を有す。

6-177号土坑 （第157図： PL78) 

1 • 2は同一個体の胴部片、縄文地文に垂下磨消帯と蛇行垂下文。6-162号土坑の 1も同一個体片と見ら

れる。

95区

95-1号土坑 （第158図 ：PL78) 

lは縦位多条線文。2は3本の垂下隆線、左右には横位の沈線文。3は地文に縦位多条線、低い隆線が屈

曲して垂下する。4は2本の垂下沈線間に縄文施文。5は縄文地文で3本の垂下沈線、沈線間は無文。6は

直立する口縁部片、無文で端部僅かに内屈。7は縦位の集合沈線。8は口縁突起部片、口縁からの隆線がぶ

つかって盛り上がり先端部に走る、断面円錐状の円形文が表裏に見られる。9はほぽ完形の打製石斧である。

撥形を呈し、両面に自然面残す。刃部は摩耗している。

95-2号土坑 （第158図： PL79) 

1は隆帯を持つ口縁部片。2は口縁部無文、隆線下に縄文。3は縄文地文に沈線文、 4は縦位綾杉状沈線文。

95-3号土坑 （第158• 159図： PL79) 

lは一対の大きな円孔を持つ突起を有し、口縁部下に隆線により円形渦巻き文を横に配し、各渦巻きから
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直線または波状の垂下隆線。地文には矢羽根状の集合沈線を充填する。口径 (21.0)cm。2は口径14.5cm。

肩部に最大径を持ち、一対の箆状に伸びる取っ手を有す、取っ手下位に円孔。胴部には隆線による曲線文、

渦文を描き、地文には乱雑に短沈線文を付す。3は口縁部肥厚し無文、下位には斜沈線文。4は口縁部無文

帯、横位沈線巡らし以下LR縄文を縦位施文。5はLR縄文充填後併行沈線による曲線無文帯。6は幅広の

無文隆帯を持つ。7は2本の刺突文wp有す横位隆帯、下位には沈線によるn状文、蕨手状文、 n文内には

斜沈線文。8は横位隆帯持ち上は横羽状沈線文、下は縦沈線か。9は横位隆帯の上に沈線により曲線文、下

には縦沈線文。10は地文縄文に2本の垂下沈線。11は2本単位の隆線によ る弧状、垂下文、地文に斜位、縦

位の沈線文。12はやや波打つ4単位の鍔状取っ手を持つ、以下胴部には羽状細縄文。鍔部分に赤彩痕残る。

13 • 14は無文の口縁部片、 13は端部僅かに内屈。15は無文の底部片。16は黒曜石製、小形完形の凹基無茎鏃

である。17は打製石斧である。基部を欠く撥形と思われる。両面に自然面残し、刃部は摩耗している。

18は黒曜石製の石鏃未製品か。側縁に刃部調整が見られ石錐の可能性もある。

96区

96-5号土坑 （第159図： PL79) 

1は縄文、 LR複節地に縦の沈線。 2はLR細縄文地に横位に複数の沈線、沈線部に上方向からの刺突が

見られる。3は砂粒の目立つ胎土で、細縄文LRが施文される。4は縦位集合沈線で中央に無文帯。5は弱

く屈曲する頚部片、横に沈線、隆線、さらに垂下沈線を付す。

96-6号土坑 （第159図： PL79) 

1は横位隆帯下にLR縄文施文。

96-8号土坑 （第159図： PL79) 

1は口縁部片、隆線による楕円区画文内に縄文施文。2は口縁部片、沈線による楕円文を描き、沈線内に

刺突文を巡らす。3は断面三角の縦位隆帯の上端部に 2本の隆帯を巻く 。

96-9号土坑 （第159図： PL79) 

1は波頂部が肥厚。 2は3本の隆線を弧状に配し、波状の隆線を垂下させている。地文は縦位集合沈線。

3は縄文地文に併行沈線による曲線文を描く 。4は沈線による垂下文様。5は隆線によるY状の曲線を描き、

上部に渦巻き文、刺突文、左右に縦位の集合沈線、また隆線上に瘤状貼り付け文。 6は隆線による曲線文、

斜状沈線を付す。7は櫛歯による（）状集合沈線を描き、沈線による文様を描く、沈線内は無文。8は底

部片、底に木葉痕。9は二次加工片である、一部に剥離調整。10は磨石、小判形の扁平な礫、表面がざらつ

96-10号土坑 （第159図： PL79) 

1は縦位LR縄文地に縦の沈線。2は地文に細いLR縄文施文後複数本の沈線で曲線文様。3は2本の縦

位隆線、隆線間は無文で、縦位沈線を配す。4は打製石斧。短冊形か、刃部および基部の一部を欠損してい

る。
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表 2 住居 ・柱穴列 ・土坑 ・ピ ッ ト一覧 表
5区
番号 位置 形状 規模 炉 柱穴 床面 出土遺物 時期 備考 桜I・ PLNo 
10 H-13 • 14 柄鏡形 453 X3S4 X 40 N-0° 石囲い 12 後期前葉 (1)で一部報告済 第8 S 図 PL3 

19 W~Y-9 円 450 X (450) X - N-20'-W 石囲い、土器 堀之内］ 第 P L3 
20 5Y・6A-6 円 330 X 30() X [5 N-56°-W 石囲い、土器 第 PL4 6 • 7 
21 X • Y -5 円 310 X (3()()) X 22 N-5°-W 石囲い 第 P L5 
22 X -2 3 柄鏡形 9 (530) X (415) X - N-12'-E 石囲い P L5 

23 G • H-15 柄鏡形？ (4()(1) X (550) X [9 N -10°-E 石囲い
24 5Y 6A-2・3 円 (480) X (480) N-83"-W 石囲い P L5 
25 Y -6 7 円 (520) X (49()) X 15 N -3°-E 石囲い 埋甕 28図 PL6 • 7 
26 X-9 円 500 X (500) X 30 未検出 埋甕2 P L6 • 7 
27 X -3 円か N-10°-W 石囲い、炉体土器 P L7 
29 F • G 10 • 11 不正方形 593 X 582 X 48 N 77° W カマド 土師器皿、鉄製品 平安末 第 P L44 
30 D E -11 • 12 円 5()() X 559 X 30 N -15"-W 石囲い 第36 37図 PL8. 9 

31 E F-10 II 円 495 X (50()) X 25 N-3'-E 石囲い 第 4図 PL9 
32 F・G-9・10 方形か 4()() X (60) X 2Q N -2°-E カマド 鉄鏃 平安末 第 P L44 
33 E F -9 10 隣丸方形 38() X 1320) X 25 N -2•- E 石囲い、炉体土器 7 P LlO 
34 C-10 11 円 336 x295x 30 土坑により削平 PLll 

35 G • H -13 • 14 円 580 X (215) X 12 不明 11 
36 F G -12~14 円 595 X 1585) X 30 N -24'-W 石囲い、土器 PLll・l2 

37 E -12 F -12 13 602 X (244) P L12 

38 E • F -12 • 13 550x (175) PL12・13 

39 D -12 E -12 13 62QX (30()) X5Q PL13 

40 G -14 15 (400) X (400) X 30 N-60°-E 石囲い P Ll3 
41 D-10 11 (460) X 1460) X - N-53°-E 削平著しい P Ll3 • 14 
42 F G-11 円形 (420) X (420) X 10 - 石囲いか 5 5-29住に削平 P Ll4 
43 A-11 円形 305 X (305) X 24 N-4'-W 石囲い P Ll4 
44 D E -9 • 10 円形 380) X (380) X Q N-4"-W 石囲い 6 1号炉→変更 削平著しい P LJ4 • 15 
53 F G-10 II 円形 (360) X 1360) X Q N-32'-E 石囲いか 6 埋甕 3号炉→変更 5-29住に削平 P Ll5 
6区住居

番9lA-_7悶置 円形状 1400x3悶。 1N一哀胃 I石囲い炉 柱穴 I 床面 I 出土遺物 1中□□葉 1 備考 1 第91•9塁図• P閲go15 • 16

5区柱穴列

番9|H I竺円 14 1円又！翌角形 1( 75) X 7~模
3区土坑

方位 ＿炉一
8 柱穴 1床面 1征し出土遺物 1後口期 1柱痕9? |第96図図］［惰゜

ヽ・

番号 位置 形状 規模（長径・短径・深さ） 主軸方位 出土遺物 時期 備考 図 •PLNo

4 X Y -15 楕円形 85x72x33 平安以降 第103図 PLl8 
5 0 -13 長円形 2J3x 15Qx 15 N-50°-E 平安以降 第103図 PLl8 
6 P -13 長円形 2()6X85X35 N-30°-W 平安以降 第103図 PLl9 
7 0 P -14 長円形 194x80x30 N-90° 平安以降 第103図 PLl9 
8 Y -6 長円形 J60x J()()x65 N -16°-E 平安以降

9 X Y-5 長形 185x128X70 N -10°-W 平安以降

10 X-5 不， 172x 113x75 N -12'-E 平安以降

11 X -6 7 岳 形 22QX145X7Q N-5°-W 平安以降

12 W-7 イヽ 形 180 X 120 X 125 N-90° 平安以降

13 U-7 • 8 長形 2oox !35x 115 N-37°-W 平安以降

4区土坑ヽ言
位置 備考番号 形状 規模（長径・短径・深さ） 主軸方位 出土遺物 時期 図． PLNo

32 X-12 半円形 (67) X 104 X 161 N-28'-E 平11年度46号土坑を変更） 第104図 PLl9 
33 E-10 長円形 120x96x 20 N-65'-W 第104図 PLl9 

34 D-10 円形 1oox97x 30 土器片 第104図 PL20 

35 C・D-11 不整形 90x80x 第104図 PL20 

36 C -11 長円形 130x JQ6x3Q N-40'-W 第104図 PL20 

37 D -11 長円形 loox60X28 N-50°-E 第104図 PL20 

38 C-12 円形 65x60x20 第104図 PL20 
39 D -11 長円形 205x J()()x58 N-41°-W 陥し穴 第104図 PL20 

40 A-12 長円形 75x60Xl7 N -45°-E 土器片 第105図 PL20 
41 C ←JO 長円形 203x 125x 16 N-44°-W 土器片 底面、傾斜を持つ 第105図 PL21 
42 Y -11 12 長円形 162x7Qx54 N-15°-W 陥し穴 平11年度45号土坑を変更 第105図 PL21 

43 T-11 長円形 46X3QX25 N -15'-E 第105図 PL21 
44 y -11 長円形 248 X 155 X 143 N -10°-W 第105図 PL21 

45 Q -13 R -13 14 長円形 180X70x30 N -45°-E 平13
46 V W-12 長円形 (113) X 86 X 36 N- 5°-W 平13
5区土坑
·番~ 号 ,. 

位置 形状 規模（長径・短径・深さ） 主軸方位 出土遺物 時期 備考 図 • PLNo

373 H-2 楕円形 84x (69) X45 N-5'-W セクあり 全あり 第106図 PL21 

374 H -11 12 不整形 83x75x4Q N-40°-W セクあり 全あり 第106図 PL21 
375 欠番 28号住pgに変更
376 欠番 28号住p10に変更
377 欠番
378 欠番 28号住p11に変更
379 欠番 28号住Pl2に変更
380 欠番 28号住Pl3に変更
381 X • Y-3 楕円形 J85x 140x I()() N -10°-W 大形の自然礫 陥し穴 第106図 PL21 

382 X -3 4 長円形 1140) x75x35 N-60°-W 底面に礫 第106図 PL21 

383 Y-3 4 長円形 143 X67X63 N-0' 陥し穴 第106図 PL22 
384 X-5 長円形 187 x85x70 N-5'-W 自然礫 陥し穴 第106図 PL22 

385 X -8 長方形 155 X65X25 N-55°-W 第107図 PL22 

386 X-1 長円形 1220) X 112X [70 N-50°-E 自然礫 陥し穴 東部分未調査 第107図 PL22 
387 X-5 • 6 長円形 !83x80x48 5-384号土坑 （陥し穴）に切られる 第107図
387 H-12 • 13 63x52x 106 5-45号住ピット3
388 X-6 円形 62X55X 14 平9 第107図
389 X-6 円形 58x47xzo 第107図
390 X-6 円形 51 x5Qx28 第107図
391 W • X-6 楕円形 66X56X45 N -10°-W 第108図
392 W-6 楕円形 98x90x60 N-55'-W 第108図
393 X-9 円形 91}x8Qx67 第108図 PL22 

394 W X-9 長形 loox68X43 N -55"-W 覆土中位に礫 第108図 PL22 

395 W-8 • 9 円 83x60x20 N-35°-W 第108図 PL22 
396 W-8 • 9 形 )()()X63X22 N -15°-W 第108図 PL22 
397 W-7 • 8 形 70x75xll N -40°-E 第108図
398 W-7 • 8 形 90x82x 12 第108図
399 W X-7 43x37x45 N-40°-W 第108図
400 X-7 • 8 、形 76X56Xl8 N-0° 第109図
401 X-7 • 8 楕形 64x62x40 第109図
402 X -7 ： □ 33X3)X26 N -10°-E 第109図
403 X -7 97x78x23 N-75'-W 第109図
404 X -7 5Qx43x36 N-30°-E 第109図
405 W-7 58X56X25 第109図
406 W-7 楕円形 29x26x20 N-40°-E 第109図
407 X -7 不整形 65X54Xl6 N-80°-W 第109図
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番号 位置 形状 規模（長径・短径・深さ） 主軸方位 出土遺物 時期 備考 図 •PLNo
408 X -6 楕円形 67X65X22 N-85"-W 第109図
409 X-7 円形 55x52xJ7 N -0° 第109図
410 X-6 楕円形 23x22X IO N -5"-E 第109図
411 X Y-7 楕円形 63X4QX58 N-5'-W 第110図
412 Y-6 • 7 楕円形 82x73x22 N-20°-W 第110図
413 Y-6 不 7QX7QX25 N -60"-E 第110図
414 y ~6 ’‘ 75X47X3Q N -70'-E 第110図
415 X-6 不 87X83x2Q 第110図
416 W-6 長 5QX36X32 N -55°-E 第llO図
417 W 6 長 107 xSOx30 N -20"-E 第110図
418 W-6 長円形 ()40) X 110 X 115 N -50°-E 礫、土器片 陥し穴 427号土坑を切る 第110図 PL22 
419 W-5 楕円形 130X IIOX53 N-65°-W 礫、土器片 上層に複数の礫 第lll図 PL23 
420 W-5 円形 40x4Qx35 419と420号土坑に切られる 第Ill図
421 W-5 6 長円形 82X55X25 N-5"-W 420号土坑を切る 第Ill図
422 X ~5 長円形 IOI x7Qx 12 N-80°-W 第lll図
423 X-5 円形 55x5Qx23 N-80°-W 第111図
424 X -5 楕円形 65X5QX33 N-10°-E 第lll図
425 X-5 楕円形 50x4ox17 N-10°-W 第lll図
426 X-5 楕円形 110 X 75 X22 第111図
427 W-6 円形 JOO x JOO x 52 2つある 柱痕か 柱穴の可能性あり 第lll図
428 y -5 長円形 50x3Qx28 N-40°-E 第112図
429 Y-5 円形 35x3ox 17 N-70°-W 第112図
430 X • Y-5 不整形 85X57X N-55°-E 第112図
431 X-5 白 T9 95xs7x45 完形土器、礫 第112図
432 X-4 円形 5QX43X25 N-20°-E 第112図
433 Y-4 • 5 長円形 50x37x N-55'-W 第112図
434 Y-5 円形 35x32x23 N _80°-W  第112図
435 Y-5 円形 5QX45X28 N -80°-E 第112図
436 X-6 不整形 88x60x3Q N-10'-W 第112図
437 W-5 円形 65X58X45 礫 第112図
438 X-2 楕円形 6Qx 77 N-85°-W 第113図
439 Y-3 円形 70x邸 X45 礫、土器片 第113図
440 Y -2 3 楕円形 105 X 92 X 74 N-0" 第113図
441 Y-2 不整形 65X74X6() N-85'-W 第113図
442 X-3 長円形 85X7QX55 2つある 第113図
443 y -I 円形 80X78X35 第113図
444 y -1 半円形 28x23x25 第113図
445 y -1 円形 65X89X25 N-47"-W  第113図
446 x-2 円形 55X46XlQ N-20'-W 第114図
447 Y-3 円形 75X85X3Q 第114図
448 X -5 長円形 34 X34 土器底部片 第114図
449 W-5 不整形 57 X 48x 43 N -15°-E 第114図
450 X Y -7 楕円形 75x43xz3 N -5°-W  第114図
451 W-6 円形 30xzzx - N-0° 第114図
452 欠番
453 W-8 不整形 75X56Xl8 N -35°-W 第114図
454 Y-6 楕円形 75x7ox20 円 第114図
455 X-6 不整形 130) x56x 不整形 第114図
456 X-6 不整形 (22) X 6()X 不整形 第114図
457 X • Y ~5 楕円形 55X38X33 N -70°-E 第114図
458 X-5 円形 50x48x20 N-15°-E 第114図
459 W-6 円形 3QX32x32 円 第114図
460 X-3 不整形 43X (30) 不整形 第115図
461 x-2 長円形 145x90x60 N-10°-E 大形土器片 堀之内l 土坑墓 第115図 PL23 
462 X-3 不整形 43x (30) 円 第115図
463 X-3 楕円形 45X (42) X28 N -20°-E 第115図
464 X-3 半円形 30 x (JO) 不整形 第115図
465 X-3 円形 42X45 N -80°-E 第115図
466 X-3 円形 26X 26 N -25°-E 第115図
467 X-3 不整形 4Qx 37 N-30'-W 第115図
468 X-3 円形 35X38 N -68°-E 第115図
469 X-3 円形 48 X 45 N-10°-W 第115図
470 X-3 円形 30x31 不整形 第115図
471 X-3 楕円形 41 x 36 N -20"-W 第115図
472 X • Y -3 不整形 67x50 N -0° 第115区l
473 X-3 楕円形 25 x23 N-30°-W 第115図
474 X-3 円形 37 X 50 不整形 第115図
475 X-3 円形 52x50 円 第115図
476 X-2 3 不整形 43x75 不整形 第115図
477 X-3 円形 45X46 円 第115図
478 X-3 楕円形 62x82 N -70°-E 第115図
479 X-2 円形 60x60 N -35°-E 第115図
480 X-2 楕円形 65x63 N -50°-E 第115図
481 X-2 楕円形 55x45 N -50°-E 第115図
482 X-2 楕円形 4QX39 N-15°-E 第115図
483 X-3 円形 45X47 円 第115図
484 X-3 円形 5QX45 N-15°-E 第115図
485 Y-3 円形 3Qx3Q 円 第116図
486 Y-3 円形 27x3Q N-80°-W 第116図
487 Y-3 不整形 25X3Q 不整形 第116図
488 欠番
489 欠番
490 F -11 12 形不明 開冗通宝 中世以降 礫集中、掘込み面不明 第241図 PL44 
491 G -11 12 形不明 中世以降 礫槃中、掘込み面不明 第241図 PL44 
492 欠番 29号住のカマド
493 G -12 円形 (25) X 45 X 30 N-0° 第116図 PL23 
494 H-11 円形 98X83X4) N-90° 底部に礫集中 第116図 PL23 
495 H-11 楕円形 85x65x40 N-20'-E 第!16図 PL23 
496 H -11 12 不整形 87X6QX 112 N-10°-W 第116図 PL23 
497 B • C - 11 楕円形 175xJ05x 135 N -50"-E 平安以降 陥し穴 第116図 PL24 
498 B -12 13 円形 3()(lx25Qx 182 N-15'-W 平安以降 陥し穴 第117図 PL24 
499 C -10 楕円形 165 X 110 X 145 N-75°-W 平安以降 陥し穴 第117図 PL24 
500 D E-10・ ll 円形 224x2(J(Jx2]5 5 N -0° 平安以降 陥し穴 第118図 PL24 
501 D-10 楕円形 220 X 133 X 145 N -80°-W 平安以降 陥し穴 第118図 PL24 
502 E -9 • 10 長円形 195 x ll!X 136 N-20"-E 平安以降 陥し穴 第119図 PL25 
503 G -11 楕円形 92x80x45 第119図 PL25 
504 H-11 楕円形 85X70x53 N -85°-W 第119図 PL25 
505 H -11 不整形 (53) X 116 N -30°-E 第119図 PL25 
506 G -10 不整形 62x67x37 N -30'-E 第119図 PL25 
507 G -II 不整形 75XIQ6X63 N -5°-E 第119図 PL25 
508 C -11 不整形 [24 X 59 X 34 N -40°-E 端に大型の礫出土 第119図 PL25 
509 F -10 円形 57X58X3Q 第120図 PL26 
510 G -10 円形 70X62X40 第120図 PL26 
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